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    １話　クリア・スカイ


    


    


    　十二月のくせになまぬるい風がアパートの廊下に吹いていた。


    　風はさほど強くもなく、俺にぶつかってはそこで消える。まるで俺に溶けこもうとしているみたいだ。地下鉄の駅で感じる空気の流れに似ている。まったく澱よどんでいるわけでもないが、ひゅうひゅうと流れているわけでもない。


    　もしかして、この風は『天てん上じよう』のウサギの影響で空気がおかしくなっているせいだろうか。


    　わからないし、調べようもない。ただ、今、この瞬間、風のおかげで居心地が悪いのだけは確実だ。


    　十二月六日。空気は乾燥している季節なのに、ずいぶんとべたつくように感じる。それに生なま臭ぐさい磯いそに似た香りも鼻につく。近頃、海もないのにそんなにおいがすると日本各地でニュースになっていたが、それが八はち王おう子じにも来たのだろうか。


    　俺は小こ手で毬まりを抱き止めながら、そんなことを考えていた。


    　アパートの部屋の前にウサギが一匹いるだけで、こんなに世界は不ふ穏おんなものになるのか。


    　そのウサギは俺にこういう旨むねのことを平気で言った。


    　──『俺が「天上」にならないと小手毬の命はない』


    　だから、俺は小手毬を抱いて、こう叫ぶしかなかった。


    



    「『天上』だろうが、悪魔だろうが、なってやるよ！」


    



    　それは俺の偽いつわらざる気持ちだった。ほかに小手毬を生かす選択肢がないからだ。今の小手毬は完全な健康体ではなくて、新しん条じよう霧きり雨さめの力のおかげでかろうじて動いているに過ぎないからだ。俺が『天上』になるという取引をしなければ、小手毬の命が保証されないからだ。


    　けれど、癇かん癪しやくを人にぶつけてしまった時の後味の悪さのようなものが残った。


    『天上』になるというのは、つまり、どういうことなのだろうか？


    　たとえば、神様になりたいと言っている人間がいたとしよう。そいつの前に天使がやってきて、明日からあなたは神様になりますと言ってきたら、そいつは喜ぶだろうか。


    　きっと、喜ぶ反面、こんなことを考えるはずだ。


    　自分の家族はどうなるのだろう。友達とはこれまでどおり会えるのだろうか、と。


    　何かを得るということと、何かを失うということは、いつの時代もほぼ同時にやってくる。神様になるとしたら、よほど多くのものを失わないとイーブンにはならないだろう。


    　そんなことを延々と考えていられるほどに、俺が『天上』になってやると叫んだあと、ウサギは何も言わなかった。


    　理由はわからなかった。本来、ウサギはしゃべらないものではあるが、このウサギ（いいかげん名前で呼びたいが知らない）は、むしろ無神経にぺちゃくちゃしゃべる奴やつなのだ。こんな大きな耳で聞こえませんでしたってこともないだろう。


    　俺も小こ手で毬まりも黙っているから、無言の時間が続いた。小手毬と密着しているのに、あたたかさも息づかいも上う手まく感じることができなかった。


    　こんな宙に浮いたような時間を過ごさないといけないのは、ウサギに対して俺と小手毬があまりに無力だからだろう。判決を待つ側がわだからだろう。しかも、ウサギなので表情というものがわからない。


    　抱いているせいで小手毬の顔が見られないのもつらかった。舞台の仮面劇のように俺は誰だれの表情もわからないままだ。目を閉じているのとそう変わらない。


    　小手毬も何を言っていいかわからなかっただろう。俺以上に訳がわからないだろう。重い、やり場のないような吐息が俺の胸のあたりに漏もれた。


    　もう、一分は、ウサギは黙っている。


    　あと十秒無言の時間が続いたら、何でもいいから俺が口を開こう。


    　そう決めた時だった。


    「そっか、そっか。ありがとね～」


    　ウサギが軽い調子で言った。


    　ようやく、返事が来た。今、ありがとうって言ったな？　ありがたいんだな？　そう解釈していいんだな？　でも、これまでの長すぎる間まは何だったんだって気もするけど。ＬＩＮＥやメールなら許されても、会話ではアウト間違いなしだぞ。


    「『天てん上じよう』に新たな仲間が増えるのはうれピーな～」


    　お前は……俺は小手毬のためにすべてを擲なげうってきたんだぞ……。ゆるいにもほどがあるだろ……。


    　だが、すんなりとはいかない。また違和感がある。


    　──その声はウサギではなく、その奥から聞こえてきたような気がする。


    　声はウサギのものとまったく同じなのだが、発生源が違うのだ。


    「誰です？」


    　小手毬の糸が、俺の頭あたりに浮かんでいる。小手毬は俺の手から離れて、狭い廊下に立ち、俺のすぐ真横に並んだ。


    　ウサギとは俺とともに向かい合う格好だ。何かあれば突き刺しにいくってことだ。


    　俺もナイフの用意をする。


    　それから、俺たちは狭い廊下の中で離れて、それぞれ戦闘の態勢を作る。


    　ウサギのほかに何かがいる。


    　影えい殺さつ師しは空間認識能力が高くなくては話にならない。敵の攻撃が後方の右斜めから来るか正面から来るか、どの距離にまで迫っているか、そういったことを瞬時に判断できなければ生き残れない。


    　たとえば刃物というのは数センチずれるかどうかで無傷か致命傷かが決まるのだから。


    「ウサギさんがウサギさんの後ろから声を出しているように感じます。変わった芸ですね。それに、どうしてそんな芸当が必要なんでしょうか？」


    　小こ手で毬まりの言うとおりだ。相手の説明なしに状況が変わったらとりあえず疑っておけ。


    　変化とは常に希望でもあるし、恐怖でもある。悪い側がわになるのは勘弁だ。


    　このウサギが正真正銘の『天てん上じよう』であるという根拠もないし、ウサギが実体という根拠もない。『天上』という組織が一枚岩なのかも知らない。信頼するには不確定要素が多すぎる。もし騙だまされたとしたら騙されたほうが悪いのだ。


    「あっ、そっか、警戒させちゃったか。ごめんねー。中国のお土産みやげ買い忘れてきちゃった、ごめんチャイナ、なんちゃって」


    「寒いギャグを言ったら気がゆるむと思ったら大間違いですよ」


    　復活したばかりの小手毬を戦闘寸前の緊張状態にさせてしまうのもやりきれない。早く敵と名のるなり、弁解するなりしてくれ。


    「ホットケーキはほっとけー、なんちゃって」


    「名称の中に『ホット』が入ってれば熱いギャグってことにはならないです！」


    「小手毬、その返し、よくできたな！　俺、ホットケーキが出てきた意味わからんかったぞ！」


    「テレビの仕事で芸人の方ともご一緒することは多いですので」


    　知らないうちにトークの技術が進化している……。


    　しかし、緊張感と言葉の応酬が深刻なミスマッチを起こしてるな……。


    　あと、もう一つ気になることがあった。


    　小手毬の声がかなりデカいのだ。


    　薄い壁だし、これ以上アパートの廊下で騒ぐことがあれば、何事かと思って住人が出てくるんじゃないか？


    　アパートの隣の部屋のドアが開く。


    　だよな！　廊下まで確かめに来るよな！　ところで、隣人はどんな奴やつだったっけ？　学生だったっけ？　フリーターだったっけ？　さすがに俺と小手毬が住んでることは知られてるだろうが、めったに顔も合わせないからあまり覚えてない。


    　だが、俺たちの前に出てきたのは学生でもフリーターでもなさそうだった。


    　人間としての見た目だけで言うと無害な小学生の女子だ。


    　けれど、服装のほうに問題がある。といっても鋼はがねの鎧よろいを身にまとっているわけでも、季節はずれな水着姿なのでもない。ブラウスにスカート、スニーカー、そのあたりは無個性と言っていいほどだ。


    　しかし、頭にウサギの耳のカチューシャをつけているとなると、話は違う。


    　これで目の前のウサギと何の関係もないというほうが無理がある。


    「子供があいさつしました、こどもー、なんちゃって」


    　とその女子が言った。


    　あ、関係者確定だ。ギャグのセンスのなさまで一緒なので間違いない。


    「はい、ウサギの本体です。どう呼ぶ？　名づけてくれてもいいよ。ひらがな・カタカナで四文字まで。ただし濁だく点てんと半濁点も一文字に数えます」


    　昔のファミコンの主人公キャラかよ。


    「名づけられるシステムっておかしいでしょ？　もしかして『天てん上じよう』って個人の名前がないんですか？」


    　神を神としか呼ばない宗教があったりするし。霧きり雨さめは名前がついてるけど、あれは人間社会に紛まぎれこむために使っているだけなのかもしれん。


    「いや、あるよ。むしろ、三十ぐらいある」


    　ペンネーム変えまくるライターかよ。


    「一番一般的なのだと、これかな。天て児こ奈なって呼んでね」


    　発音不可能な名前とかじゃなくてよかった。とはいえ、まだまだ謎なぞはある。


    「あ、あなた、隣の部屋に住んでいたんですか？　そんなわけはないですよね……？」


    　小こ手で毬まりが俺も抱いた素朴な疑問を尋ねた。いくら東京のマンションで近所の人と没交渉だからって、隣の住人がこんなのだったら気づいてたと思う。


    「のんのん」


    　天児奈と名のった『天上』の女は首の代わりにウサ耳だけを左右に振った。その耳だけが独立した別種の生き物みたいだ。


    　そのあと、天児奈はウサギを抱き上げる。ウサギは依より代しろのような存在だったのだろうか。ぱっと見、どこのペットショップにでもいるような本当にただのウサギだ。魔法少女の眷けん属ぞくみたいに人間の言葉をしゃべる様子もない。


    「時空をトリコロールしたの。それじゃ、フランスの国旗だろ、なんちゃって。時空をコントロールしたの。そこの部屋に住んでるのはごく普通の大学生だよ。ただ、一時的にこっちの世界とそのドアをつなげたわけ」


    「ちなみに何大？」


    「マスター、どこの大学でもいいじゃないですか」


    　小手毬にツッコミを入れられた。まあ、そこまでして知りたい情報じゃないけどさ。八はち王おう子じは東京の隅で土地が余っているため、大学が多いのだ。


    　閑かん話わ休きゆう題だい。


    「さらりと時空をコントロールとか言いやがったな」


    　緊迫感のない説明をされたが、とんでもない異能力だぞ。フィクションだと、すごすぎて敵として設定すると不都合になるタイプの異能力だ。かといって、主人公に設定するとチートすぎて活用できないタイプの異能力。


    「『天てん上じよう』に入ると言ってくれたわけだから、こっちも顔を出すべきでしょ。同僚に顔も見せないってのはよろしくないよね。あと、ちょっとタイムラグがあって失礼しました。時空の設定をして出てくるのに時間がかかってね」


    　あのかくも長き無言はそういうことだったのか。深い意味はなかったんだな。というか、こいつ、しょうもないギャグをはさんでくるせいであらゆる部分が浅く見える。


    「敵ではないと認めましょう」


    　小こ手で毬まりもひとまず、頭上の糸をおさめた。戦闘には発展しないと判断したのだろう。


    「それに、説明も『天上』の領域でするほうが伝わりやすいでしょ。このアパート、防音も期待できないしさ。一階の隅の部屋の子がヘッドフォンして聞いてるラジオまで聞こえてくるよ」


    「ウサギキャラだからって、耳がよすぎだろ」


    　ヘッドフォンして聞いてる音まで識別するなよ。プライバシーが完全にゼロだ。


    「それじゃ、マジカルでミステリーなツアーにご案内するよ。廊下で長話するのもアレだしね」


    　天て児こ奈なは俺たちのほうに向かって歩いてくる。思わず、あとずさった。威圧感なんてものはとくにないはずなのに、たしかに何かに押されている気がする。これを強く感じれば、風と呼ぶべきものになっていくのだろうか。


    　そして、俺の部屋のドアに手をかける。


    　まだ、カギ開けてないぞと思ったが、当たり前のように開いた。力で強引に開けた感じは一切なかった。解錠のスキルもデフォルトで持っているのだろうか。『天上』って何でもアリか。だから『天上』などと天てん上じよう天てん下げ唯ゆい我が独どく尊そんな偉そうな名称がついてるのか。


    　とはいえ、開いちゃったものは仕方ない。小手毬が掃除してたとはいえ、あまり人様に見せたくもない狭い部屋──


    「着いたよー」


    　ドアの先には野原があった。


    「どこだ、ここ……？」


    　こんもりとした丘が目前にあって、太陽は見えないが、空は青く澄み渡っている。湿気の少ないさわやかな風も吹き流れて。背の低い芝を撫なでていた。


    「昔のパソコンのデフォルトの壁紙みたいな景色ですね」


    　小手毬のたとえを聞いて、まさにそうだと思った。固有性のあるものがぱっと見、どこにもない。誰だれかの頭の中の理想をそのまんま形にしたようなところがある。


    「ここが私たちのホームグラウンドってところかな。はーい、入った、入った」


    「『天上』の異能力者に聞いても空むなしい気がするけど、これ、どうやってるんだ？」


    「世界と世界をつなげたんだよ」


    「うん、よくわからん。少なくとも、部屋を勝手に野原に改造したわけじゃないんだな？　借りてる部屋だから、そういうのは困るぞ。風ふ呂ろもトイレも消えましたってなると管理会社に説明しづらい」


    「マスター、人間としてのスケールが小さすぎます」


    　隣の小こ手で毬まりにまたツッコミを入れられる。


    「害はないよ。せいぜい気圧の変化で耳がちょっとだけ変になる時があるぐらい」


    　自分の部屋のドアを開けられて、案内されるというのも妙な話だけど、一歩前に踏み出すか。目の前の光景はコンクリートジャングル東京ではそうそう望めない景色だ。八はち王おう子じ市は高たか尾お山さんもあって森林面積も相当広いが。


    「行きましょう。ここで怖おじ気けづいても仕方ありません」


    　肝きもの据すわっている小手毬が俺より先に野原に入った。俺もそれに続いた。


    　入ってから後ろを見ると、何もない空間にドアが浮き上がっていた。ＣＧでも夢でもないのに、こんなことが起こるんだな。


    　近隣の住民が通りがかってパニックになっても困るので、ドアを閉めた。


    「そのへんに座って。犬の糞ふんとかは落ちてないから安心だよ」


    「ウサギの糞は落ちてるんじゃないか？」


    「…………ウサギの糞以外は落ちてないから安心して」


    　立って聞こう。


    　小手毬はほかに異能力者がいないか、周囲の気配を探っていた。小手毬にとっての身体時間ではバジルの研究所で戦ってから一日も経たってないはずだから、その争いの空気が持続しているのかもしれない。


    　本当に身勝手な話だが、その時、この半年強の俺の時間を知ってほしいと思った。俺の苦しみを味わえと言いたいんじゃない。小手毬と離れていた時間を、せめて気持ちだけでも共有したかったのだ。


    　風が小手毬の髪をはためかせていた。明るい昼の光で見た小手毬は夜のライトの下の小手毬よりもさらに美しいと思った。こんな時に思ってしまった。


    　今の俺は恐ろしい影えい殺さつ師しの末まつ裔えいではなくて、久しぶりに同どう棲せい相手が戻ってきてたるんでいるただの腑ふ抜ぬけだ。油断はなくても、きっと何かが欠けている。今、ガチの戦闘は避けたい。


    「私たち以外、誰だれもいないようですね。私の力では発見できないような異能力者でしたら、打つ手がないですが」


    「騙だまし討ちなんてしないって。君たちじゃないんだから」


    　天て児こ奈なはさらりと言ったが、けっこうこちらを舐なめた言葉だ。


    「『天てん上じよう』と戦うのに手段を選んでるとしたら、そいつはたいした正直者だろうよ。いや、バカ正直って言ったほうが正しいな。弱者の側がわの全力を否定するのは強者のおごりだぞ。それでもって、奴やつにおごりがあったから俺も霧きり雨さめと相討ちにできたんだ」


    　子供の格好をした奴やつをにらむのは気が引けるが、失礼なことを言ったほうが悪い。これでケンカを売った気がないのだとしても、それなら天然であること自体が罪だ。


    　俺は『天てん上じよう』の一人である霧雨と戦った。あらゆる手を駆使してだ。何度も命を懸かけるような真ま似ねをして俺は引き分けにまで持ちこんだ。


    　もっとも、かといって、実力が互角だなどとホラを吹くつもりはない。


    　霧雨は俺の命を奪うだなんて意図はまったくなかった。むしろ、俺の狂言自殺を止めようとしたりして、隙すきを作った。敵がこちらの身を守ろうとしてる時点で、ハンデはあったわけだ。俺は立場が対等ではないという前提を利用したのだ。


    　それでも結果は結果だ。俺は小こ手で毬まりと再会する権利を勝ち取った。


    「メンゴ、メンゴ。君のやり方を批判する気はないんだよ」


    　天て児こ奈なのウサ耳が今度は前に垂れた。頭を下げている意味らしい。カチューシャに見えるのだが、実は本物の耳なのだろうか？　こいつのギャグはとてつもなくつまらんが、このしぐさは割りとかわいげがある。


    「許してチョンマゲ」


    「そういうの、つまんないからマジでやめろ」
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    　そのセンスからしても、最低でも俺より十年は長く生きてると思う。あるいは『天てん上じよう』が年寄りしかいないのだろう。自分より若手の異能力者がこんなに強かったらショックだから、先輩であってほしい。


    　天て児こ奈なはウサギを野原に放してやった。ウサギは早速、近くの雑草をバリボリ食べはじめる。ウサギってすごく食欲旺おう盛せいなイメージがあるが、そんなに誤りでもないらしい。


    「この子、逃げないですかね？」


    　小こ手で毬まりがそうっと近づいてウサギの頭に手を置いた。異世界に来ている部分も含めて不思議の国のなんとやらっぽい。


    　本当に絵になる。ウサギを撫なでている小手毬を見るためにウサギを飼いたいぐらいだ。でも、ウサギを飼ったら部屋が臭くさくなるかな。


    　しかし、この思考がただの現実逃避であることぐらい、俺もわかっている。


    　ウサギと触ふれ合うためにここに来たんじゃない。のっぴきならない契約を正式に締結しに来たのだ。


    「それじゃ、『天上』就職の事前説明会をするね」


    　天児奈が俺の正面に立つ。


    　こんなゆるいノリの説明会の会社には絶対就職したくない。そういう会社は、片っ端から社員が辞めていく前提であることが多いのだ。だから、説明会や面接が雑なのだ。つまり、高確率でブラックなのだ。


    「最初に、『天上』になって君が得られたものがいくつかあるんで、それを説明しときます」


    　得られたって何だ？　どっか、顔パスで入れるようになったのか？


    「まず、得られたというか、君が得たせいで『天上』にスカウトするきっかけになったその能力のことを話しとこう」


    　じぃっと上目づかいになって天児奈は俺の目をのぞきこんでくる。


    　お前は絶対に逃げられないぞと警告でもするように。


    「君は他人の異能力に干渉するという、なんとも性格の悪い力を使えるようになってます。特訓で糸に対してだけ使えてたものが、新しん条じよう君との戦いで一気に開花したみたいだね。よくできました」


    「あんたに褒ほめられても全然うれしくないな」


    　完全に向こうが上から目線な言い方のせいだ。目線は下からだけど。事実として、『天上』の先輩は上に決まっているのだが、天児奈には威厳がない。


    「君の頑張りを評価してるのは事実だよ。複数の異能力を同時にものにするだけでも、それなりにレアなんだから」


    「小手毬が生きてここにいることと比べたら、たいして不思議でも幸せでもないさ」


    　近くに小手毬がいる割りには照れずに言えた。小手毬は聞こえているはずだが、何も言わずにずっとウサギの頭を撫なで続けていた。


    「君の異能力は一人だけならそこまでの驚異にはならないかもしれない。でもほかの強い異能力者とセットだったら話は別。敵の力を止めている間に、もう一人がやっつけられちゃうんだから、やりたい放題だよ」


    「一応、褒ほめられてると受けとっておくぞ」


    「それで、こんな特殊な異能力者を放っておくのもあまりよいことではないので『天てん上じよう』として囲いこもうと思ったってわけ」


    　天て児こ奈なは、右手を伸ばして俺の顔を指差した。


    　指差されるのもイラッとくるが、顔を背そむけるのも、負けた気がするので、そのままにしていた。


    「実感ないかもしれないけど、君はとても強くなってるよ。人間の成長って常に直線的に伸びていくわけじゃなくて、何箇所か踊り場的に足踏みを続けるところがあるんだけど、それを君は頑張りだけで見事に突破したの。知恵やコツもなく、非効率に、がむしゃらに頑張るだけで。ある種、とても日本人的な問題解決方法だったよ」


    「お前、まったく褒めてないな……」


    「とはいえ、これから先の特訓はさぞかしおもしろいだろうね。怖こわいぐらいに伸びていく期間に入ると思うよ」


    　踊り場は過ぎたということだ。


    「まあ、強いに越したことはないな」


    　力があれば選択肢が広がる。もしも俺がザコキャラだったら、霧きり雨さめに屈してそれでおしまいだった。


    「それと、『天上』になったおかげでなかなかビッグな特典があるよ。ビッグだけにびっくらこくよ、なんちゃって」


    　なんで、こいつの発言はすべてオッサンくさいのだろう。この女子の容姿で酒の香りとかしたらマジで最悪だぞ……。


    「どんな特典だ？　ボーナスが三百万ぐらい出るのか？　すべての本が一割引きで買えるとか？　京けい王おうの株主優待券百枚？」


    「マスター、特典を金銭に関するものだけで考えるのはやめてください。いやらしいです」


    　小こ手で毬まりに顔をしかめられた。


    「でも、経済面以外のメリットなんてあまり思いつかないんだけど」


    「『天上』は不老不死なんだよ」


    「…………はっ？」


    　いまいち言葉の意味が飲みこめない。俺は永遠の命を求めた秦しんの始し皇こう帝ていじゃないから、すぐに「やったー」と快かい哉さいを叫ぶ思考にはならなかった。


    「それって老いても全然死ねないとかいうやつじゃないよな……？　世界一長生きの老人として毎年ギネスの記録を更新する人生はぞっとしないな」


    「ちゃんと言葉を聞いてればその質問は出ないはずだよ。不老のほうも入ってるんだよ。若返るにはまた別の力がいるけど、原則老いません。『天てん上じよう』は人間を超えたものだからね。遺伝子の老化が起こらなくなるの。結果として老いないってこと」


    　俺はどんな表情をしていいかわからなくて、小こ手で毬まりのほうを見た。小手毬もきょとんとした顔で、俺たちは荒野で出会った同種の獣けもののように見つめ合うことになった。小手毬は最初から不老だから、余計に実感が湧わかないだろう。


    「それって所属した途端、不老不死になるものなのか？」


    「寿命を管理する『天上』の異能力者がいるの。いわば福利厚生担当ってとこ」


    　どこまでも規格外な連中め。


    「おめでとう、ございます……」


    　小手毬も相手の異能力のすごさに理解が追いついていないようだ。


    「う、うん……」


    　買った覚えもない宝くじが当たってしまった感じだ。じわじわと、ありがたみが理解できてきた。


    「これで、いつまでも、一緒にいられますね」


    　どこか面おも映はゆい顔で小手毬はつぶやいた。


    　そうだよ！　俺が死なないなら、小手毬だって死ぬことはないんだ。


    　ほら、恋人のどっちかが超長命で、片方だけが年老いて死んでいくみたいなフィクションがあるけど、そういうピンチを俺は回避したのだ。すごく喜ばしいことだ！


    　俺たちは別離の恐怖から自由になった。素晴らしい進歩だ。最高だ！


    「──というわけで、『天上』になったメリットはこんなところだね。続いて、『天上』のお仕事についてお話しするよ。耳の穴かっぽじって聞いてよ」


    　やっぱり表現が子供っぽくない。おばさんに説明を受けるのよりは子供から聞いてるほうが心理的に楽しいから、このままでいいが。


    「なんだってやってやるよ。小手毬の命に関わることだからな」


    　小手毬が生きているのは、俺が『天上』レベルの異能力者になったことによる温情でしかない。俺は『天上』として生きる必要に迫られている。無論、小手毬を守るためなら、鬼にでも悪魔にでもなる。人だって殺してやる。


    　言うまでもなく、『天上』の業務を手伝うぐらいわけのないことだ。


    「『天上』のお仕事はね、抽象的に説明するとね、世界の均衡のために、異能力者としてたまに手を貸すこと。世の中には時として過剰なものが出てきて、危険をもたらすことがあるからね」


    「つまり、神様の真ま似ね事ごとをやればいいってことだろ」


    　だいそれた話ではあるが、『天てん上じよう』って名前の時点で察しはついていた。


    『御おん大たい』の大おお曽ぞ根ねオゾンのもとに俺たちが向かった時、すべては『天上』によって終わっていた。ウサギが大曽根の部屋にいるだけだった。


    　ようは、ああいうことだ。


    　あの時、俺はほっとしていたが、逆に言えば、もしも大曽根オゾンという異能力者が俺たちの相手をしていたら、俺も滝たきヶが峰みねも殺されていた可能性が高い。


    　それだとあまりにあんまりだから、天て児こ奈なが割って入って、事前に大曽根をつぶした。


    「この世界で、百年や二百年に一度、歴史の変革があるけど、そういう時はたいてい『天上』の誰だれかが参加してるね。そういう時代って、無茶苦茶人が死んだりするから、その規模を小さくするために働いてるの」


    　この世界で起こるろくでもないことをその偉大な力でもって軽減しろ、『天上』の存在意義はそんなところだ。


    　自分は偉大なんだって前提は気持ち悪いが、そこにさえ目をつぶればおかしなことじゃない。


    　文字通りの正義の味方になりなさいということだ。


    　この世界には無数の悪がある。そんなのをすべて抹殺することはできないし、小さな悪すら存在できない世界なんて不気味で住みたくもないが、爆弾テロや虐殺を防げるならそれに越したことはない。


    　そんなことが『天上』クラスの異能力者ならできる。できるというより、力を持つ者の義務のようなものなのかもしれない。


    「人知れず戦うのも、またヒーローの典型だからな。ＫＣのチャンピオンの次にヒーローになるのも悪くないかもな。小こ手で毬まりも戻ってきたし、残りは全部余生みたいなもんだ」


    「ヒーローと呼べるほど派手じゃないけど、そんなに遠くはないね」


    　天児奈のウサギの耳が小さく、前後に動いた。首しゆ肯こうの代わりなのだろう。


    「具体的な仕事についてはその都度連絡するから。今日のところはとくに何もないよ。頻ひん度どはたいしたことないから、安心して」


    　ウサギが思い出したように、小手毬のところを離れて、天児奈のほうに跳ねていく。定位置がそこだとわかっているように腕の中に収まる。小手毬はそんなに強く顔には出さないが、ちょっと名な残ごり惜おしそうだった。


    「はい、お話はこれぐらい。契約書も何もないし、楽でいいでしょ」


    「たしかに、あんたみたいなゆるい奴やつでもできるのは事実なんだろうな」


    　こいつが強すぎて、普通ならのんびりできてない時でものんびりしているのかもしれないが。


    「ほかの『天上』の人たちは今はいないなあ。ま～、出会う時は出会うよ。人生ってそんなものだしさ」


    「お前、終始ゆるすぎるだろ。こっちは体も心も張ってんだぞ」


    「君が煌こう霊れいちゃんのために尽力してるのはわかるけど、ずっと張り詰めてると疲れるよ」


    　こいつに合わせるのも腹立たしいが、俺もどこかで平時に戻らないといけないのかな。


    　他人と仲良くなりたかったら、他人にちょっとでも寄り添ってみることだ。同じ歩幅で歩いてやることだ。それで不信感や苛いら立だちの何割かは解決する。それでも解決しないことだったら、それはそいつの人格そのものの問題だ。


    「君からは何か質問はある？」


    「あるぜ」


    　最初から聞いておきたいことは決まっていた。質疑応答の時間があろうとなかろうと同じことだ。


    「小こ手で毬まりはこれでずっと生きられるってことでいいんだな？」


    　それさえわかれば、あとは流されるがままに流されるだけだ。ある意味、シンプルな生き方だ。死ぬまでカップ麺めんしか食えない人生でも耐えてやる。『天てん上じよう』でどう生きるかは二の次だ。


    「うん、君が『天上』に所属してる間は保証するよ」


    　つまり、問題を起こしたらクビにしますってことだな。まあ、それでいい。


    　それともう一つ、俺と小手毬にとっては大事なことがあった。


    「大おお晦日みそかのＫＣは今年も出るぞ」


    　小手毬の晴れ姿を今年最後の夜にお披露目するのだ。


    　それこそ真の小手毬の復活にふさわしい。


    　天て児こ奈なはすぐに両手で×の形を作った。


    　しかもいかにも演技という態度で頬ほおをふくらませて。


    「それはダメ」


    　えっ？　それって大問題じゃないか……。


    　あっさり許可が得られると思っていたので、余計に落胆と苛立ちが強く出た。


    「どうしてだよ？　もちろん自分が『天上』だなんて言い出さないし、一般人は『天上』って存在すら知らないから、ばれることなんて絶対にないだろ」


    「ああ、まだ『天上』の服務規律について話していなかったね。『天上』の仕事内容と一緒に言っとくべきだったよ」


    　こいつ、厄やつ介かいなこと、あとまわしにしてたな……。


    　制限についての話なんて聞きたくもないが、聞かないわけにもいかない。俺はわざとらしく腕を組んで、最低限の抗議の意を表明した。最低限のものだから何の抑止力にもなってはいなかった。


    「君自身が言ったと思うけど、『天上』というのは神様の真ま似ね事ごとのようなものなの。神様が大会に出たら当然勝っちゃうわけ。それはちびっこ大おお相撲ずもうに現役の横綱が出場するようなもので、社会的不正義なの。社会に交じって生きていくことはよくても、『天てん上じよう』の力を示すのはアウトだよ」


    　言いたいことはわかる。


    　問題は俺が納得したくないということだ。


    　お気に入りのぬいぐるみを取り上げられた子供のような表情の小こ手で毬まりを俺は見てしまっている。もちろん、俺だっていい気分じゃない。


    「スパゲティ大食い大会とかだったらいくらでも辞退するさ。ショボい異能力者の大会もどうでもいい。けど、ＫＣは、ＫＣだけは俺と小手毬にとって──」


    「じゃあ、これまでのＫＣに『天上』がこぞって参加してもよかったの？」


    　言い返せなかった。


    　そんなことをされたら、俺と小手毬の意地も、滝たきヶが峰みねの思想も、斎さい村むらの抵抗もすべて踏みにじられる。俺たちの生き方そのものが否定されて、何も残らなくなる。


    　物事のルールに感情を持ちこんだらずぶずぶと矛む盾じゆんの沼に沈む。真剣であることなんて、何の理由にもならない。


    「私が囲いこもうとした理由もわかってくれた？」


    　俺は黙っている。同意と変わらない沈黙だ。今の俺が入れば世の均衡を乱す。
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    「ＫＣに限らず、バトル系のイベントは参加禁止。理由は単純で『天上』が強すぎるから。これから力を行使していけばすぐに気づくけど、君は表側の異能力者がまったくかなわないような力を発揮するようになるよ。新しん条じよう君にボロボロにされた君ならわかるよね？」


    「ああ、霧きり雨さめに殺意があったら十秒保もたずに心臓を止められてた……」


    　何が起きたかわからない間に、地面に叩たたきつけられていた。曲がりなりにもＫＣの優勝経験者の俺がだ。


    　親おや父じの煌こう霊れいの時代からあそこまで強かったら、多少はその話を親父から聞いているはずだ。


    　だとしたら、霧雨は『天てん上じよう』と認められてから、なんらかの理由でとてつもなく強くなったと考えざるをえない。


    「君が情熱を傾けてることぐらいは、こっちも心があるからわかるよ。だけど、『天上』になるからには、その規則に従ってもらう。無論、『天上』に属した場合の制約だから、君が『天上』に参加しないなら──」


    「それだと、小こ手で毬まりが生きられないだろ？」


    　長々と聞くのが苦痛だった。結論はいつも一つのところに落ち着く。


    　今の小手毬の身には奇跡のようなものが起こっている。だから、ここにいられる。その奇跡は間違いなく『天上』に由来するものだ。


    「うん。彼女の奇跡は『天上』だからこその特権だからね。特権と自由は両立できない」


    　俺はふてくされたように、左手で頭をぼりぼりとかいた。


    　神様だって組織に従属しないといけないのだから、そりゃ社畜と言われるような連中がいなくならないわけだ。人間は悲しいほどに社会的な動物だと思うよ。一いつ匹ぴき狼おおかみは群れから追い出されているだけの弱者の狼のことなのだ。まともな野生の狼は群れで生活する。


    「後付けで増えたら大変だから、規則はここで全部言ってくれ。聞いてない範囲では好き勝手にやるからな。言い忘れるなよ」


    　天て児こ奈なはうなずいたりする代わりに俺と目を合わせた。


    「じゃあ、言うね。まず、『天上』が日常生活で目立つことをするのは禁止。君の場合、テレビに出るのはやめておいてもらおうかな。何かの手違いで『天上』の力が全国に放映されたらシャレにならないからね。とくにテレビで飛行機や船に乗るのは禁止」


    「どうして禁止なんだよ」


    　なんか一瞬、よくぞ聞いてくれたというような顔になったぞ、こいつ。


    「『天上』は添乗員にばれやすいから、なんちゃって」


    「つまんねえ！　これまでで一番つまんねえ！　引き出した俺までつまんないみたいになるだろ！　そのギャグは封印しろ！」


    「あのね、これは『シャレにならないからね』の部分とも連動して、シャレになってるじゃんってオチでね」


    「自分から説明するな！　マジでお前、ギャグのセンス、絶望的にないぞ！　やったらダメなことを全部踏み抜いてるぞ！」


    　殺気に近いものを感じると思ったら、小こ手で毬まりが天て児こ奈なをにらみつけていた。ウサギにはやさしいが、本体には厳しい。背格好だけなら、遊び友達でも違和感がないのに。


    　そういえばウサギって寂しいと死ぬというけど、『天てん上じよう』のこいつが寂しがることなどあるのだろうか。夜中でも平気で電話かけてくるデリカシーない奴やつに思える。


    「真ま面じ目めに話してください。でないと、私も冗談なのだと認識して、ルールを守らないかもしれませんよ」


    　たしかに、ゆるいノリで煙けむに巻かれそうだったが、かなりの制約を突きつけられているのだ。


    「下した手てに出ないといけない立場とはいえ、素直に納得はできませんね。ファンの方も私の復活を待ち望んでいたはずです。それが生き返ってもテレビには出演しないとなると、多くの方に対して筋が通りません。異能力を使わない番組ならいいとか、落としどころは見つからないんですか？」


    　その毅き然ぜんとした態度を見て、俺はあらためて、小手毬はすごいと思った。これは煌こう霊れい遣いの欲目だろうか。


    　小手毬の言葉はただの苦情じゃない。ちゃんと自分が了承できるラインを探ろうと模索しているのだ。実に大人で、クレバーな対応だ。


    　愛らしい容姿から、お上品なだけの人形のように見えるかもしれないが、小手毬はもっと策士だ。影えい殺さつ師しというのは愛のためではなく。金のために戦うものだ。


    　俺だってこの小手毬の知性を全国ネットでばらまきたい。さあ、ウサ耳少女よ、どう出る？


    「うん、いくらでもテレビに出てくれていいけど」


    　俺も小手毬も歩いてる時に足を引っ掛けられたような気分になる。


    「一分前にしゃべった内容を忘れるだなんてことはないよな？　鳥とり頭あたまならぬウサギ頭だとでも言うつもりか……？」


    「あれれ、なんか変なこと言った？　ああ、そっか、そっか。おーけー、おーけー」


    　理解したらしいけど、やっぱ、こいつ、軽いな。


    「煌霊ちゃんならテレビに出てもいいってこと。だって、煌霊ちゃんは『天上』じゃないから。『天上』なのは妄もう執しゆうのすさまじかった冬ふゆ川かわ君だけ。その間、意識もなく闇やみの中にいた煌霊ちゃんが『天上』になってるわけないでしょ？」


    　煌霊ちゃんという呼び方が鼻についたが、天児奈のこれまでの言動を思い出すと、理解はできた。


    　こいつは、一貫して俺だけを対象にして話をしていたのだ。


    　アパートの前ですぐに『天上』の話を持ち出した時も、俺が『天上』になれば小手毬を助けられるという条件を提示してきた。


    　あるいは夫の就職説明会に妻がついてきたってところか。働くのはあくまで俺だけだ。


    　天て児こ奈なにとって小こ手で毬まりは俺の付属品でしかない。


    「怖こわいから確認するぞ。天児奈、小手毬のほうには制約はないってことでいいんだな？」


    「イエス。『天てん上じよう』って存在がいるとか直接バラしにいくのはダメだけど、それ以外はご自由にどうぞ。『天上』じゃない異能力者が力を使っても、それで『天上』の存在が明らかになる可能性って原理上、存在しないでしょ？」


    　小手毬が小物みたいな流れになっているのが不本意だが、『天上』にとったらほかの異能力者はマジで小物に見えるのだろう。虫かごの中で最強になったカブトムシも、子供の足に簡単に踏み潰つぶされる。住んでいる世界が違う。


    「だったら、問題ない。俺はテレビには出ない。あっ、ただし、小手毬復活の報告にはパートナーとして顔を出さないといけないから、それだけ許してくれよ。そこでテレビ出演もＫＣ参加も辞退する旨を説明すれば、こそこそ逃げ回るよりわかりやすいしな」


    　天児奈は両手で○の形（厳密には[image: ]みたいな形だけど）を作ると、


    「まるっ」


    　と、わざわざ口で言った。


    　ああ、こいつ、ギャグが寒いと思ったが、正しくは言動が昭和っぽいのだ。


    「小手毬はどんどんテレビに出てくれ。マジな話、俺がテレビにも大会にも出られないとしたら、小手毬には稼いでもらわないと家計的にもよくない……」


    　情けない理由を後ろにつけたが、俺自身、一ファンとして小手毬の八はち面めん六ろつ臂ぴの活躍を欲していたのだ。休業していた分まで輝いてほしかった。


    　この世界で小手毬の一番のファンは俺だ。


    　小手毬以外で小手毬のことを一番よく知っているのも俺だ。


    「そういや、『天上』の仕事って給料は出るのか？」


    　特典の話までされたのに、給与形態について聞かされてない。


    「出ないよ」


    　漆しつ黒こくのブラック企業かよ。むしろ企業ですらない。


    「小手毬、お前が冬ふゆ川かわ家の大黒柱だ。風ふ呂ろも先に入ってくれ。お前が箸はしをつけるまで、俺は何も口に入れん。靴くつも毎日磨みがく。アイロンも毎日かける」


    「言われなくても、しっかりと働きますよ。あと、ゴスロリ服は下へ手たな人がアイロンなんてかけたらダメになるので絶対にしないでください」


    　小手毬は両手を腰に置いて、やれやれといった顔で息を吐いた。小手毬が息をしているのだという当たり前のことに気づいて、うれしくなった。


    「話はこれで終わりかな。『天上』の仕事に関しては、入り次第ご連絡するよ。トレーニングも、こういう広々としたところでお付き合いするし」


    「マスターは『天上』としては戦う機会があるということですね」


    　声はこれまでと違って鋭かった。これが小こ手で毬まりにとって絶対に譲ゆずれない一線であるように感じた。


    「マスターは戦ってはじめて真価を発揮します。それは私も同じと言えば同じですが」


    「モチのロンでしょ。でなきゃ、『天てん上じよう』にスカウトしない。悪い異能力者を懲こらしめるためにモーレツに働いてもらうよ」


    「なら、いいです。本当は多くの人にマスターが立派な異能力者だと認めてもらいたいですが、それは私が知っていればいいことですから」


    　なんでもないことのように歯の浮くようなことを小手毬は言う。小手毬のために俺が命を懸かけたみたいに、小手毬にとっては俺のことがすべてなのだ。


    　見事なリア充じゃないか。出会って十年以上になるのに、こんなラブラブの二人なんてそうそういないぞ。愛の嵐あらしは瞬間最大風速をマークしている。


    「話はこれでおしまいかな」


    　俺は心細そうに野原に立っているドアに向かった。こういう異次元ぽいところに長居をするのは、日本人にとっては恐ろしい。浦うら島しま太た郎ろうというあまりに有名な古典ＳＦの結末を知っているせいだ。


    「ところで、あんたを呼び出さないといけない時はどうするんだ？　就職するからには会社の連絡先ぐらい知ってないとまずいだろ」


    　就職っていうのもおかしいか。給料出ないし。


    「私の名前でも呼んでくれれば行くから」


    「呼んだら来るって、昔なつかしの正義の味方かよ。どうやって、声聞いてるんだ」


    「正義かどうかは知らないけど、平和であることを願ってはいるよ。また明日～」


    　明日も会うのは勘弁だ。週一ぐらいでいい。


    　ドアの先はアパートの部屋の外だった。これをごく普通と言うべきかどうかは迷いどころだ。夜の道路を赤いランプを光らせた車が横切っていった。


    　完全にドアを閉めて、おそるおそる開いてみると、闇やみの奥にちゃぶ台がうっすらと見える。引き返しただけなのに、違う場所に出るだなんて、不条理な話だ。


    「生きていると余計なものがくっついてきますね」


    　俺のあとから部屋に入ると、小手毬はすぐにカギをかけた。疲れたような声だった。事実として、疲れただろう。知らない人間に出会うと気疲れするし、それが『天上』なら言わずもがなだ。


    「お前のゴスロリ服の過剰装飾みたいなものだな」


    「それは余計なものではなく、本質の一部です。単純であることを良いこととするのはものの見方が一面的すぎます」


    　小手毬に説教を受けるのも悪くないな。声を聞くだけでうれしい人というのも世界にはいるのだ。


    　時計を見ると午後の十一時十五分。


    　体感時間の分だけしか、時間が経たっていないようでよかった。


    　さてと、寝る前にまだ一仕事あるよな。


    



    
      ★

    


    



    　小こ手で毬まりが戻ってきたことを最初に伝えるのは舞まい花かでなければならなかった。ほかの誰だれにしたとしても俺は後ろめたさを舞花に感じ続ける羽目になっただろう。


    　幸い、舞花はすぐに出てくれた。


    『本当なんですのね!?　よかった……よかった……』


    　嗚お咽えつのような声の後ろで電車のアナウンスが響く。どこかの駅の構内か。俺は背後のノイズを捨てて、舞花の声を拾おうと努力する。


    『小手毬ちゃんに、替わってもらってもよろしいですか？』


    「ああ、部屋全体に声が聞こえるように設定する」


    　俺もこの会話に残っていたかった。


    　ボタン一つで舞花の声が俺の部屋に満たされる。前にこの部屋で聞いた舞花の声は修しゆ羅ら場ばの泣き声だった。よくここまでこぎつけられたものだ。


    　俺は電話の正面を小手毬に譲ゆずった。遠くからでも聞こえなくはないが、音はクリアなほうがいい。


    「小手毬、しっかり礼を言ってくれ」


    　舞花に見えているわけでもないのに、小手毬は固定電話の本体のほうにおじぎをした。


    「私のいない間、マスターが本当にお世話になりました」


    『そうですわね。大変、お世話をした実感がありますわ』


    　おどけて舞花が言う。


    「徒あだ花ばなさんがいなければマスターはもっと悲惨なことになっていたかと思います。徒花さんはマスターの恩人です……」


    　小手毬は自分のことではなく、一貫して俺が舞花に受けたことの礼を口にした。


    『人に言われると、自分の苗みよう字じ、あまり縁起のいいものでもないなと思いますわね。どうして、徒花なんてものを名前に使ったんでしょうか』


    　酒でも入っているのか、舞花は饒じよう舌ぜつだった。


    『そろそろ苗字も変えられたらよかったですけれど、また次の機会ですわね』


    　俺は思わず苦笑いした。


    『早速、お祝いの会をしないといけませんわ。小手毬ちゃん、食べたいものはあります？　どんな高い店でもいいですわよ』


    「新しん宿じゆくのあたりでいいお店がないか探しておきます」


    『でも不思議ですわね。いざ小こ手で毬まりちゃんと話をしようとすると何を話していいかわからなくなりますわ』


    「そういうものなんだよ。話すこと自体が大事なんだ」


    　小手毬の後ろから俺が言った。用件はお互いにすませているのだ。「ありがとう」「よかった」、その二言が入っていればそれでよいのだ。


    　舞まい花かとの電話を切って、そこから次にかけるのは楽だった。すべては事務連絡なのだ。


    　みぞれはぼろぼろ泣いているのが電話口からすぐにわかった。俺を除くと、最も純粋に小手毬の復活を望んでいたのがみぞれかもしれない。


    『奇跡って起こるんですね！　諦あきらめなきゃ何かが待っているんですね！』


    「結果オーライだけどな。バッドエンドでなくてよかった」


    　まさに今回は奇跡だから、諦めないことを素直に賛美するのは気が引けた。それは宝くじに当たった奴やつがはずれた奴に努力が足りないと言うような理不尽さとさして離れていないように思う。


    　所しよ詮せん、俺は宝くじの運に恵まれただけなのだ。自分だけでもそう考えていないと、俺は知らず知らずのうちに傲ごう慢まんになっていく。


    『これで二人で出られますね！』


    「出るって何にだ？」


    『決まってるじゃないですか！　ＫＣですよ！』


    　こんな近くにも俺たちのＫＣ出場を心待ちにしてくれていた人がいた。


    「あっ、ああ……そうだな……」


    　参加の可能性がさっき断たれたばかりだとは言えず、かといって堂々とウソをつける詐欺師の素質もなく、俺の声は弱々しくて、国を追われた亡命者のように自信がなく聞こえた。


    『二人にはいつまでも最強を目指す異能力者であってほしいんです！　そんなお二人をみぞれも追いかけますから！　才能のないみぞれも頑張りますから！』


    「そんなところでネガティブにならんでいい」


    　まだまだ連絡するところがあるからと言って電話を切る。すでに十二時に近くなっていたから、電話できるところは限られていた。


    　滝たきヶが峰みねにかけたら珍しくなかなか電話に出ない。あいつのことだから仕事中なのかもしれない。あと三コールで出なかったら明日にしようと自分ルールを定めたところで滝ヶ峰が出た。


    『お前はいつも間が悪いな』


    「小手毬が復活しました」


    　滝ヶ峰が電話の向こうで適切な言葉を探しているのが見えた気がした。あいつは「おめでとう」に替わる言葉がないか考えているのだ。あいつがおめでとうだなんて言ったら、あいつじゃなくなっちゃうからな。


    『命に別状はないんだな？』


    　ほら、おめでとうではなかった。


    「不ま味ずい要素があったらちゃんと言いますよ」


    　あとで命が入るか確かめないとな。『天てん上じよう』の保証があるから危機感はないけど。


    「すぐに仕事もできると思います。リハビリとかそういう概念のあることでもないですし」


    『事務所には私から連絡を入れておく。会見は必須だが、吉報はちょっと遅れてもいい。早くてもあさってか、それ以降だ』


    「いろいろありがとうございます。それでは夜も遅いので、これで」


    　本当にこれだけしか話していない。情の抜けた事務的な会話は楽だった。


    　次は家族かな。田舎は寝るのも早いから白びやつ虎この携帯にかけるか。そのあとに霧きり雨さめにも改めて一報だな。


    　携帯の番号は覚えてないから、自分のスマホを取り出して番号を見るという本末転倒なことをして固定電話からかけた。


    



    
      ★

    


    



    　──翌日。


    「お姉ちゃん！　無事でよかったよ～！」


    　改札が加速装置だったみたいに、白虎が小こ手で毬まりに飛びついた。小手毬はその勢いを柱にもたれかかって止めた。


    　新しん横よこ浜はまに冬ふゆ川かわ家一同がやってきた。新横浜なら八はち王おう子じからも近い。横浜線一本でだらだら南下するだけだ。八王子の駅からなら、ぶっちゃけ品しな川がわや東京より新横浜のほうが出やすかった。難点なのは新横浜から八王子に帰ろうとすると、横浜線が混んでいてなかなか座れないことだ。町まち田だを過ぎても座れないことすらある。


    　白虎は小手毬に抱きつくとスッポンみたいにずっと離れなかった。そうだよな。まず、ひっつきたいよな。生きてるって確かめたいよな。


    　昔、親おや父じが「白虎はまさに女って性格になっちゃったな。感情が常に前に出てる」と評したことがある。そういうの気をつけないと男女差別だとか言われるぞと釘くぎを刺したが、内心俺も同意していた。


    　女のことは知らんが、我わが妹が感情的というか行動的なのは間違いなく事実だ。うじうじ立ち止まったりなどしない。好きなものは好きと言うし、嫌いなものはとりあえず殴なぐる。


    「よかったわねえ。これで冬川家は元通りだわ。むしろそれ以上かしら」


    　おふくろは細い目をさらに細めて笑っていた。親おや父じはその横で家族の感動的なシーンを無遠慮にデジカメでぱしゃぱしゃ撮っていた。職業柄、かなり新しいモデルのカメラを使っている。親父はもともと新しいもの好きなのだ。


    「店、閉めてきてよかったのかよ？　昨日の今日だぞ。厳密に言うと、日付が替わってからか」


    「俺は『ふゆかわでんき』の社長だ。休業日も俺が決める」


    　かっこいいことを言ったと思っているのか、よれよれのロンＴ姿の親父は胸を張る。


    　今が真夏じゃなくてよかった。真夏だとタンクトップで来る危険性があるんだよな。あれ、オッサンの場合乳首が透けて逆セクハラになってる時がままある。タンクトップがよれよれだと、横から乳首そのものが見える。タンクトップを着る世のオッサンはもっと自分の乳首に気をつかってほしい。


    「お前、成長したな。それも急激にだ。四月の時は見てられなかったのによ。男子三日会わざれば刮かつ目もくして見よってやつだ。さすがに三日じゃ変われなかったけど、師走しわすにゃこんなに立派な顔になってんじゃねえか」


    「『急激に老けた』の間違いじゃないだろうな？」


    「まだ二十代だろ。それに、老けてもいいんだよ。かっこよく年をとればいいんだ。若い三十歳じゃなくて、かっこいい三十歳になれ」


    「親父もたまにはいいこと言うじゃないか」


    　ロンＴ、よれよれだけどな。


    　男には男同士の会話というものがある。白びやつ虎こが小こ手で毬まりに抱きついているのもコミュニケーションだし、これもコミュニケーションだ。


    「命は入れられたのか？」


    　煌こう霊れい遣い同士、必ず出る話題だ。


    「正しくは、今の小手毬は煌霊じゃない。だから、入れられなかったけど、問題はないみたいだ。霧きり雨さめさんに電話した」


    　これから世間に公表することになるが、煌霊を助ける方法を発見したとだけ伝える。みぞれみたいに仲のいい奴やつも同様だ。家族には、元煌霊の霧雨のおかげということにする。


    　理由は無論、『天てん上じよう』という単語を出さないためだ。


    　霧雨に電話したのまでは事実だ。命が入らないのは天て児こ奈なに言われた言葉から予想はついていた。それでも怖こわくはなって、霧雨に電話した。


    『最低一か月は何もしなくても大丈夫です。疲れが目立ってきたら言ってください。充電に行きます』


    　滝たきヶが峰みね以上に淡々と事務的に霧雨は言った。


    『今の彼女は〝生きている〟のではなく、〝動いている〟と言ったほうが正しい状態です。しかし、心がちゃんとそこについているのだから、世間的には何の問題もないです。いわば、煌こう霊れい遣いの技術を発展させたものだと考えてください。具体的にどう発展したかというと、毎日のように補充をする必要がないということです。年に五～六回でいけるでしょう』


    　俺は「ありがとう」とだけ告げて電話を切った。「ございます」まではつけなかった。夜の庭園で霧きり雨さめと戦った時、ずっと俺はタメ口だったのだ。今更丁てい寧ねい語ごに戻すのもかえってバカにしているみたいだからだ。


    　霧雨が具体的にどう助けてくれたのだと親おや父じに突っこまれるかなと思ったが、親父は何も言わなかった。


    　よかったことの原因を検証する必要はないということか。あるいは、単純に興味がないのかもしれない。煌霊自体に関心を持っていればあそこまで霧雨を野放しにしなかっただろうし。


    　どちらにしろ、こっちは大助かりだ。これで俺はウソをついたことにならない。つくウソの数が少ないならそのほうがいいからな。


    「ねえ、せっかくだし、みんなで横よこ浜はまを観光しない？　今なら最高の思い出になるわ」


    　おふくろの提案を家族は満場一致で可決した。


    　結局、夕方まで山やま下した公園から、赤レンガ倉庫から、中華街から、山手の旧外国人居留地から、一通り駆け足でめぐった。しかも中華街の店では注文内容をめぐって、親父とおふくろがケンカをはじめそうになったので、全力で止めた。


    「どうして確認する前にお醤しよう油ゆかけちゃうのよ！　モラルがないのよ！」


    「店の中で大きな声出すな！　田舎者丸出しじゃねえか！」


    「おい、二人とも、絶対に店の中の備品は投げるなよ？　小こ手で毬まりがいる前で備品の弁償の話になるなんて嫌いやだぞ！」


    　その横で、白びやつ虎こは見事に夫婦ゲンカを無視していた。昔は止めていたから、面倒だから止めないというふうに、いつのまにか進化を遂とげたらしい。


    「お姉ちゃん、ゴマ団子とマンゴープリン、どっちがいいかな？」


    「迷うなら両方頼んでみてはいかがですか？」


    　小手毬は金のある人間の発想で答える。


    　白虎が店員を呼んだが、ケンカが終わってないので店員は来づらそうだった。


    



    　横浜を遊び倒したあと、俺と小手毬は一行を新しん横よこ浜はまで見送った。また一泊して野球観戦でもするのかと思ったが、さすがに二日連続の臨時休業はまずかったらしい。明日配達しないといけない家電がいくつかあるとのことだった。


    「本音を言うと目覚められなくなるという恐怖自体がとくになかったんですよね。突然倒れてしまったので……。ですが、長らくご心配をおかけしたかと思います。ごめんなさい」


    　新幹線の自動改札の前で小手毬が頭を下げた。


    「気にすんな。親に心配かけるのも子供の仕事なんだよ。親の意のままの子供なんて気持ち悪いぜ」


    「そうねえ。あのまま死んじゃってたら謝ってもらわないといけないけど、こうして戻ってきてくれたわけだしねえ」


    　二人は両親らしい言葉を小こ手で毬まりにかけた。暗殺者という後ろ暗い家系ではあるが、いい親だとがらにもなく感じた。


    「お兄ちゃん、お姉ちゃん！」


    　白びやつ虎こが急にあらたまったような姿勢になった。


    「私、冬ふゆ川かわ白虎は東京の大学を受験いたします！」


    「お、そうか。頑張れよ」


    「マスターがよく嘆なげいていましたからね。大学には行っておいたほうがよかったと」


    「でも、同じ部屋に住む予定はありませんので、一人暮らしをする予定ですので……ご、ご安心くださいっ！　──以上ですっ！」


    　何を伝えたかったんだ、こいつは……？


    「どっちかというと、お前が合格することが一番の安心材料なんだけど」


    「勉強は大変だと思いますが、しっかりやってくださいね」


    　妙な宣言を俺と小手毬が持て余している横で、両親はにやにや笑っていた。


    「白虎ちゃんは、本当に兄きよう姉だい想いねえ」


    　それでやっと、白虎が何に気をつかっているのか理解した。


    　やっぱり、あまりいい親ではないかもしれない。


    　俺と小手毬は一行と別れたあと、違うホームに向かった。


    　今日はほかにもイベントがあるのだ。小手毬も俺も大忙しだ。


    



    　俺たちは横よこ浜はま市内からそのまま新しん宿じゆくに出た。会場は西口高層ビルに入っている個室のある日本料理屋。鱧はものコースを人数分頼んだ。昨日の今日なのに舞まい花かもみぞれも川かわ匂わも集まってくれた。


    　前に新宿三丁目の店で激励のために集まってくれたのと同じメンバーなのは、きっと舞花のはからいなんだろう。


    　今度は小手毬は隣に座ったみぞれに抱きつかれていた。隣といっても、小手毬はお誕生日席なのだが。十代というのは誰だれかに気軽に抱きつける特権があるのだろうか。それが年をとるにつれていつのまにか酒の力というアリバイが必要になり、さらに時間が経たてばとてもできなくなる。


    　俺はホストでもなければ、主しゆ賓ひんとも微妙に違う、なんとも微妙なポジションだ。まだ、小手毬が復活して間もないから、心配で小手毬のほうにちょろちょろ目をやってしまう。


    「次の煌こう霊れいを見つけろと言った手前、ここに呼ばれるのも気まずいんですけど。公開処刑ですか……」


    　片手で日本酒の入った猪口ちよこを舐なめつつ、斜はす向むかいの川かわ匂わが言った。


    「お前が俺のことを考えて言ってくれたことはわかってる。あの時の自分はぐずぐずして尻しりでもひっぱたきたいぐらいどん底だったしな」


    「まあ、あなたに会うのは百歩譲ゆずっていい。むしろ、どうでもいいんですけど……」


    　川匂が小こ手で毬まりのほうにちらっと目をやる。


    「私が逆の立場なら蟠ばん龍りゆう院いんさんと同じことを言ったと思います。マスターのために行動してくれたこと、煌こう霊れいとしてお礼を言います」


    　この二日で、何度目かわからないおじぎを小手毬はした。しばらくの間は小手毬はみんなに感謝し続けないといけない。


    「しかし、私のいない半年の間にいろんなことがあったみたいですね」


    　小手毬は、戸惑いともとれるような苦笑いを浮かべて、小鉢に入った煮に凝こごりに箸はしを伸ばす。


    「半年あると、そうですね、花が咲いて枯れて実がなったり、一つの恋が生まれてそれが破れたり、本当にあらゆることが起こる時間ですわね」


    　舞まい花かはなんでもないように笑って、いつもより少しだけ早いペースで酒を飲んだ。


    　ちょうど向かいの席に舞花がいる。舞花の顔をじっくり見るのは気が引けた。舞花も小手毬のほうを見ていた。

  


  [image: ]


  
    「あの、一般論なのですが、言わせてください」


    　おもむろに小こ手で毬まりは席を立った。お誕生日席だから、小さな会社の社長のようだった。


    「まだ元の生活に戻って一日しか経ってないのですが、空白の期間の大きさを私はいろいろなところで感じはじめています。それで思ったんです。きっと、私が抜けていた間に新しい仕事を得た人もいただろうな、私がいなくなっていたことで幸せになった人もいただろうなと」


    　俺たちの戸惑いを感じ取ったのか、これは卑ひ屈くつになっているのではなく一般論です、と小手毬はもう一度繰り返した。


    「この世界のすべての機会は有限なんです。ただ、手にした機会を自分から手放したことがないからこれまで意識することもなかったですが、きっと私は名前も知らない誰だれかの機会を奪っていたんです。もっと抽象化してしまえば、人は幸せになるために誰かの幸せを奪うしかないんです。それが無自覚なものだとしても。似たような仕事をしていれば、どうしたって私たちはほかの誰かと競合関係になってしまうんです。なのに、こうして皆さんに祝ってもらえるのは、本当に光栄と言うしかありません。ライバルばかりの世界で、奇跡が起こっているんです。ありがとうございます。私を祝ってくれる皆さんに恩返しをするためにも私は幸せになりますから。……以上です」


    　スカートを押さえながら、小手毬はゆっくりとその場に座りなおした。少しばかり小手毬は誇らしげだった。ピアノの発表会でも終わったあとの子供みたいだった。保護者的なポジションの俺は何を言うべきだろうかと思っていたら、舞まい花かが拍手をはじめていた。


    「幸せになってくださいませ」


    「はい、生きるチャンスをもらったからには頑張ります」


    　俺にはそのやりとりをしている二人が実の姉妹のように見えた。こんな言葉なんてなくても、二人はどこかで通じ合っている。


    「チャンスと言えば、もうＫＣが近いですよね！」


    　みぞれが思い出したくないことを言った。期待に添えないものを期待されるのはつらい。しかもみぞれは正義のヒーローを信じる子供みたいに目が輝いているのだ。


    　大会に出るつもりはないと言うのがよいだろうか。この場はがっかりさせないほうがよいだろうか。どうせ小手毬復活の会見は明日にあるのだ。


    「もろもろ調整中ですので、明日、テレビの会見でお話しすることになるかと」


    　小手毬が事務的に述べたので、俺もそれに甘えた。


    　まだ何もやってないに等しいから当たり前なのだが、自分が『天てん上じよう』なのだという意識など、まったくなかった。


    　だが、『天上』になってしまえば、みんなと袂たもとを分かつところも増えてしまうんだろうか。


    　小手毬が俺のところに戻ってきた途端、ほかの何かを失うのが怖こわくなっていた。


    　何を失ったっていいと思っていたのに。


    　今後の展望についての話題を俺は意図的に避けた。ウソの数は減らしたかった。この時間ぐらいは幸せを噛かみ締めるだけでいい。明日以降のことはその日になってから考えればいい。


    



    　帰り、電車の中で滝たきヶが峰みねから転送されてきた段取りのメールを見た。


    　事務所を通してＫＣの側がわにも断りを入れないといけないし、明日はやることがたくさんある。


    　小こ手で毬まりの復帰会見という文字列が途中に入っていて、苦笑した。


    　一方で、俺の引退会見みたいなもんだからな。


    



    
      ★

    


    



    　昼飯は八はち王おう子じ駅前でうどんを食べて簡単にすませた。


    　小手毬と白はく龍りゆうプロダクションに来るのは久々だった。


    　事務局の高たか村むらさんと顔を合わせると、ひっくり返りそうなほど驚いて、「これが愛の力なんですか！　誰だれからも愛されてない私はどうしたらいいんですか！」と声を荒らげていた。


    　また、このアラサー未婚女子代表に妬ねたまれる日々がはじまるのか。いや、俺も未婚だし、二十七歳だからアラサーと言っていい年だし、でも、そんなことを言うのは火に油を注ぐようなものなので、適当に流して、控え室に入る。


    　控え室には滝ヶ峰と仔こ犬いぬ丸まるがいた。


    　滝ヶ峰は足のギプスもとれていて、霧きり雨さめ戦で負ったケガも回復したようだった。俺は昔の滝ヶ峰の、大地に屹きつ立りつする巨人のような存在感を思い出した。やはり滝ヶ峰にケガは似合わない。憐れん憫びんの情を起こすような要素は似合わない。


    「待ってくれてたんですね。お土産みやげの一つでも買ってくればよかった。都みやこまんじゅうとか」


    　都まんじゅうは八王子駅前の庶民的な老舗しにせで製造されている、やわらかいカステラ生き地じに餡あんを入れたお菓子だ。


    「おめでとうございます、先輩。小手毬ちゃんの復活に一役買ったんだから、小手毬ちゃんにコスプレぐらいしてもらっても罰当たりませんよね？」


    「知らん。小手毬と直接交渉しろ」


    「この人、露出度の高い格好をさせようとするのが目に見えているので、嫌いやです」


    「大丈夫だって。ヘソがちらっと見えてるだけだから」


    「ゴスにヘソをちらっと出すという概念はありません！」


    「じゃあ、モロ出しでもいいよ」


    「肌を見せれば艶つやっぽいというのは単純で下劣な発想ですね。私の服はむしろ肌を丁てい寧ねいに隠すことで女の子らしさを全身で表現──」


    「つまり着てるほうがエロいってことだね。あ、糸で首を縛るのはやめ……それ以上は落ち……」


    　仔こ犬いぬ丸まると小こ手で毬まりのやりとりを見て、不覚にもなつかしいと思ってしまった。仔犬丸が失神したところまで含めて微ほほ笑えましい。


    　ただし鬼おに瓦がわらが微笑むことはけしてないように、滝たきヶが峰みねも平常運転の仏ぶつ頂ちよう面づらだった。


    「心配していた客も多かっただろうし、誠実な顔で行け。涙の一つでも流せば好感度はあがるぞ。大衆は情に弱い」


    「好感度を意識してる時点で不誠実でしょう」


    「それもそうだな」


    「足、治ったんですね。じゃあ、ＫＣも間に合いそうですか？」


    「直前までパートナーのいなかった奴やつに気にされたくはない」


    　まったくだ。滝ヶ峰も俺に気をもまれても鬱うつ陶とうしいだけだろう。俺が滝ヶ峰でも放っておいてくれと思う。


    「ご活躍を期待しています」


    「だから、お前の期待なんぞいらん」


    　いつになっても後輩に厳しい先輩だ。でも、腹が立ったりはしない。俺としてはギプスがとれていて、ほっとした。


    　滝ヶ峰万ばん理りは異能力者のシンボルだ。シンボルは傷の一つもついていちゃダメだ。もちろん、ギプスもついてちゃダメだ。まして俺なんて一異能力者に過ぎない者のために『天てん上じよう』にケンカを売ったなんて事実があっちゃ絶対にダメだ。本人は認めないだろうけど。


    「むしろ、お前こそ煌こう霊れいと一緒にＫＣに出るなら、早く連絡しておけ。お前がピンで参加する前提で会場の演出も考えているかもしれん。よそに迷惑をかけるな」


    「あっ、ああ……。会見のあとで連絡します……」


    　俺の表情が変わったのがばれていないだろうか。ばれたところでやれることは同じだが。


    　そうだよな。滝ヶ峰も俺がＫＣを捨てるだなんて思ってるわけがないよな。俺ですら小手毬との復帰戦だと意気ごんでたぐらいなのだ。


    　滝ヶ峰が座っている向かいのソファに腰を降ろす。その隣では小手毬が気絶させた仔犬丸を席に乗せていた。絨じゆう毯たんの上はひどすぎると思ったのだろうか。


    「霧きり雨さめという異能力者とやり合ってきました」


    「お前ごときが勝てるわけがない。情けをかけてもらったか？」


    　失礼なほどに事実をつかまえに来るな。


    「ご想像のとおりです。不死身のゾンビみたいに何度も食い下がったら、隙すきを見せてくれましてね。相討ちぐらいにまでは持っていけました。そこに相手の上司が登場して、丸く収めてくれました」


    「それでも相討ちか」


    　滝たきヶが峰みねの口元がゆるんだように見えたが、気のせいだろうか。


    「案外と、お前は私を抜いたのかもしれんな」


    「やめてくださいよ。冗談にしてもおもしろくない」


    　それが俺の本音だった。誰だれかに道を譲ゆずる滝ヶ峰などに興味はない。


    　しかも腹立たしいことにまた状況判断が的確なのだ。『天てん上じよう』になってしまった俺は、天て児こ奈なの話通りならいずれこいつを凌りよう駕がするだろう。あるいはすでに乗り越えているのか。


    　しかし、それは俺とこいつの立場が違ったから起こっただけのことだ。滝ヶ峰には霧きり雨さめとの戦いで命を懸かける理由がなかったし、アイドルだから俺みたいなすべてを擲なげうつような戦い方もできなかった。ギプスがつくほど戦った時点でやりすぎなのだ。


    　失うもののない奴やつのほうが無茶をして、いくつも制約を持っている奴を抜くというのは、一種の反則なのだ。俺は反則をしてまで勝ちたいとは思わない。


    「仮に俺のほうが強くなったとしてもですよ、その偉そうな態度は崩さないでくださいよ」


    「私は実際に偉いんだ。お前より何倍もな」


    　そうだった。俺が気づかっちゃダメなのだ。


    「マスター、柏かしわ木ぎさんが起きないのですが大丈夫でしょうか……？」


    　まだ気絶してたのか……。


    「あれぐらいで死ぬほど弱くはない」


    　滝ヶ峰は部屋の隅に置いてあるビニールに入っているおしぼりを一つとって、仔こ犬いぬ丸まるの顔に広げた。


    「うぅ……ひんやりして気持ちいい……」


    「寝るか倒れるか、はっきりしろ」


    　仔犬丸の扱いに慣れてるなと感心しながら、俺はその様子を見ていた。


    



    　記者会見はある意味、前回の小こ手で毬まりが倒れた時よりも緊張した。


    　おそらくあの時は緊張する余裕すらなかったのだろう。それに小手毬が意識不明で悲しい、悲しいと言っているだけで許された。今回の俺はまともな社会人として言葉を述べることが必要になっている。


    　それでも、隣に小手毬がいてくれるのだから、こんな心強いことはないが。いきなり霧雨が襲おそいかかってきたって追い返してやる。


    「本日はお忙しいなかお集まりいただき、本当にありがとうございます。二日前になりますか、その日、私、小手毬は目を覚ますことができました。事情を聞いて、ずっと眠っていたということがわかり、本当にびっくりしました。私の中では、三日前はまだ四月なんです。今が年末だという実感がいまだにありません」


    　まず小手毬が自分の率直な思い（ということになっている予定通りの言葉）を話す。


    　小こ手で毬まりにはずっと可か憐れんなアイドルでいてほしい、それが聴衆の願いだろうし、俺の願いでもある。ありのままの姿を見せたほうがいい奴もいれば、素すの部分は絶対に隠さないといけない奴やつもいる。


    　まず復活をアピールした小手毬は、ファンを安心させるための言葉を追加していく。


    　体にも異常はないということ。


    　仕事にも復帰できるということ。


    　この場合の仕事というのは芸能活動だ。これから先、小手毬は戦う異能力者ではなくなっていくだろう。次第に普通の芸能人に近づいていく。


    　会見場の空気はごく身内だけの結婚式のようになごやかだった。小手毬にみんながおかえりなさいと言っているように感じた。


    　顔も知らないたくさんの人間にまで小手毬は愛されていたのだ。総量では俺も勝てないほどの愛で、小手毬は愛されていたのだ。


    　かわいいだけの、美しいだけの人間なら、小手毬以外にもいくらでもいる。これは小手毬の人徳だ。その生き方に多くの人が魅了されていたのだ。


    　俺が霧きり雨さめと戦ったのは、自分と小手毬のためだけだったけれど、結果としてものすごい社会貢献になっていたのかもしれない。


    　もっとも、呑のん気きに感動している場合じゃない。


    　次に俺が話すパートが来る。


    　軽く咳せき払ばらいをしてから、話に入る。


    　まず、小手毬が復活するまで自分を支えてくれたみんなに対するお礼。


    　こういう心とズレのない言葉は伝えるのが楽だ。罪悪感だって芽生えることはない。四月の俺の会見を知っている奴やつからすれば、まさに見事なビフォーアフターだろう。


    　続いて、小手毬が復活した経緯。


    　煌こう霊れいを復活させる方法を探していたところ、実家の蔵からそれが見つかった──ということにした。どうせ煌霊についての専門家なんていないのだ。誰だれも疑いなんてしない。


    　問題はここからだ。


    　俺はもう一度、空咳をする。


    「あと、一つ残念なお話をしなければなりません。今年のＫＣに参加すると発表をしていましたが……参加を辞退いたします」


    　想定されていなかったであろう展開に会場がわずかにざわつく。


    「理由は小手毬の体を考えてのことです。現在、小手毬には何も異常はありませんが、異能力者としての激しい戦いが悪影響を与えていた可能性は極めて高く、戦いから距離をおくのが一番小手毬のためになると考えました。本来、自分一人で出場する予定だったのだから一人で出ればいいだろうとおっしゃられる方もいるかと思います。それももっともな話です。ですが、私は煌こう霊れい遣いとして長年小こ手で毬まりと戦ってまいりました。小手毬という煌霊がこうして戻ってきてくれた以上は煌霊とともに出なければ、筋が通りません。それに本来なら小手毬と戦ったほうがよいパフォーマンスができるのに、その全力を出せないまま出場するのも、最強を決める大会なのに、おかしな話かなと思いました。最強の異能力者を目指すとずっと言い続けてきた私が不完全な一人だけの状態で参加するのは私の主義にも反します。これはＫＣに限りません。ほかの大会も同様の理由で参加は控えようと考えています。戦う異能力者としての私と小手毬の引退ととらえていただいてもけっこうです。小手毬が倒れたことで、自分と小手毬がいかに生きていくべきかを考え直す時間もできました。それで、これからは自分たちなりに無理のない生き方、二度と小手毬が倒れるようなことのない生き方をしていこうと二人で決めました。大会を待ち望んでくださっていた皆さんには本当に心苦しいのですが、どうかご理解、ご容赦いただけると幸こう甚じんです。ありがとうございました！」


    　会見場は人の数も知れているから、ＫＣ辞退にどういう反響があったかはわからない。もっとも、「えぇ～!?」という反応があったからといって、そこで止めるわけにもいかなかったが。


    　俺もこんなことは言いたくなかった。許されるなら小手毬とＫＣで旋風を巻き起こします、なんてことを言いたかった。『天てん上じよう』として誰だれも見てないところで輝くしかないな。


    　会見自体は混乱もなく終了した。


    　控え室に戻って、スマホでツイッターを確認したが、とくに非難のようなものはなかった。少しは残念だという意見も出てくるだろうが、とりあえず今日やるべき仕事は終わった。


    　俺は表舞台に、日の当たる場所に、別れを告げたわけだ。


    　なあに、数年前まで雑誌の仕事すらないに等しい状況だったのだ。その時よりよっぽどやらなければならないこともある。すぐに慣れていくさ。


    　──とでも考えないとやっていけないよな。


    　スポーツ選手の引退会見なんて何度も見てきたが、あの場で泣いている奴やつの気持ちがよくわかったよ。人生の半分が終わったようなもんなんだもんな。


    　ほどほどの量だけ、『天上』の仕事があれば生きがい程度にはなるけど、それはなるようにしかならない。


    「これでよかったんですよね？」


    　小手毬が用意されていたミルクティーを飲みながら聞いてきた。部屋に俺しかいない時でも小手毬は上品に音をたてずにミルクティーを飲んでいる。


    　物もの憂うげに見えたのは、しょうがない。何もかもが小手毬の思いどおりに進んだわけではないからだ。


    「よかったに決まってるだろ」


    　俺は小手毬よりは満足していると思う。大きな肩の荷が下りた感覚もある。


    　第二の人生を楽しむさ。


    「あそこでＫＣ出ますって言えるわけないからな」


    　天て児こ奈なとの約束を破って、それで小こ手で毬まりを生かしてもらえないことになったら何にもならない。ＫＣに参加しようものなら、見放されるどころか危険人物として積極的に『天てん上じよう』側がわに消されるおそれすらあった。


    　どこにも妥協はない。俺は最善を選び取った。


    　だからお前も晴れ晴れとした顔をしてくれ。お前の人生はこれからも輝いている。小手毬という異能力者は永遠に引退などしない。


    「いつかマスターが『天上』の頂点に立ったら、『天上』がＫＣに出ても差さし支つかえないとルールを変えてくださいね」


    　それは小手毬流のやさしいジョークなのだろう。


    「お前の気づかいだけで充分だ」


    　そこに滝たきヶが峰みねが入ってくる。手には一万円札が三枚握られていた。


    「今日は野次馬にからまれるだろうから、タクシーで帰れ」


    　俺の前の机に滝ヶ峰は三万円を置いた。


    「私からの快気祝いだ。ＫＣの主催者にもすぐお詫わびの連絡をしろ。気持ちの問題だろうがなんだろうが、お前は不義理をしている」


    「じゃあ、いただきます。先輩は怒らないんですか？」


    「私はお前らの保護者でもマネージャーでもない」


    　ぐうの音も出ない。結局、俺はどこかで滝ヶ峰に心配してもらったり、叱しかってもらったりしてほしかったのだ。そうでなければ、そんな質問をしたりなどしない。


    「だいたい、お前はＫＣを特別視しすぎている。重要ではあるが、それが異能力者のすべてではない。自分の経験を業界全体のことに拡大解釈するな」


    「ご忠告感謝いたしますよ」


    　拡大解釈か。


    　たしかに異能力者の生き方だって無数にあるもんな。


    　滝ヶ峰が部屋を出ていったので、俺は厚意に甘えてタクシーを呼んだ。たしかに小手毬に群がる連中をどけて帰るのは面倒だったし、新たな門出の一日が自分たちの中で後味の悪いものになるのは避けたかった。


    　帰路、タクシー乗車中にＬＩＮＥの通知が来た。みぞれからだった。


    　ＫＣに出ないことが残念だという内容が小分けにされて送られてきた。


    　──今年のＫＣは寂しくなりそうです。


    　──本音を言うと戦う異能力者として頑張ってほしいです。


    　──いつかＫＣの本戦でみぞれも先輩と戦いたかったです。


    　多分、俺が戦う姿をみぞれに見せることはもうできないだろう。『天上』は見世物ではない。強すぎる存在は興行的な価値すら持てなくなる。


    　俺はＬＩＮＥを小こ手で毬まりにも見せた。


    「ＫＣで頂点に立てば最強と信じられた時代がなつかしいですね」


    　自分にてらいなく最強という言葉が使えた時代があっただなんて、今になって思えばギャグみたいなものだ。


    　井の中の蛙かわず。


    　でも、井戸の中で暮らすのも悪いことではない。みぞれは井戸の中から出ることはないだろうが、井戸の外が中よりも幸せだなんて根拠はどこにもないのだ。ＫＣの舞台にあこがれて、その夢をいつまでも見ていてくれればいい。


    　しかし、数日後、今年のＫＣは俺の考える以上に寂しくなることになった。


    



    　夜十時過ぎ、ツイッターでエゴサーチをしている時に滝たきヶが峰みねの文字が横目に見えた。隅に表示されているネットニュースのトピックだった。


    　それ自体は珍しいことではない。あいつは見事なアイドルなのだから。


    　でも、名前のすぐあとに「ＫＣ辞退」という文字列がついていれば穏やかじゃない。


    　すぐにニュース全文を読んだ。


    　先日ケガをした足が本調子ではないこと、その他考えないといけないことも多く、今年は休まざるをえないと決めたと書いてあった。


    「足のケガを出されちゃたまんないな」


    　ちょうど風ふ呂ろから出てきた、バスローブ姿の小こ手で毬まりもパソコンをのぞきこんできた。


    　滝ヶ峰がケガをした真相は小手毬にも話してある。あいつは間違いなく、小手毬のために戦闘をして負傷した。


    　自分が倒れていた間のことを知りたいと小手毬のほうから言ってきたのだ。知らないうちに過ぎ去ったことになっている数か月のことに興味を持つのは当然のことだ。


    　ただし、舞まい花かとも話を合わせて、あの夜、舞花とあった「修しゆ羅ら場ば」のことだけは黙っていることにした。


    　誰だれも幸せにならないから。それにあの日のことは俺と舞花だけの問題で、小手毬には関係のないことだ。


    　小手毬はしばらく何も言わずに記事に目をやっていたが、ぽつりと、「生きるということは誰かに迷惑をかけるって、こういうことなんですね」とつぶやいた。


    　責任感の強い奴やつほど、こたえるのだろう。いわゆる取り返しのつかないことというやつだ。世の中は悪人より善人が苦しむようにできている。


    「自分が幸せになるには誰かを不幸にすることもあるんだって、飲み会で言ってたのはお前だろ」


    「たしかに言いましたが、ここまで直接的な因果関係があることは想定してなかったということです」


    「気にしすぎだ。気にするのは、今の三割ぐらいでいい。あいつもお前を恨んだりなんてしてないさ。そんなみみっちい奴やつはタクシー代で三万も出さない」


    「ですが、あの人はわざわざ『天てん上じよう』を捜して──」


    　俺は小こ手で毬まりの体を前からぎゅうっと抱き締めてやる。


    　小手毬のためでもあるけど、自分のためでもあった。小手毬にずっと触れていたかった。そんな利己的な理由もあった。一人暮らしじゃ、誰だれかに触れることはできないから、これは同どう棲せいしてる人間の役得なのだ。


    「髪、ぬれてますよ」


    「男は女の髪がぬれてるか乾いてるかなんて、気にしないんだよ」


    　今の俺は『天上』からの連絡を待つ以外にやることもない。目的と呼べるものもない。小手毬という一番の目標を手にしてしまって、なかば道に迷っている。


    　だったらせめて小手毬を勇気づけるぐらいのことはしてやりたい。むしろ、ほかにどう時間を使えというのだ。


    　俺は小手毬が戻ってくるまで、ずっと小手毬のためだけに生きていこうとしたじゃないか。小手毬がいなくてもそうなんだから、今の俺がほかに何のために生きるというんだ。
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    　小こ手で毬まりは顔を起こすと、すっと背伸びをした。


    「こういうことは……何回目でも慣れないものですね……」


    　小手毬にはいつまでもこうして恥じらいを持っていてほしい、と願うのは自分勝手なんだろうな。


    　まず髪をゆっくりと撫なでた。手の中から小手毬の髪があふれる。


    　それからごく自然に顔を近づけてキスをした。


    　通信技術がどれだけ発達しても、相手の気持ちを知りたかったら、最後は肌をくっつけるしかないと思う。


    　自分がいることで誰だれかの可能性を奪ったとしても、それが何だって言うんだ。それだけお前が助けたくなるほどに立派で魅力的だったってことだ。


    　小手毬のくちびるに触れると、俺の体まで浄化されるような気がする。


    　嫌いやなことがあったらこうやって幸せなことで忘れてしまえばいい。


    　戦いが──ＫＣがなくなった分、小手毬との幸せを作っていくことに時間を費やして生きたい。


    　ゆっくりとくちびるを離して、目を開けた。


    「俺はお前の不幸を減らすんじゃなくて、お前を幸せにするように生きる」


    「マスター、ありがとうございます……」


    「俺はお前が生きていてくれることだけでありがとうだよ」


    　まだまだ俺は小手毬に気の利いたことが言えるらしい。小手毬のほうがさらにかわいくなっていくからだ。


    　おかげで、何の変哲もない見慣れた部屋がまた違ったものに見える。


    　ん……？　いや、比ひ喩ゆじゃなくて、マジでさっきまでとどこか違って感じるぞ。間違い探しをさせられているような感覚があるんだが。


    　視界の奥、洗濯機のふたの上にウサギがいた。


    「うおおおぉおおおおおぉおおお!!　なんでいるんだよ！」


    「来たからいる」


    「そんなお約束みたいなしょうもない答えはいいんだよ！」


    　真夏など知らないうちに部屋に入りこんだ蚊かに安眠を妨害されることが何度もある。テントウムシがフローリングの上にいることもある。ベランダにカマキリがいたこともある。でも、ウサギが知らないうちに入りこむことは絶対にない。


    「キスが終わるまで待ってたよ。二十一秒だったかな、二十三秒、それとも二十五秒？　キスだけに奇数秒、なんちゃって」


    　やはり見られていたのか。


    「あ、頭を乾かしてきますっ！」


    　小こ手で毬まりはあわててその場をはずした。当たり前だが小手毬は他人にいちゃいちゃぶりを見せつけて喜ぶような性格じゃない。


    　だいたい、自分の家でキスして恥ずかしい思いをしないといけないなんて、理不尽にもほどがあるぞ……。


    「それで何の用で来たんだよ？　その洗濯機で洗われたいのか？」


    「優秀な『天てん上じよう』になれるように練習に付き合ってあげようかなと思って。腕がなまっちゃいけないしね。煌こう霊れいちゃんもご一緒にどうぞ」


    　気にかけてもらえるのはうれしいが、タイミングが例を見ないほどに悪いので素直に喜べない。九回裏一点差ツーアウト満塁なのに大雨で試合中断みたいなもんだ。


    「私、今ならこの糸でどんなものにでも立ち向かえる気がします」


    　バスローブから戦闘用のゴスロリ服に着替えながら、小手毬が言った。


    　意訳すると、機嫌が悪く、荒ぶっているということだ。


    　かといって、もう一度キスをすればいいってもんじゃない。


    　ウサギがいなくても同じことだ。ああいうのは人間の中で動いてる波が偶然の一致でぴたりと合った時でないと意味がないのだ。次は一か月後か、二か月後かわからない。


    　発情だけなら一人でもできるが、それじゃオナニーと一緒だ。それですら快楽の量はタイミングで全然変わるじゃないか。


    　どうしてウサギは三十分あとに来てくれなかったのだろう。


    　部屋のドアを開ける。すると、そこがあの野原への入り口になっていた。前回と同じように八はち王おう子じは夜なのに、ドアの奥は明るい。


    　アルプスの少女が走り回っていそうな光景だ。


    　ただし、今度は前回のように広々という印象はなかった。


    　奇妙な生き物がずらりと並んでいた。


    　一言で言うと、シュールな漫画でありそうなウサギっぽい人間だ。明らかに二足歩行でサイズも人間ぐらい（むしろ耳がウサ耳なので身長としては普通の人間より高い）、服は着てないが、ウサギのような毛で覆おおわれているので卑ひ猥わいな印象はない。でも、不気味だ。


    　そんな謎なぞの部隊の前で、軍団長のように天て児こ奈なが立っていた。


    「芸のない質問だと思うけど、これ、何だ？」


    　俺はウサギではなく、天児奈本体のほうに問うた。


    「うさびと」


    　回答の情報量が少なすぎる。


    「練習用に私が作ったモンスターってところかな」


    「やっぱ、ヒトというよりはモンスター側がわの存在なんだな」


    「実体はあるけど、ある程度ダメージを受けると消えちゃうんだよ」


    「つまり、これと戦えってことか」


    　生身の人間と戦うよりは心理的にもいい。手加減もしなくていい。むしろ、キモいから排除するために全力を尽くしてしまいそうだ。


    　小こ手で毬まりのほうも糸を手のあたりに這はわせて、準備をしている。


    「とりあえず、二人でやってみそ」


    「練習とはいえ、小手毬の復帰戦だな。任せとけ」


    　まず、うさびと五体ほどがこちらに走りこんでくる。


    　俺と小手毬はほどよく距離をとって、自然と身構える。


    　ああ、この二人で戦う感覚！　久々だけど、まだ体は覚えてる。


    　やっぱり、小手毬あっての俺だ。俺は煌こう霊れい遣いなんだ。


    「マスター、ご指示を！」


    「一番右のをやれ！」


    　俺と小手毬、同時に糸が飛ぶ。


    「「〈二足歩行の蜘蛛マツド・ウイーヴアー〉！」」


    　声も揃そろったな。


    【不殺の影殺師ヴアージン・ナイフ】が二人並ぶ。


    　小手毬が戦闘で俺のこの異能力を見るのは初めてだろう。お披露目式としては青い空の下、悪い場所じゃない。


    「マスターが糸で戦うなんて夢でも見ているようです」


    「まぎれもない現実だから心配するな」


    　それぞれ、ウサギの体に糸が絡む。俺のほうはそのまま引き倒しつつ、残りを迎撃する準備をする。ほかのはナイフで倒してもいいかな。うさびとは裸？　なので得物も隠し持ってなさそうだし。


    　ひとまず一体ずつ動けなくしておいて、五対二から三対二の形にしてしまうという作戦だ。


    　頭数を減らしていくというのは、影えい殺さつ師しにとっての基本の一つだ。状況を有利に進めるうえでも大事だし、敵も目の前で仲間がやられたら不安になる。拳こぶしと拳の勝負にも心理戦の要素はある。うさびとに心理があるかはわからんけど。


    　だが、俺の方針は変更を余儀なくされた。アクシデントがあった。


    　小手毬が逆に敵に引きずられているのだ。糸を絡めたのが徒あだになったらしい。


    「この敵はやけに怪力ですね……！」


    　これでは小手毬はほかのうさびとの相手をする余裕はなさそうだ。見た目は全部同じだが、もしやうさびとのポテンシャルはすべて異なるのだろうか？　糸の技量じゃ小手毬に遠くおよばない俺のほうは地じ引びき網あみみたいに絡めとったのに。


    「加勢に行く！」


    　俺は小こ手で毬まりの糸のついたうさびととの距離を詰める。とくに妨害はない。こいつらは飛び道具も何も持ってないらしい。影えい殺さつ師しとしては一番殺しやすい相手だ。


    　一切のためらいなく、ナイフを突き立てた。糸だけで戦うより、ナイフを併用したほうが、俺は戦いやすい。ずっとナイフを使い続けていたからな。


    　その瞬間、そいつの姿が消滅した。天て児こ奈なの説明のとおりだ。端から、「まず一丁上がり」と天児奈の間の抜けた声が飛んできた。


    「ありがとうございます、マスター！」


    「礼はいいからほかの連中の相手を頼む！　敵陣深く入りすぎた！」


    　残り三体の攻撃圏内に入ってしまっているのだ。一発パンチをかわしたが、これ、ちょっとした現役ヘビー級ボクサーぐらいの威力はありそうだ。


    「援護します！　〈針化した柔糸シルク・ニードル〉！」


    　はさまれたらヤバいぞというところで、硬化した糸が地面から突き出て、敵をまとめて狙ねらい撃ちにした！　小手毬お得意の技が決まった！


    　だが、うさびとは消えてない。つまり、倒しきれてない。


    　刺されたのも構わず向かってくる。やっぱり、モンスターだな。これで痛がられたり、命いのち乞ごいをされたりしたら、やりづらすぎる。


    　再度ナイフを突き立てる。これで敵は消滅。明らかなモブのくせに思ったより骨が折れる。


    「よーし、じゃあ、次は倍にしよっかー」


    　無表情のうさびとが何もない空間から十体出てきた。


    　おいおい、これ、倍々ゲームになっていくんじゃないだろうな……？


    



    　──約三十分後。


    　うさびとが野原からすべて消滅したところで練習も終了となった。


    　倍々ゲームにはならなかったが、十体を倒すとそれが十五体になり、続いて二十体になり、最後は二十五体を相手にすることになった。二十五とかの数になると実は三十いても、ぶっちゃけわからない。ちぎっては投げ、ちぎっては投げの精神でとにかく手近な奴やつから倒していく。戦闘というより作業をやらされている感覚だった。


    　死体の山ができていても怖こわいけど、倒した奴が消えているといまいち戦った実感がない。ポイントでもどこかに表示してくれたらモチベーションも上がるかもしれない。もっとも、どこの誰だれとそのポイントで競えるのかという気もするが。


    　俺は軽く汗をかいて、野原に座っていた。小手毬は野原に大の字になって、へばっていた。世界で一番ゴスロリ服で動き回った女じゃないだろうか。


    　その横で天児奈が何を考えているかわからない顔をして、立っていた。


    「はいはい、お疲れ様、これ、ジュースね」


    　気づいたら俺たちの前に五百ミリペットボトルが置かれている。なぜかミックスジュースだった。スポーツドリンクとかにしろよ。ドロドロしてるのにすんなよ。


    　喫茶店の味を再現したとか、そんなことがラベルに書いてある。濃厚だから振ってから飲めという注意まで記してあった。


    　小こ手で毬まりはまだジュースを飲む余裕もないらしく、空を見上げて息を整えていた。復帰第一戦としては、思いのほかハードだった。


    「お前、小手毬のほうだけスパルタ式に鍛きたえようとしたりしてないよな？」


    「ノーだね。向かってくる敵はだいたい公平。でないと力を測定できないから」


    　こいつ、練習としか言ってなかったが、何か技術のようなものを見てたのか。


    「じゃあ、小手毬は病み上がりだからだとか？」


    「それもノーだね。煌こう霊れいちゃんの体力は今年の四月から変わってないよ。煌霊ちゃんのいた闇やみの中は時間も経たってなかったはずでしょ？　運動不足で体がなまるなんてことはありえないよ」


    「えっ？　それにしては疲労が濃いような……」


    　多少の骨はあったかもしれないが、くたくたになるほどのことはなかった。最低でも俺の中では。ちょっとした有酸素運動だったというのが本音だ。サッカーの試合の前半四十五分のほうがはるかに大変だろう。


    　話題にされているのがわかったのか、小手毬も苦しそうな顔で体を起こした。


    「君が感じてる違和感の理由は単純だよ。君が煌霊ちゃんより強くなった、それだけ」


    　涼しい顔で、天て児こ奈なは言った。


    「煌霊ちゃんがいない間、君は自主的に特訓したり、異能力者として濃密な時間を経験した。新しん条じよう君とも、合格点をあげてもいいぐらいにはやりあった。その成果が今の実力の差になってるってこと」


    　なんとなく自分の右手に目をやったが、成長のあとなんてものは何もなかった。当然、角つのや尻しつ尾ぽが生えているわけでもない。


    「君は純粋に異能力者として、ぺろりんと一皮むけたの。だから『天てん上じよう』の格にもなってるんだよ。一年前にさっきの練習をやったら、君も同じようにへばってたんじゃない？」


    　素直に喜んでいいのかわからなかった。


    　小手毬をおいてけぼりにしてしまったような気がしたせいだ。


    　これまで俺たちはほぼ同じ実力のまま、強くなってきた。どちらかが明らかに強いとか弱いとか、そんな話をしたことも、考えたこともなかった。俺と小手毬は二人三脚でずっと歩んできたのだ。


    「ごめんなさい、マスター。足を引っ張ってしまいました……」


    　小手毬の表情はひどく暗い。実質的な復帰戦が思うようなものにならなかったせいだ。


    「くだらないこと言うな。【第二の生の契約者アフター・ライフ】はお前がいなきゃ成立しないんだ。煌霊遣いはコンビで戦うんだ」


    　その言葉が詭き弁べんじゃないかという恐怖感はあった。


    　俺の煌こう霊れい遣い以外の異能力は小こ手で毬まりとは無関係に存在するのだから。


    　天て児こ奈なは俺の力を他人の異能力に干渉するものだと言った。


    　俺が小手毬の糸を使えるのは異能力を盗んだようなもので、霧きり雨さめの髪を操る力も、勝手に別の命令を俺が送ることで、俺の思うように動かした。


    　小手毬が煌霊でありつつ、糸を使う異能力者として独立して登録されているように、俺も煌霊遣いであると同時にほかの異能力者になったということだ。


    　じゃあ、俺は一人で戦えるってことか？


    　小手毬は『天てん上じよう』の仕事には必要がないってことか？


    　寒気がした。並なみのホラーを見るより、よほど恐ろしい。


    　余計なことは考えるな。


    　ネガティブになりすぎだ。煌霊と煌霊遣いは分離できない。


    「これから、不定期に練習するからね。そして、立派な『天上』として活躍できる力をピッカピカに磨みがくんだよ」


    　ぱっと出現させたくせに、ゴミはこっちで処分しなきゃならんのか。


    　俺が立ち上がるのと小手毬が立ち上がるのがだいたい同じだった。


    「煌霊ちゃんも頑張ってね。成長の伸のび代しろはあるはずだし。『天上』の異能力者と同じメニューができるだなんて、すごく貴重なことなんだよ」


    「はい、わかりました。マスターのお役に立てるところまでは最低でも強くなります」


    　頑張り屋が頑張れと言われたら、必ずわかったと答える。いつだってそうだ。


    　ドアを開けると、俺たちのアパートの部屋だった。


    「汗かいたし、風ふ呂ろ、入りなおさないとな」


    「そうですね。お風呂のお湯を抜いてしまったのがもったいないですが」


    　そんな庶民的なことまで悩むなよ。


    「なあ、せっかくだし一緒に入るか」


    　言ってから、何がせっかくなのかよくわからないなと思った。いい運動をしたからご褒ほう美びにあたるものが自分にほしかったのかもしれない。


    「家のお風呂じゃ狭いですよ。浴槽に二人は窮きゆう屈くつです」


    　やっぱ、あのキスみたいな空気は当分作れそうにないな。


    　俺も小手毬もどちらも同じぐらいに相手を求め合わないといけないんだ。なんて難しいことなんだ。狙ねらってできることじゃない。


    「また、温泉旅館でも泊まるか」


    「いいですね。寒くなっていますから、ちょうどいいかもしれないです」


    　やっと小こ手で毬まりは気を取り直したように、少し笑った。


    『天てん上じよう』の生活のリズムが作れてきたら、ずっと笑っていたくなるような温泉を探してやる。


    　そこでもう一度、小手毬とシンクロして、ほかのどのキスにも替えがたいようなキスをしてやるのだ。


    　その時は、天て児こ奈なにも旅行中に出てくるなと釘くぎを刺しておこう。
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    ２話　天と地のどちらかの側で


    


    


    　天て児こ奈なは有限実行タイプらしい。


    　不定期と言っていた『天てん上じよう』の練習がまさに不定期だったのだ。


    　五日、間が開くこともあれば三日連続のこともあり、その時間も夜だったり、朝六時に起こされたり、およそ法則性というものがない。


    　天児奈自身の生活パターンも謎なぞだ。真夜中には練習がないってことは、夜はちゃんと寝てるのだろうか。あと、スケジュールを教えているわけでもないはずなのに、小こ手で毬まりと俺の仕事の時間とかぶることは一度もなかった。かぶってたら延期してもらうだけのことだけど。


    　雑誌など、テレビ出演を含まない仕事は受けても大丈夫なのだ。といっても、俺の場合、雑誌では小手毬復活についてしか語るものがない。それ以外はまったくの白紙だ。戦う異能力者が戦わないと宣言して、何の仕事が来る？


    　結局、テレビ以外の仕事はいいという天児奈のルールは、テレビ以外の仕事なんて来ないだろうという前提があるからなんだろう。


    　そのくせ、この師走しわすのひと月は天児奈のおかげでなかなか実のあるものになった。


    　あらゆる異能力者の中で最も真ま面じ目めに体を鍛きたえていたと思う。


    　クリスマスはチョコレートケーキを二ピース買った。キリスト教にもサンタクロースにも興味のない俺たちには、ケーキを食べる口実でしかなかった。俗に言う性夜だなんてものにもならなかった。それどころか命を入れる必要がなくなってから、俺は小手毬の裸すら見ていない。


    　本当は、この機会に小手毬を求めるべきなのかとも考えた。


    　小手毬が人間になろうとしたのも、煌こう霊れいと煌霊遣いという関係を変えたかったからのはずだ。でも、クリスマスすら、そういう空気にはならずに終わってしまった。キスをしているのを天児奈に見られたのも大きかったかもしれない。あれでキスするのが恥ずかしいことだという意識ができてしまった。


    　その年のＫＣはテレビで観戦することになった。ケガの功名というか、ＫＣに出ないおかげで、つつましいながらも二人で楽しく新年を迎えられるわけだ。


    　小手毬は年越しそば用に永えい平へい寺じ御用達と書かれた麺めんをわざわざ通販で取り寄せていた。スーパーの安物とは違うので、俺も心して食べようと思う。


    　お節せちは大半が単品ごとに買ってくることですませたが、ごまめと栗くりきんとんに関しては俺が作った。労働時間自体が減って、いよいよ専業主夫っぽさが増したせいだ。


    　それでも小手毬が作った品数のほうが多いのだが、どうせ一切を俺に任せることなんて小手毬が認めるわけがないのだ。


    　事前に大掃除をすませていたので、大おお晦日みそかを迎えるのは気楽だった。ちょっと早目に夕飯を食べて、ＫＣの時間には小こ手で毬まりが年越しそばを用意した。チャンネルをＫＣに合わせる。


    「夕飯のあとでも、そばなら一人前食べられますよね？」


    「低カロリーだろうし、大丈夫だろ。いただきます」


    　ちゃんといただきますって言わないと小手毬に注意される。


    「あっ、風味がありますね」


    「立ち食いそばとはまったく別物だな。俺の安い舌でも違いがわかる」


    「七味とってきましょうか？」


    「誰だれかに長野のお土産みやげでもらったやつか。いや、俺がとってくる」


    「ＫＣの試合、はじまってますよ」


    「まだ一回戦だし、いいだろ」


    　現金なもので、出場しないとなった途端、ＫＣの重要性はそばにも劣るのだ。むしろ、今の自分が白熱したら、損したような気になってしまう。


    　もっとも、俺はともかくとして前回優勝者の滝たきヶが峰みねが出場しないのだから、その時点で視聴者の興味が半減するのもしょうがないだろう。それでも、人気の興行だしチケットだって完売だろうが、もしかすると視聴率は下がるかもしれない。


    「見るのが嫌いやならチャンネルを替えますか？　紅白にします？」


    「俺、演歌は嫌いなんだ。それにお前は現実逃避すると怒るタイプだろ。ＫＣに出られないにしてもテレビでぐらい見届けるさ」


    「挑戦を放棄することは嫌いですが、挑戦もできないことならまた別です」


    「滝ヶ峰もこうやって年越しそばを食べながら見てるのかな」


    「あまり、その光景が浮かびませんね。似合わないです。ワインでも飲んでいるんじゃないですか？」


    「お前だってゴスロリ服で年越しそば食ってるだろ」


    　滝ヶ峰と俺が抜けたせいか、参加者の名前はいよいよ知らない奴やつの割合が増えた気がする。世代交代なのだろうか。そんな中、斎さい村むらはきちんと出場していた。


    　別に仲がいいわけでもないのに、俺は斎村が戦う時は、いつも斎村の側がわを応援していた。高校野球で地元でもない地域同士で戦ってる時に、知らず知らずにどちらかに肩入れしてしまうのと同じだ。


    　これまで以上に斎村は強くなっているように見えた。以前は燧のろしのほうが一段階、斎村より力で劣っていて、そこに不安材料があったのだけど、あいつはあいつで隙すきが減った。的確に針を撃ちこむ。


    　敵も素早い攻撃を繰り出すが、燧も斎村も見事な反射神経で決定打を回避する。


    　決勝戦は鎌かまで敵の足をとり、転倒させたところをマウントポジションになり、間合いの遠い鎌を捨てて、パンチの連打。巧うまい攻撃だ。


    「よし、いけ！　いけ！　そのまま！」


    　つい、声が出ていた。


    　たいして盛り上がらないだろうと、斜はすにかまえようとしていたくせに、いざ知り合いが出るとテレビに熱中している俺がいた。


    　ＫＯの宣言がされる。


    　斎さい村むらが勝利して、第三回ＫＣの優勝者になった。


    「あいつ、えらく強くなったな」


    「順当な結果なんじゃないですか？　ほかに優勝する可能性のある方もいなかったのかなと」


    「それもそうか」


    　準優勝にあたる三みツつ木ぎ四よツつ木ぎなんてのは、ちょっと名前を聞いたかどうかって感じだし、その下の松まつ風かぜ村むら雨さめとかＴｅｒｕ‐ｉｎｇテルイングなんてのも初耳だし、新しい名前がどんどん入った。


    「各事務所も新人みたいなのを出してきたみたいだけど、どうも質が下がったな。とくに一人、滝たきヶが峰みねのパクリみたいな奴やつがいたぞ。剣に炎をまとわせるだけの、たんなる劣化コピーだったけど」


    「特許をとっているわけではないから、コンセプトは誰だれでも利用できますからね。それにしても、もう少しオリジナリティがないとよくないとは思いますが。今はよくても、自分の持ち味がないと三年目ぐらいで壁に当たって消えてしまいますよ」


    　解説者じみたことを小こ手で毬まりは言った。業界の趨すう勢せいなんてものは俺より小手毬のほうがよほど詳しいだろう。


    　業界も様変わりしたな。案外と滝ヶ峰もこんな有様を見て、もう休んでもいいかなと思ったのかもしれない。新人に抜かれることは当分ないだろうからな。


    　俺の人が悪いのか、ケガだけで休んだなんてことを素直に信じちゃいない。


    　前に会った時、ギプスははずれていたし、多少の不調があるとしてもあいつならそれを見せつけて、かえってヒロイックな空気を出そうというぐらいのことは考えそうなものだからだ。


    　優勝者の斎村蕣あさがおに対するヒーローインタビューが行われる。試合展開がスムーズだったため、生放送はまだ二十分以上時間を残していた。レポーターがマイクを近づける。


    　──優勝、おめでとうございます。


    『ありがとう』


    　──優勝は意識していましたか？


    『トーナメント戦に参加する人はだいたい意識してるもんなんじゃないの？』


    　こいつ、インタビューもそっけないな……。もっとうれしそうにしろよ。


    　表の業界でやってるだけだと後輩に当たる煌こう霊れい遣いを見て、俺ははがゆさを覚えた。失言でもするんじゃないかと気が気でないのだ。俺の生き方が下へ手ただとしたら、斎村はその二倍下手だと思っていた。


    　食べ終えたそばはいつのまにか、みかんに替わっている。甘くはあるが、少し水っぽくもある。


    「小こ手で毬まり、スーパーで一番安いのを選ばなかったか？」


    「そうだったかもしれません」


    「みかんはいいけど、桃だけは安いのは買うなよ。桃は値段で渋しぶいか甘いか、はっきり分かれてるからな。安いけど渋くないって可能性はほぼない」


    「マスターより買い物は心得てますよ」


    　テレビに顔を向けながら、小手毬は白い筋のたくさんついたみかんを口に入れた。


    　──優勝の要因は何だと思いますか？


    『決勝に来るまでに体力を消耗する試合がなかったってことかな。去年は冬ふゆ川かわ朱す雀ざくにひどい目に遭わされたからね』


    「言われてますよ、マスター」


    　まさかお茶の間でみかん食べてる人間の名前が出されるとはな。


    『あと、これを言っちゃうと、観てくれてた人に申し訳ないのだけど、優勝の一番の要因は滝たきヶが峰みね、冬川といった人たちが参加しなかったことだと思う。来年は出てきてほしいかな』


    　それから斎さい村むらはカメラ目線になって、


    『二人とも、待ってるから』


    　と煽あおった。滝ヶ峰と比べればファンサービスが足らないが、ちゃんと盛り上げ方を知っていた。斎村も大会を主催したりしているのだ。俺なんかよりこなれていた。


    　だけど、これで「よし、望むところだ」なんて言えないんだよな。俺は『天てん上じよう』という立場になってしまった。まだ何も『天上』として活動してはいないけど、〝籍〟は『天上』にある。小手毬の命のこともあるから、そのルールは破れない。雇われ者の悲哀だ。


    　顔も体もある異能力者だけでなく、アンチ異能力者の風潮とか、パートナーのいない生活とか、あらゆるものと戦ってきた気がするけど、仕事の規則が一番手ごわいとは思わなかった。


    　──あと、燧のろし君をもっとテレビに出してほしいというご意見も多数いただいております。


    　燧がカメラにアップになる。


    『……あの、燧です。優勝できました……ありがとうございます……』


    「今、燧さんは女性の中でかなりの人気だそうですよ。テレビ慣れしてないところがすごくかわいいという話です」


    「元暗殺者にもかわいさか」


    　少し前まで命いのち懸がけの闇やみの世界で生きてきた奴やつがかわいさを振りまいている国なんて、ほかにあるだろうか。何が商売になるかわからんもんだ。


    　そんな感想を思い描いているうちに、インタビュアーが悪ノリして「ゲストの女性の中で好きなタイプは？」とかしょうもないことを聞いて、燧を困らせていた。燧は困った挙あげ句く、「蕣あさがおさんみたいな人です」とテレビ的には花丸の回答をしていた。


    『じゃあ、あとでご褒ほう美びをあげるわ』


    　斎さい村むらが意味深長なことを言って、会場を笑わせていた。あながち、ウソではないのかもしれないが。あいつらもずっと蜜みつ月げつが続いてるようだし。


    　煌こう霊れいと煌霊遣いのノロケを映して、インタビューは終わった。まだ放送時間は残っていたので、別の余興が入る。


    　──では、ここで予選の最終組まで残った選手の名前を見てみましょうか。前年の上位成績者以外は参加枠の予選を実施したのですが、大変多くの選手が挑戦してくれました。


    　全部読む前に次の画面になった。それもまた予選参加者の名前だ。これは合計三百人ぐらいは参加してるな。


    　地面から花を生やす化あだし野の七なな草くさとか、バトルなんてとてもできそうにない奴やつの名前もかなりあった。『御おん大たい』がなくなって、表に活躍の場を求めてきた奴がいて、以前よりさらに増えた。当然、食いっぱぐれる奴もいる。


    　音楽も芸能界も、人気商売は常に少数の勝者と、多数の敗者を生み出す。富は均等に配分されないし、一部の者が儲もうかるからこそ、やりがいや夢を生み出す。


    　ＫＣの予選はいわば誰だれでも参加の権利があるコンペみたいなもんだ。あわよくば本戦に勝ち進んでテレビに映るぞと思う奴もいるだろう。


    「これ、ルビを振らないと全員は読めないよな。ていうか、芸名用にルビを振らないとまったく読み方のわからない名前つける奴はバカなのか？　名前、覚えてもらってナンボだろ」


    「あっ」


    　珍しく、小こ手で毬まりが間の抜けた声をあげた。


    「左から二番目の列の下のほう……見てください……」


    　そこに霧きり原はらみぞれという名前があった。


    「みぞれ、出てたんだ」


    　この面子メンツだったら本戦まで出られたんじゃないか。さすがに無理かな。でも、意欲があるのはいいことかな。


    　ＫＣが終わって紅白にチャンネルを切り替えた。今年は白組が勝ちましたと言ってる頃ころに初はつ詣もうでのために家を出た。


    　深夜の八はち王おう子じは内陸部ということもあり、手袋の中にまで寒さが刺しこんでくる。年が明ければ八王子はさらに寒くなるけれど、里帰りしたところで津つ山やまも山のほうは路面が凍結しているだろう。どうせなら沖縄とかに実家があればいいのに。そんなしょうもないことを言い合いながら、初詣で用の終夜運転の電車に乗って高たか幡はた不ふ動どうに行った。


    　ＫＣに出ない正月もやっぱりいいな。


    



    
      ★

    


    



    　正月休みは会社によってまったく違う。五日まで休みのところも、四日までのところも、暦通りにきっちり三日までのところもある。


    　二日から六日は津つ山やまに帰って家族水入らずの時間を過ごした。もうすぐ白びやつ虎こも東京に出ていってしまうし、子供が揃そろうのが親孝行だと思った。


    　正月なので、中なか山やま神社に出かけたのを除けばだいたい家でのんびりしていた。正月に来た寒波のせいで鳥取に抜ける峠とうげのあたりは凍結しているとニュースで言っていた。


    　親おや父じは何が楽しいのか、夜の犯罪特番を見ていた。こういうの、どういう心境で視聴してるのかなと思ったら、「やり口が甘い。あとでつけこまれるぞ」とか犯罪の手際の悪さに注文をつけていた。


    　テレビでは麻薬密売人が暴れまわって、捜査の手を振り切っていた。雑ではあるが、なかなか攻撃力がある。吹き飛ばされた者もいたから相当だ。


    「ったく、警察にばれた時点でああだこうだ言わずに謝るか逃げるかすりゃいいんだよ。反社会組織も国家権力を敵に回しちゃ勝てねえんだ。末端の奴やつはそんなこともわからねえのかい」


    「言いたいことはわかるけど、そんな賢かったら、こんな末端での仕事やらされないだろ」


    　ナレーションが「麻薬を扱う巨大な組織が現れ、法的に規制ができないような薬物を流通させている」などと怖こわい声で言っていた。


    　リビングにはおふくろ以外が揃っていたが、白虎はソファで眠りこけている。小こ手で毬まりはずっと黙ってテレビを見ているので、どういう感想を持っているのかはよくわからない。


    　構成員が音声を変えてテレビ局からのインタビューに答えている。すべてが定番すぎて、ヤラセなんじゃないかと疑ってしまう。


    「これは背後に異能力者が絡んでるな」


    　親父が爪つま楊よう枝じで歯をいじりながら言った。犯人を見つけた探偵みたいに得意げだった。


    「そんなこと、なんでわかるんだ？」


    「テレビで流れてる情報が事実とすれば、こいつら新興勢力なんだろ。何の力もない連中がシマを荒らしたら、ヤのつく連中に文字通り殺されるぜ。ヤのつく連中でも手出しできない奴らが組織してるってケースしかありえねえ」


    「テレビの言葉が正しいとするならな」


    「こういうのは間違わねえ。長年の勘だ。近年稀まれに見る大物だぜ」


    　親父の顔ははしゃいでるようにすら見えた。社会の暗部で動く者が出てくれば、また影えい殺さつ師しとしての仕事も入るなどと考えているのだろうか。


    　俺のほうは、麻薬ぐらいじゃ『天てん上じよう』の仕事にはならないのかなと漠然と考えていた。あるいは、俺以外の『天上』が動くのか。


    　小こ手で毬まりがわずかに顔を上げた。壁にかけてある時計を見ていた。


    「かなり前に収録したものですが、もうすぐ私が出演した番組があるので、替えてもらっていいですか？」


    　親おや父じがリモコンでチャンネルを替えた。怪しい麻薬密売組織は俺たちの興味から消えた。


    　おふくろも時間をチェックしていたのか、リビングに顔を出してきた。


    



    　そして、八はち王おう子じに戻ってきて翌日の一月七日になって、天て児こ奈ながウサギを抱いて俺の部屋に来た。といっても、アパートのドアをノックしたわけでもなんでもなく、小手毬と朝食を食っていたら目の前にいたのだが。


    「お前、アポなし企画でも、インターホンぐらい鳴らすだろ」


    「ウサギさん、撫なでていいですか？」


    　もはや俺も小手毬もおはようすら言わなかった。食卓に突如降臨する奴やつにあいさつという礼で返す必要はない。


    「今日は初のお仕事をしてもらおうかなと思って。事前の説明はこの部屋でしちゃうね。この部屋、盗聴とかもないみたいだし、大丈夫でしょ」


    　仕事と聞いて、俺の背筋も少し伸びる。小手毬は天児奈からウサギを渡されて両手で抱えていた。ウサギは意外と重いのだ。


    「私たち『天てん上じよう』の仕事の基本は、異能力者の過剰な暴走を止めることなの。過剰な暴走の種類は箇条書きでも書ききれないなあ、なんちゃって」


    　はいはい、つまらん、つまらん。もはや笑ってもらうのが目的じゃなくて、つまらんギャグを言うこと自体が目的なのだろう。聞かされるほうは大迷惑である。


    「異能力って悪用しようと思えば、いくらでも悪いことができるからね。その割りにはこれまで深刻な事件が少なかったと思わない？」


    「言われてみれば、平和な気はするな」


    　制圧して何の意味があるのかという気はするが、ちょっとした離島や小学校ぐらいなら、攻撃的な力を持つ異能力者一人で制圧できる。


    「それは『天上』が世間には伝わらないファインプレーをしてるからなんだよ。大半の人は異能力をまともに使ってるけど、そうじゃない人もいる。裏社会でせこせこやるならまだマシだけど、捨て鉢になって人を大量に巻きこもうとしたりされると大変でしょ。お茶ください」


    「勝手にコップとって、やかんから注つげ」


    　天児奈は本当に台所から適当なコップをとっていた。そこまではいいのだが、背が低いのでやかんに手を伸ばすのが危なっかしくて、結局俺がやかんを支える羽目になった。『天上』なのにお茶も淹いれられないのか。


    　熱いのがいいというのでレンジで一分三十秒温めた。冬はやかんのお茶も冷えてるから一分じゃぬるい程度で温度上昇が止まってしまう。


    　コップを両手で持って、天て児こ奈なが話を続けた。


    「もちろん、異能力者のあらゆる悪事を止めるなんて気はないよ。そこまでやると、『天てん上じよう』自体が過剰で気持ち悪い集団になっちゃうし、厳密に悪かどうか決められないことも世の中多いしね。善悪を決める組織になっちゃ、そりゃ、神様だよ。あんましよくない」


    「あんたらの中にもそういうバランス感覚はあるんだな」


    「でもね、学校に入りこんで生徒を無差別に殺すとか、国会議事堂を爆破するとか、まともな精神で考えれば絶対に許せない事例とかもあるわけね。そういうひどすぎる悪事を起こす異能力者を事前に止めるわけ」


    「事前にって、よくそんなことわかるな」


    『天上』に諜ちよう報ほう機関があっても驚きはしないが。


    「未来予知のできる『天上』の異能力者がいるからね」


    　諜報なんて次元じゃなかった。


    　こいつらは格が違うのだ。まともな異能力者の基準で考えちゃいけない。


    「未来予知ができれば、放っておくと将来、悪事を起こす異能力者もわかるってこと。百パーセント未来がわかるわけではないんだけど、そこは降水確率みたいなものかな。天気と違って予防ができるけどね」


    　どんな極悪人でもたいてい、極悪人になるきっかけみたいなのはある。有名なロックの歌詞にもあるが、どんな人間も昔は子供だ。幼児や赤ちゃんが連続殺人を繰り返すことも兵器を開発することもない。そういう子供の一部がどっかで闇やみに落ちていって、取り返しのつかないことをしてしまう。


    　なら闇への墜落の手前で矯きよう正せいしてやれということらしい。


    　とくに異能力者の場合、常人には使えない力を持っているがゆえに、自分は何をしても許されるとか選ばれた者だとか勘違いする奴やつが出てくることがある。


    　実のところ、手から火が出せる奴ぐらい、業界に入れば何の珍しさもないのだが、クラスで一人だけそんなことができれば誤解も起こりうるだろう。学生にとっての社会なんて、クラスの規模と大差ないからな。


    「埼玉県日ひ高だか市に、同級生を異能力で脅おどしてカツアゲする中学生がいるの。放っておくと、二十七年後に連続強盗殺人を起こす危険性が高いから、今のうちに『めっ！』ってしてあげて」


    　その発言の時に、天児奈は自分の目を指差していたので、どうやら目と「めっ」をかけたギャグだったらしい。ツッコミも入れんぞ。


    「それ、私も参加していいですか？　マスターの初仕事ですし」


    　小こ手で毬まりは俺のことが心配らしい。まあ、逆の立場なら俺も心配したか。


    「すごく楽な仕事だから一人でいいけど、好きにすればいいよ」


    　ひとまず許可は得られた。


    「マスターが戦う時はそばにいるのが私の本来の務めですから」


    　そのまま言葉が続いていたら、タレントの仕事なんておまけですなどと言い出しそうだった。


    「それじゃ、日ひ高だか市に送るからね。はい、アパートのドアを開けて」


    　ドアの先は人ひと気けの少ない道の脇わきに建つ小屋のそばだった。小屋の陰では中学生によるわかりやすい恐喝が行われていた。電流を扱う異能力者であるらしい。


    　ただの印象論だが、事件って、大都会じゃなくて、ちょっと郊外で起こることが多い気がする。都会で生み出された鬱うつ屈くつしたものが田畑が目立ちはじめる郊外あたりに流れつく、そんなイメージがあった。ゴミの埋立地が大都会ではなく郊外にあるように、負の空気は人の少ないところに流れて、そこで爆発する。


    「マスター、気づかれてないようですし、すぐに首を絞めて失神させられますが」


    「いや、倒すのはおかしいだろ。何が起こったか覚えてないんじゃ意味なくなるし。立場としては、あれだな、生活指導の先生ってところなんじゃないか？」


    「授業態度が悪いのとは意味が違いますよ。恐喝はれっきとした犯罪です。子供だからといってこういうことは許されるべきではないと思います。それにどんな愚おろか者でもこれが犯罪行為という自覚はあるでしょう」


    　小こ手で毬まりの言葉はまぎれもなく正論なのだが、力で押さえつけるという発想も危うい気がして、俺は悩んだ。ちなみに天て児こ奈なは来てはいるが、何もしゃべらない。監督役のつもりなのだろう。お茶も一人で淹いれられなかった奴やつに監督されるのもアレだが。


    「天児奈、お前は要望とかはあるのか？」


    「お任せコースで」


    　お前は鉄板焼き屋の客か。


    　じゃあ、自由にやらせてもらうぞ。


    「糸で軽く気絶させようか。そのあとで、起こしてから三十分ぐらい説教しよう。目安としては怖こわすぎておしっこちびるぐらい」


    「なんで、目安がそれなんです？」


    「失禁した記憶なら絶対忘れないだろ。しかも本人の生理現象だから、こちらの暴力じゃない」


    　我われながら、いい線いってると思う。天児奈も両手を頭の上で合わせて[image: ]の形にしていた。形はゆがんではいるが、○という意味だ。


    「でも、顔も隠さずにやったら逆に相手に通報される恐れもありませんか？　マスターや私のほうが失うものも多いわけですし」


    　小手毬が懸念を示す。たしかに、小手毬の顔を見られるのはよくない。俺一人でやったとしても同じようにリスクはある。


    「その点はぬかりはないよ。にやり」


    　天て児こ奈なは口でにやりと言うと（そんなに表情はにやりとしていない）、俺と小こ手で毬まりを順々に指で差した。


    　その瞬間、小手毬の全身がかわいいウサギに変わった。服を着て二本足で器用に立つウサギ。ゴスロリ服も小さなウサギのサイズに合うように変わっている。うさびとの時の気持ち悪さはなくて、遊園地にいてもおかしくないかわいさだ。


    「小手毬、『不思議の国のアリス』に出てきそうだぞ」


    「マスターは以前に戦ったウサギ人間とそっくりです」


    　えっ！　俺のほうもそんな気持ち悪いものになってるの!?


    　手で顔を触ってみるが、毛深い感じはない。手にもとくに毛は生えていない。


    「外部から見た場合にウサギ系に見えるようにしといたよ。これで身バレはなし」


    「本当に汎はん用よう性の高い奴やつだな」


    　できれば俺のほうもかわいくしてほしかったけど。


    　やることが決まればあとは早い。小屋の陰から小手毬が糸を伸ばして、不良の体を拘束したうえで首を絞める。


    　カツアゲされてた側がわは「帰ってくれ」と笑顔で声をかけたら、ビビって逃げていってくれた。ありがたくはあるが、こいつはこいつで、あまりにも他人の要望通りの反応を示すからバカに脅おどされたのかもしれない。金を出せと言う前から出しそうなら、カモにもされる。


    「さてと、それじゃはじめるか」


    　あとはカツアゲしてた側をじっくりねっとりビビらせるだけだ。


    　拘束されていることに気づいたせいで、やっと不良もシャレにならないと認識したらしい。


    「あのさあ、異能力者が恥をかくようなことしてくれちゃうと、困るんだよね。君、責任とれるの？　ねえ、どうなの？」


    　もはや生活指導でもなんでもなく、ヤクザの真ま似ね事ごとだが、効き目はあったらしく、三分で不良は「すいません、すいません……」と言いはじめた。


    「でもさ、君、すいませんって言ってる人からお金いただこうとしたわけでしょ？　じゃあ、それで許さなくてもいいよね？」


    　アドリブだけでしゃべっているが、かなりの恐怖を与えられているようだ。許しを乞こうたところで、それが効かないと思い知らせるといい。昔、親おや父じから学んだ。たとえば、本当に泣きだしたところで額に靴を載せたりすると、さらなる絶望を与えることができる。


    「はっきり言うけど、泣いても無駄だよ。むしろ、周囲に聞こえるような声出したら死ぬよ？　そこ、理解してる？」


    　俺、素質あるな。家系的にはこういうことのほうが本業だもんな。こんなザコを脅迫しても先祖も飯は食えなかっただろうけど。


    　おふくろはよく「自分がされたら嫌いやなことを相手にもするのがコツよ」と、教育者が聞いたら卒倒しそうなことを言っていた。


    　ほかにもいろいろコツがある。「相手のプライドをへし折るようなことをするのもいいわよ」とも言われた。今回のケースだと、


    「『僕はバカです』って百回言ってみて。百一とか九十九とか、一回でも回数間違えてたら殺す」


    　こういうのがそれにあたる。不良は無心で「僕はバカです」と繰り返した。これなら「南な無む妙みよう法ほう蓮れん華げ経きようと百回言え」にしてあげたほうがよかったもな。そしたら、不良は知らず知らずのうちに功く徳どくを積めたかもしれない。


    　このあと、成功した時にちょっとだけ褒ほめてやると、洗脳もできるらしいが、それは目的ではないのでやめておく。


    　横で糸を出している小こ手で毬まりのほうに目を向けたら、不本意だという気持ちがびんびん伝わってきた。未来の犯罪を止めるためだ。我慢してくれ。


    　ちなみに天て児こ奈なは見えないところにいる。ウサ耳少女が出てきたら、ギャグになってしまう。


    　百回言い終わるなり（本当に百回か数えてないから知らんが）、不良が「ウサギの方たち、帰してください……」と言ってきた。こいつも学習能力ないな。お前の望みと逆のことをやるに決まってるだろ……。


    「え？　おうちに帰れると思ってるの？」


    　この一言が効いた。


    「お月様に連れていって、百年ほど閉じこめちゃ──あっ、聞いてないな」


    　不良はそのまま気絶した。現実を認めないようにしようと、脳が判断したらしい。


    　コンクリートが黒くぬれはじめた。マジで失禁したな。人間はどうしようもない恐怖に直面すると、いい大人でもこうやって漏もらす。これも親から教えてもらった。これで異能力で悪事を働こうとは思えないだろう。


    「お疲れ様でした。冬ふゆ川かわ君には主にこういう仕事をしてもらうから、シクヨロ」


    　ゆるいノリで、天児奈が出てきた。今までの俺がとっていた態度とのギャップがひどい。


    「こんな悪人でしかないようなロールプレイでよかったのか？　まさに弱い者いじめだったぞ」


    「しょうがないでしょ。ああいう子に真ま面じ目めに生きなさいって言っても、鼻で笑われるだけだし。その程度で改心したらこの世に悪人はいないよ」


    　そこはドライなんだな。けっこう強めの性悪説だ。


    「どう？　仕事自体はすごく簡単でしょ？　今回は最初ってことで異能力者としても弱い相手にしたけど、それなりの実力者の相手をする場合もあるからね。そしたら、異能力者としての力をバリバリ発揮してもらえばいいよ」


    「やることはわかった。たしかにこんなこと、表向きに存在を明かしてやれないな」


    「これからも世のため、人のため、頑張ってね」


    「……あの、一ついいですか？」


    　一応意思表示はしておこう。小こ手で毬まりの代弁も兼ねて、わざわざ丁てい寧ねい語ごで言った。


    「すごく嫌いやな仕事なんで、あまりやりたくないです」


    　３Ｋどころの騒ぎじゃないぞ。正義の味方なんて要素はみじんもない。『天てん上じよう』どころか、地の底を這はいずり回ってる感覚だ。


    「知ってる」


    　だよな。これを楽しい仕事とは認識してないよな。


    　希望の会社に就職して三年目の新人のような言葉だが──。


    　思ってた仕事と違う。


    　痛いのや怖いのばかりのもアレだが、強さが不要すぎる。表側の生活をふいにして、『天上』をやってるんだから、もうちょっと生かせる部分がほしい。


    「でも、こういうことの積み重ねで、世界はほんのちょっとよくなってるんだよ」


    　仕事量は圧倒的に少ないものの、業務内容がブラックすぎる企業も、ブラック企業と呼ぶのだろうか。


    「ちなみに今回は煌こう霊れいちゃんも一緒だったけど、冬ふゆ川かわ君一人でやってもいいよ。煌霊ちゃんは有名人すぎるしね。どこでバレるかわからないから、むしろ、いないほうがいいかも」


    「今日の様子だとマスター一人で大丈夫そうですね」


    　小手毬がナチュラルに逃げた……。


    　生きるのって、なんて大変なんだろうと思った初仕事だった。


    「マスター、行けたら行きます」


    　それ来ない奴やつの台詞せりふだ。


    



    
      ★

    


    



    『天上』の業務内容が他人様に胸張って言いづらいものなので（どっちみち公言はできんが）、事務所を通しての仕事が天国に感じる。カツアゲの犯人に注意をする仕事の三日後、新しん宿じゆくの事務所に行った。新年の初仕事だ。


    　まったく売れてない時は名前を見るのも嫌だった白はく龍りゆうプロダクションに行くのが、こんなに楽しいなんて信じられない。何が救いになるかわからないものだ。


    　しかし、事務所であまり会いたくない顔と鉢合わせしてしまった。


    「あっ、先輩！」


    　事務所の一階でみぞれと会った。冬らしく、ふかふかのダッフルコート姿だった。


    「あけましておめでとう。ベタだけど、今年もよろしくな」


    「そうですね。みぞれも今年こそはＫＣの本戦に出られるよう頑張ります」


    　会話がはじまってすぐにＫＣという単語が出て、俺はしまったと思った。


    「あの……お時間あったら、お話しいいですか？」


    　困ったことにまだ時間は三十分は余っていた。急いでいるとは言いづらい空き時間だ。俺たちはガラガラの食堂に移動した。サーバーで水を二つ入れて、席につく。


    「滝たきヶが峰みね先輩の重大発表って何なんでしょうね？」


    「あれ、そんなのあった？」


    　みぞれが出した話題を俺は席につくなりぶった切ってしまった。我われながらコミュ力の低い態度だと反省する……。


    「芸能ニュースでもおっきく取り上げられてますよ。周りはその話題でもちきりです」


    「すまん……全然知らん……。俺、業界から遠ざかってたしな……」


    「先輩って、滝ヶ峰先輩に興味があるのかないのかよくわかりませんね」


    　みぞれに笑われた。笑ってすませてもらえる間柄でよかった。


    　もっとも、弁解でしかないが俺の弁解も間違ってはいないつもりだ。滝ヶ峰ぐらい常に注目を浴びていれば、なんでもかんでも重大な発表になる。インスタントラーメンに刻んだ野菜をたくさん入れましたぐらいでも記事になる可能性がある。


    　あいつがやるとしたら何だろうか。ＫＣをパスした代わりに何か大会を主宰するとか。そういう底意地の悪いことをやったとしてもおかしくない。ＫＣに出ない間に斎さい村むらが台頭してきたからな。


    　俺としては滝ヶ峰の話題がずっと続くならうれしかった。まだ気楽だった。でも、そうならないということはだいたい読めていた。


    「あの……先輩……」


    　話題転換のための、あの、だ。


    　滝ヶ峰の話は本題の前の助走だ。


    「小こ手で毬まりちゃんの体を考えてのことはわかるんですけど……みぞれ、先輩一人だけでも大会に出てほしいです」


    「みぞれ、お前の気持ちもわかる」


    　肯定から入るということは、結局否定するということだ。大人の常じよう套とう手段だ。


    「でもな、俺は煌こう霊れい遣いなんだ。一人で戦ってたのは異常事態だったんだよ」


    　ウソをつくしかないのがつらい。小手毬の命がかかってるとわかったら、みぞれだって引くしかないのに。


    　ああ、俺、最悪だ。


    　人の命を天てん秤びんにかけることで、無理矢理話を有利に導こうとしている。不幸な事件の犠牲者の話をすれば誰だれもが黙るしかないように、命の話はしばしばジョーカーになる。そんな奴やつ、死んだって関係ねえよとは言えない。それを俺はやっている。


    　けれど、みぞれも大学生になっていた。以前より交渉術に長たけている。


    「だけど、小こ手で毬まりちゃんだって先輩に戦ってほしいと願ってるはずです」


    　俺が使った小手毬というカードでやり返してくる。


    　しかもそれはなかば事実だった。もし何も失うものがないのなら、小手毬は俺にＫＣに出ろと言うだろう。


    「これはな、二人で決めたことだから」


    　何を言っても、言い訳にしかならない。みぞれからは俺はずっと逃げているように見えているかな。不本意だけど、覆くつがえしようがない。


    「どうしてなんですか？」


    　だから、言えないんだよ。


    　言えたら、いの一番に教えてやるよ。


    　むしろ、そんなどうしようもない状況なんですね、かわいそうですねって共感してもらおうと話を盛るよ。


    「先輩はずっとみぞれたちに夢を見させてくれたじゃないですか？　強さを追い求めても異能力者としてやっていけるって。第一回ＫＣに出た時の先輩は輝いていました。みぞれの理想とするような、正しくて、強い大人でした。言い訳を殺して、無茶を力で押し通した大人でした。どうして、今、戦うのを諦あきらめちゃうんですか？」
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    　みぞれの目は真剣だ。年が近いせいもあるのか、白びやつ虎こによく似ている。体より心のほうが強いのも同じだ。


    　選びようもない選択肢が頭に浮かんだ。本当のことをすべて言ってしまうという案だ。無論、選べない。小こ手で毬まりの命のほうが俺の信用なんかより重いから。


    「お前ももう大学生だろ。人に夢を見せてもらおうだなんて甘えちゃダメだ」


    　嫌われてしまえ。


    　変な期待をさせるよりは、そのほうがいい。


    「次に夢を見せるのはお前だよ。ＫＣに出て、ライバルたちを倒して、誰だれかのあこがれになれ」


    「それができないから……」


    　突かれたくなかったところなのだろう。みぞれの声が勢いをなくす。


    　予選落ちのことをみぞれは俺に言ってはいない。悔くいの残る結果だったんだろう。努力賞で終わってしまう自分に腹が立ったんだろう。しかも、第一回の時は最初から名前があったわけだからな。


    　あの時、俺がＫＣに出ずにヤラセが行われていたら、みぞれはバトルの実力もあるアイドルになれていただろう。それを恥じて、みぞれは俺のところに相談に来た。


    　俺はあいつが節せつを曲げなくてすむように一回戦でみぞれを破った。そのあとも実力で勝ち進んで、滝たきヶが峰みねにも勝った。最強になった。異能力者の力を評価する風潮は間違いなくあのＫＣからはじまった。リアルすぎる戦いに多くの人間が熱狂した。


    　しかし、その舞台にみぞれはずっと上がれていない。


    　誰かが意地悪をしているんじゃない。


    　単純にみぞれが弱いからだ。


    　自分の中の正義に従った結果、みぞれは望む評価を手にしていないままだ。


    　誠実に生きる者が全員願ったとおりの成功を保証されていれば人生は楽なのに。


    　俺はみぞれの触ふれてほしくないところに殴なぐりこんだ。しかも正論という理論武装までして突っこんだ。


    　氷ぐらいぶつけられてもいい。ひどいことを言ったのだから、ひどい目に遭わされたほうが罪悪感が小さくなる。俺は何もしてやれないから、早く失望させたい。


    　でも、俺はみぞれを過小評価していたらしい。


    　コップの水を一気に流しこむと、それから悟ったような目をして言った。


    「そうですね。みぞれ自身が強くならなければダメなんです。自分の夢はほかの誰かにかなえさせちゃダメなんです」


    　みぞれの目はまっすぐなうえに、理性が宿っている。理想化の加えられた肖像画のように。


    「あの、先輩、前みたいにみぞれを特訓してもらうことはできませんか？」


    「えっ」


    「先輩、努力だけで小手毬ちゃんの糸まで使えるようになったじゃないですか。先輩は才能もあるでしょうけど、努力の人だと思うんです。みぞれも強くしてくれると思うんです」


    　こいつはマジだ。教科書として白びやつ虎こに送りたいぐらいだ。


    　できることなら、いくらでも付き合ってやると言いたかった。ただでさえ、仕事は減っているのだから時間はとれる。


    　メールがこのタイミングで届いた。会話中だが、すぐに確認した。


    



    『天てん上じよう』が一般の異能力者に特訓をつけるのは禁止　　　　天て児こ奈なより


    



    　だろうな。それに、もしみぞれの異能力に干渉するようなことをしたら、俺の異能力がたんなる糸の使用とは違うとばれる。


    「悪い……。俺は教育者にはなれない……」


    「わがまま、言いすぎちゃいましたね」


    　あっさりとみぞれは退ひいてくれた。俺の態度からして脈はないと思っていたんだろう。


    「それじゃ、仕事があるんで、みぞれは行きますね」


    　席を立ったみぞれのすぐ後ろを歩くのもおかしいので、俺はテーブルでじっとしていた。


    



    　会議室での雑誌の仕事は無難に終わった。


    　内容はずばり大会に出ない決断について語るというもの。


    　俺はウソをつき続けた。


    　──パートナーの体のため。


    　──悩んで眠れない夜もあった。


    　──それでも今は悔くいはない。


    　編集者はこの俺の言葉をさも崇高なことのように脚色してくれるのだろう。冒頭と末尾で美び辞じ麗れい句くを並べた感想をつけるのだろう。それが異能力者雑誌の編集者の仕事なのだ。雑誌は異能力者に夢を求めている奴やつが買うのだから。


    　編集者自身も俺に感銘を受けているらしくて、俺は余計にやりきれなくなる。


    　みぞれにウソをつくのと比べれば赤の他人を騙だますことぐらいたいしたことじゃないな。


    「そうだ、霧きり原はらみぞれについて何か変わったこととかって聞いてます？」


    　終わり際にためしに聞いてみた。あいつの頑張りが周囲に認知されているのかなと思った。


    「いえ、とくには。何かの大会で活躍してましたっけ？」


    　逆に聞き返されて、俺はみじめに、「とくには……」とオウム返しに言った。


    「第一回のＫＣで初戦で当たってましたよね。あの子はアイドル枠だったんでしょうね。冬ふゆ川かわさんはああいう子がタイプなんですか？」


    　俺は首も手も横に振って、話を終わらせた。


    



    
      ★

    


    



    「ほら、空き缶はちゃんとゴミ箱に入れないとダメだろ」


    「ご、ごめんなさい！」


    　小学生が俺に謝って、捨てた空き缶を拾った。


    「よしよし、ルールは守れよ」


    　これは小学生に見せる教育用ビデオでもなんでもなく、俺が「仕事」で実際にやったことだ。内容に当たり障りがなさすぎるので、ウサギに見えるようにしたりもしていない。むしろ、街の中なのでウサギの姿なのがわかると、俺のほうが不審者として通報される。


    「これでいいのか？」


    　いいわけがない、と心の中で俺は言う。


    『天てんじ上よう』の力がどこにも生かされていない。俺が『天上』になったのはこんなことのためじゃない。


    　俺にしかできない仕事をくれ。ハードでもいいから。


    　路地裏で待機していた天て児こ奈なと小こ手で毬まりのところに行く。


    「うん、今日の仕事はこれで終わりだよ。おつかれー、カツののってるカレーはカツカレー。楽でよかったでしょ？」


    「楽すぎて問題がある」


    　今日の俺がやったことは子供に注意をしたという、ただそれだけだ。これのどのへんが労働なのか。限りなく無職だし、やりがいなんてものもない。


    「あそこで放置していると、あの子は悪いことをしても目撃されてなければいいんだって考えちゃうんだよ。それで将来、十五件は女性暴行事件を起こすの。だから、ここで早いうちに注意してあげると、気をつけるようになるでしょ。子供にとって知らないおじさんに注意されるのはなかなかの衝撃だからね」


    「天児奈さん、おじさんはひどいです。マスターはまだ二十七歳ですよ」


    　小手毬が訂正を要求した。訂正されるとそれはそれで恥ずかしい。


    「なあ、もうちょっとまともな仕事はないのか？　せめて仕事らしさのある仕事をくれ。バトルに多少なりとも発展するとか」


    　これで『天上』ですと言われても、困惑する。異能力者として強くなっているというなら、その強さを見せるようなことをやりたい。


    　これでは、ただのおせっかいやきの人間じゃないか。おせっかいなんて、近所のおばちゃんでもできる。自分にしかできないと思えるような仕事でなければ自己実現にはならない。


    　他人からの評価はいらないから、せめて「働いてる感」はくれ。


    「そりゃ、小こ手で毬まりがいればほかに何もいらないと思ってたけどさ、本当に小手毬がいるだけで限りなく無職で生きろっていうのは酷だろ？」


    「だって、これも『天てん上じよう』の立派な業務だよ。やってもらわなきゃ」


    　俺の改善依頼はまったく届かないらしい。


    「この任務の意義が犯罪の事前予防っていうのはわかるんだけどさ、それにも限度ってもんがあるだろ」


    「若者と触れ合うと若返った気にならない？」


    　こいつ、都合が悪いから誤ご魔ま化かす気、満々だな。


    「俺は不老不死なんだよな？　じゃあ、若返ることもない。二十七歳のおじさんのままで充分なんだよ！」


    　路地裏の声が意外と反響した。それでも通行人はわざわざ路地裏に目などやらない。トラブルに巻きこまれるのも厄やつ介かいだからな。


    「ったく、『天上』も普段は暇なんだな。お前らもこんな仕事ばっかりだったら、飽きてくるだろ？　それとも、これが普通だから麻ま痺ひしてんのか？」


    　このウサ耳少女（年齢不詳だが見た目に準拠）も同じ境遇だとしたら、同情しないでもない。


    「えっ？　ほかの『天上』はこんなことしてないけど？」


    　俺の仲間意識が崩壊した。


    「おい、どういうことだ？　場合によってはお前のほっぺたをつねるぐらいのことはするぞ」


    　だが、天て児こ奈なにその程度の脅おどしは通用しなかった。ほっぺたつねるぞというのが脅しになるのか、判例的にも怪しいところだけど。


    「冬ふゆ川かわ君、君は『天上』に入ったばかりのぺーぺーだよ。みんながやりたがらないような仕事がまわってくるのも当然だよね？　運動でも新入りは球拾いからやるでしょ。多た摩ま地域は広い、なんちゃって」


    「新入りと言われると、そのとおりではあるな……」


    　年功序列のようなシステムが『天上』にもあるのだろうか。


    「ちなみに、ほっぺたはつねってもいいよ」


    　いいのかよ。


    　ためしにつねってみる。不気味なほどにやわらかかった。


    「お前、ゴム製なのか？」


    「ケガを治すのが面倒だから、ケガしないようにやわらかくしてるの」


    　こほん、こほん。


    　小手毬がすごく露骨に咳せきをしたので、これはまずいと思った。


    「マスター、女性の頬ほおをべたべた触るのはどうかと思いますが？　それが子供だろうとなんだろうとよくありません。マスターは子供のほうが好きなんですか？」


    「悪い。とくにそういう気持ちはない……」


    　へそを曲げられた。見た目が子供でも女は女だった。デリカシーがなさすぎた。


    「話を戻すけどね、冬ふゆ川かわ君は下っ端なうえに、その能力も世界の秩序を守るのに生かせるような壮大なものでもないでしょ。だから、こぢんまりとした仕事になるの」


    「でも、給料も出ないんだろ。せめて飯ぐらいおごってくれよ」


    「子供に注意したぐらいでそんなことまでしない」


    　お前も舐なめてるじゃねえか。


    　こんなしょうもない業務を不定期でやるだけだなんて……。リアルにノイローゼになるぞ。


    　人間というのは社会に貢献しているという意識が必要なのだ。できれば、人に賞しよう讃さんされたり信頼されたりしたいし、それがかなわなくとも、自己満足程度は充みたしてほしい。


    　ここには何もない。


    　ああ、普通にテレビに出て、普通にちやほやされたい！


    「小こ手で毬まり、今、レギュラー番組、何本だ？」


    「八本です」


    「うらやましくないと言えば、舌を抜かれる」


    　小手毬は少しむくれた。


    「私の本業は芸能人ではないです」


    　思わず「でも、メインは芸能人だろ」と言いそうになって止めた。それは小手毬に対する侮辱にしかならない。


    「この調子だと、『天てん上じよう』ではない私が同行する意味もないようですので、次回からは戦闘がある時以外はマスターだけでお願いします」


    　小手毬すら、ついてきてくれないのか。ここまでどうでもいい仕事ではしょうがないか。子供の初めてのおつかいを見守る保護者じゃないしな。


    　それから先も似たレベル、あるいは子供に注意するよりショボいレベルの仕事が続いた。むしろ、そんなのしかなかった。


    　これが生きがいになるかと言われれば、はっきりとＮＯだ。子供が非行に走らないのはよいことだが、こんなの、誰だれでもできる。


    　誰でもできることをやっても、達成感などは得られない。賃金もないのでバイトよりも劣る。


    　むしろ生きがいを見み出いだすために適当にバイトでもしようかなと思った頃ころ、大事件と出くわすことになった。


    



    　その日も天て児こ奈なに連れられて現場に行った。


    　ただし、これまでと比べると少しばかり空気が違った。場所が夜の廃パチンコ店だったのだ。田舎の、それもロードサイドから少しずれたところという、通行人も皆無に近いところだ。


    「子供のポイ捨てと比べると、危ない事件の匂いがするな」


    「いい線いってるね。君の顔もウサギに変えておくよ」


    　天て児こ奈なが俺の顔を指差す。鏡はないからチェックはできないが、天児奈が『天てん上じよう』が不利になるようなことをしでかす可能性はない。


    「ここでお薬の密売をやるらしいんだよね。この地方にばらまくために、かなり大量に売りつけるみたい。受け渡す相手は異能力者で、警察じゃとても止められないの」


    「なるほど。それは俺が止めないとまずいよな」


    　俺の顔は確実にほころんでいたと思う。俺は戦闘狂じゃない。それでも、やっとまともな対決ができると考えると、にやけてしまう。


    　戦闘ができれば異能力者である証あかしにはなる。俺の存在価値を見せられる。


    「ところで、小こ手で毬まりは呼んじゃダメなのか？」


    　あいつも戦闘なら喜んで参加しただろうに。


    「実は事前に会ってきたよ」


    　さらりと天児奈は言う。


    「君の手には余るからダメだって言っておいた。これは『天上』の仕事なの」


    　俺は力の不平等を嘆いたが、すぐにその感情が形式的なうえに偽善的な気がして、楽しくなかった。


    　俺は俺、小手毬は小手毬だ。しょうがない。


    「それじゃ、私はそのへんの草むらにいるから」


    　天児奈は背の高い草がコンクリートを割って生えだしているところに入っていった。手伝ってくれないのかよなんて思わない。これは俺の仕事なのだから、俺がやらないといけないのだ。


    　影えい殺さつ師しの経験を生かして、外から状況を探る。


    　相手は廃業した店舗の中でやりとりをしていた。数はちょうど十人。かえって浮くから、コテコテの黒スーツだなんてことはなくてコート姿だが、カタギじゃない空気がぷんぷんする。そういうのは意図的に消していかないと残るものなのだ。


    　どうやら、薬を持ってきたデカい組織の側がわが七人。受け取る側が三人。デカい組織のほうが数が多いのは威圧目的だろうか。ただ、その必要もなく商談は無事に進んで、ダンボールの受け渡しをやっている。


    　もう、いいか。


    　俺は建物の中に入りこむ。すぐに「なんだ？　ウサギのコスプレ？」という声が聞こえてくる。天児奈の力が効いているらしい。


    「おじさんたち、悪いことをしちゃいけないよ。この世の中には正義の味方ってもんがいるんだ」


    「おい！　素しろ人うとが顔突っこむところじゃねえぞ！」


    「ご心配なく。素しろ人うとじゃなくて正真正銘のプロなんだ」


    　いかにも隙すきだらけだった受け取り側三人を順々に後ろから殴なぐりつけた。一般人相手にナイフを使う必要もない。


    　後頭部に一撃を受けた連中はドミノみたいに時間差で倒れていく。


    　しかし、そこから先は、もうちょっとだけ骨が折れそうだった。


    　男一人の腕が不気味なほど太くなる。渡す側は異能力者だ。


    　殴られるのをかわす。空を切った拳こぶしは柱の一本を簡単に破壊した。


    　普通の人間が殴られたら一撃で即死だろうな。


    　それに散乱してるガラスを収束させて細長い剣に変える奴やつもいた。邪魔者はなんとしても排除するのだという意志を感じる。俺は正月に観たテレビを思い出す。


    　親おや父じが麻薬組織に異能力者が入っていると言っていたが、その勘が大当たりみたいだ。


    　せっかくだから俺の異能力を試させてもらうか。


    　──名づけて、【世界最強の邪魔者テリブル・ミラーマン】。


    　相手の異能力に干渉し、それを逆に支配する異能力だ。どうも、これは発動中の異能力にしか効き目がないらしいので、その確認もしておきたかった。


    「らしい」というのは相手の異能力に応じるものなので、日常的に確認しようがなかったせいだ。それに公おおやけにはしていないので、知り合いの異能力者に実験台になってもらうわけにもいかなかった。なので、この戦闘が試験の一つなのだ。


    　意識するだけで相手の異能力をコントロールできるが、異能力の発動にかかわるものなので、相手が能力を使い終わったタイミングだともう遅い。


    　つまり、たとえば火の玉を撃つ異能力者には撃つ直前にしか干渉できない。一度撃たれた火の玉を消すような芸当はできないからだ。


    　あと、霧きり雨さめ戦の時にも感じたが、自由に相手をコントロールできるわけじゃない。霧雨の操る髪の支配権を、霧雨と俺とで争った。相手の精神力を凌りよう駕がしないと支配権は奪えない。


    　もっとも、今、戦ってるようなレベルの奴なら支配権を取り戻されるようなことはない。思う存分、相手のふんどしで相撲すもうをとる。風を起こす奴はその顔に竜巻をぶつけてやる。


    　しかし、少しばかり余裕を見せすぎたかもしれない。


    　男の一人に背後に回りこまれた。


    「えっ!?」


    　思わず声が出た。声を出しながら、その場から跳びのいた。


    　俺が立っていたところには火柱が上がっていた。


    　おいおい、俺は影えい殺さつ師しで、しかも末端でも『天てん上じよう』の一員なんだぞ？　背後をとられるだなんてことがありうるのか？


    　移動したところにはガラスの剣を持っている奴が待っている。たいした動きじゃないけど二刀流になっているのが面倒だ。


    　剣の上に飛び乗って、そこから顔を蹴けった。これで残り六人。殺気がしたので飛びのいたら、地面が針の山のようにとがっていた。地面を変形させる奴やつもいるんだな……。なかなかバリエーション豊かにやってんじゃねえか。


    　相撲の取り組み一つ分よりは長く楽しめそうだな。


    　──二分後。


    「あと一人だなっ！」


    　俺の力で、炎を発動させた奴の体に流れさせた。炎の逆流に見えただろうか。「うわああぁっ！」情けない悲鳴が轟とどろいたところに、顔に回し蹴げりを加える。


    　無事に起き上がることなく気絶させられた。任務終了だ。とはいえ、死んだふりの奴もいるかもしれないので、とっとと建物から出た。


    　そこで天て児こ奈なが聞いたことのないメーカーの変なウーロン茶を持って待っていた。


    「はい、お疲れ様、これでも飲んで」


    　俺はお茶をとるとキャップをすぐに開いて、浴びるように飲んだ。体が水分を欲していた。飲み終わったあとに天児奈の肩に手を置いた。


    「薬の流通は阻止したが、改心はさせられてないと思うぞ」


    「大人になったら、改心なんてしないよ。恐怖心で押しとどめるのが限界」


    　容姿の割りにシニカルなことを天児奈は言った。


    「なあ、さっきの連中は何だったんだ？」


    「悪い人」


    　こいつ、まともにコミュニケーションとる気がないと思う。こいつが後輩だったら説教できるのだが。


    「そんなことはわかってる。あいつら、やけに強くないか……？」


    「君、七人を無傷で倒せたでしょ」


    「これでも『天てん上じよう』なんだよ！」


    　なんで『天上』が在野の異能力者たちに苦戦するんだ？　苦戦──は言いすぎか。だけど、楽勝って感じじゃなかった。油断すると、二発ぐらいは喰くらってた。


    「君は普段の仕事はしょうもないけど、たまにこういうこともやらないといけないの。だから、『天上』である必要があるの。あの集団を止められる異能力者なんて限られてるでしょ。しかも個人のレベルだとほぼいないよね」


    「お前の言うこともわかるんだけど。わかるんだけど……」


    　どこか釈然としないものを残しながら、俺はその日の仕事を終えた。報酬はウーロン茶一本だった。


    



    
      ★

    


    



    　次の日、朝にツイッターを見ていたら、こんなつぶやきを見つけてしまった。


    『冬ふゆ川かわ朱す雀ざく、全然仕事しなくなったな。幸せって人のハングリー精神を奪うのかな』


    『冬川朱雀、小こ手で毬まりちゃんにだけ働かせてるように見える。自分が苦労した分、やらせようとしてるのか？』


    　朝からエゴサするべきじゃなかった。


    　二月に入ったあたりから、否定的なツイートが増えてきたな。しょうがないか。外からだと、全然働いてないようにしか見えない。


    　本当の俺は昨夜も異能力者七人をばったばったと倒してきたんだぞ。相手もザコじゃなかった。小手毬がいてくれればと思ったぐらいだ。


    　本音を言えば強くなったことだし大会にだって出たいんだけど。強くなりすぎたがゆえに大会に出られない。世の中、ままならないものだ。


    「まったく、マスターの気も知らないで」


    　後ろからツイッターをのぞき見していた小手毬がむっとしていた。


    「言いたい奴やつには言わせておけよ。そういうメディアなんだ」


    『天てん上じよう』の仕事も一か月を過ぎて、だんだんと慣れてきた。あまり慣れたくもないが。


    　基本は最初に中学生の不良を脅おどしたのと同じだ。極悪人予備軍を呼びつけて、悪いことをすると自分みたいな恐ろしい奴が出てきて罰するぞと恐れさせる。現代版なまはげ。なまはげと違うのは全国どこでも出張で行くことだ。


    「マスター、何か趣味を作ったほうがよいのではありませんか？」


    　仕事で出かける前の小手毬に言われた。たしかに仕事が減ったし、自主的な山ごもりの特訓とかもしなくなったし、つまるところ、外出機会が少なくなっている。買い物といったって、スーパーが近すぎて散歩にもならない。


    「今日は舞まい花かと飲む約束が入ってるから」


    　一週間前に飲みに誘われたのだ。小手毬が復活してから、一対一で話すこともほとんどなかったからな。ほんのちょっとだけ、緊張している。


    「外に出るのはいいことです」


    『天上』にまでなったのに、小手毬に引きこもりの子みたいに言われるのは情けなかった。


    「あのさ、小手毬──いや、やっぱ、なんでもないや」


    　お前もテレビより戦闘がいいかと聞こうとしてやめた。


    　無意味な問いだ。


    



    　新しん宿じゆくに夕方五時の待ち合わせなのに、俺は三時には事務所にいた。外出が楽しくて、早く来すぎたせいだ。知っている顔を捜したが、廊下を二往復しても誰だれともすれ違わなかった。


    　だったら奥の手だとばかりに、滝たきヶが峰みねがよく控え室として使っている会議室を開けた。


    　滝ヶ峰がいないならいないでよかったが、ちゃんと滝ヶ峰はいた。座って、テレビの台本か何かを読んでいた。


    「足の調子って本当のところ、どうなんです？」


    　失礼しますもパスして俺は尋ねた。


    「もう完治している。ただ、ＫＣを休む口実にはちょうどよかった」


    　これがウソだとは考えづらいので、こいつはＫＣを辞退したかったということだ。でも、その理由はよくわからない。どのみち俺の頭じゃこいつの高こう邁まいな理想などわからないが。


    「ＫＣが金にならないからですか？　バラエティとかのほうが楽に儲もうかりますもんね」


    「お前こそ、どうしてＫＣに出なかった？」


    　滝ヶ峰は台本をテーブルに投げた。両手は置き場所に困ったのか、首の後ろにまわした。


    　言い訳を言うべきか。滝ヶ峰は表向きの理由などまやかしだと絶対にわかっている。


    　こいつは表の異能力者の側がわの取次ぎ役だったはずだしな……。多分、言っちゃってもいいよな……。ダメだったら前みたいに天て児こ奈なからメールが来るだろ。


    「俺、これになっちゃったんですよ。パワーバランスが崩れるから大会の参加は禁止です。アイドルの恋愛禁止みたいなもんですよ」


    　天井を指差した。それで伝わればよし、伝わらないならその時はその時。


    「そうらしいな。ウサギから先日聞いた」


    「じゃあ、こっちの秘密主義を試すようなこと聞かないでくださいよ……」


    　けっこう思いきって言ったのに、損した。


    「お前が『天てん上じよう』か。にわかに信じがたいな」


    「あくまでやってる仕事は下っ端の汚れ役ですよ。これで人にも尊敬されないんだから、やってられないですよ」


    「心配しなくても、たいていの人間は収入が少ないというだけで、その職業を軽んじるものだ。どうせ『天上』にまともな収入などないだろう？」


    「相変わらずのリアリストですね。正解ですけど。お金ほしい」


    　そう、収入がないのはマジでおかしい。これで小こ手で毬まりが働いてなかったらどうするつもりだよ。そういや、霧きり雨さめも表向きは会社員だよな……。


    　とはいえ、俺がやっている『天上』の業務のショボさを考えれば、ほぼボランティアでも文句は言えないのだろうか。


    　一番ショボかったのは、落ちてるゴミを拾って、近くのゴミ箱に捨てるというもの。それは善意であって、仕事じゃないよな。これを見た人間不信の犯罪者予備軍が、人間も捨てたもんじゃない、いい奴やつもいるんだと感じて、凶悪事件を回避できる確率が上がるらしい。いくらなんでも、もう少し充実感がほしい。


    　俺は滝たきヶが峰みねの向かいの椅い子すに座った。


    　お互いにケンカする理由も、共闘する理由もなくなって、俺はこの部屋にいるのがやけに心地よかった。


    　目標のない人生というのもそれはそれで楽しみ方があるらしい。


    「お前は小こ手で毬まりのマネジメントのようなことをすればいい。それで一生食っていけるだろう。最強の座を追いかけないと割り切れば悪くはない」


    「そうですね、先輩と違って、一生食っていける金があるわけじゃないですしね」


    　滝ヶ峰は、天井に視線をやった。壁に付いているライトのほかには、ペルシャ絨じゆう毯たんについてるような草の模様が並んでいるのがわかるだけだった。


    「私とお前の一時代が終わったんだな」


    「でも、何か重大発表みたいなのがあるらしいじゃないですか」


    　滝ヶ峰は俺の顔まで目線を下ろした。


    「これから私は、次の世代のことを考えて生きていこうと思う」


    「どこまでも業界のことばかり見てらっしゃいますね」


    　きっと働いてないと不安でしょうがないのだろう。常に仕事のことだけ考えているから、仕事から解放されるのが気味悪いのだ。


    「私は真ま面じ目めに答えたつもりだったんだが、お前は何から何まで皮肉にとる」


    　滝ヶ峰は気分を害したらしい。それをそのまま言うぐらいだから、たいしたことはないだろうが。


    「昔、ひどい目に遭いましたからね。淵えん堂どうの件で俺、先輩に殺されるかと思いましたよ」


    　今になってみれば、どんな過去の記憶も悪いものじゃない。


    　もし酒に酔っていれば、俺はありがとうと言っただろうと思った。でも、酒が入るのはこのあとだ。大人は酔いもしていないのに、照れくさい言葉を吐いたりはしない。愛の言葉の場合は相手に酔わされているからしゃべれる奴やつもいるが。


    「いつか、先輩ともサシで飲みたいですね。うるさい居酒屋か高いバーかのどっちかで」


    　席を立つ。大人はだらだらとくだを巻いたりはしない。消える時も美しく。


    「そうだ、一応言っておく」


    　滝ヶ峰は迷ったようだったが、俺を呼び止めた。


    「重大発表は今日の夜にやる」


    



    　久しぶりに新しん宿じゆく西口の中華料理の店で舞まい花かと飲んだ。


    「みぞれちゃん、たくましくなりましたわね」


    　お互いのことではなく、共通の友人の話から入るのが、飲みの話題ではベターだ。


    「あれ、みぞれのやつ、ジム通いでもはじめたのか？」


    　本当に業界に対してのアンテナが鈍っている。


    「何を言っているんですの。みぞれちゃん、今年に入ってから確実に強くなってますわよ。一週間前も小さなイベントですけど、ＫＣの本選出場者に勝ちましたわ。その戦いで疲れたのか、次じゃ負けちゃいましたけど」


    「え、マジで!?　そりゃ、めでたい！」


    「めでたいというより知らなかったことが問題ですわ」


    「そういや、いつもみぞれから教えてくれてたしな……」


    　自分からみぞれの動向を調べるという習慣がなかった。


    　これまでならそんな吉報は絶対メールが入っただろうに、何の連絡もない。


    「よほどＫＣのことが悔くやしかったんだと思いますわ。猛特訓をしたんでしょう。あるいはほかのところから力を得たのかもしれませんけど。ごちそうさまという感じですわ」


    　くすくすと楽しそうに舞まい花かは笑った。


    「ほかってどこだよ？」


    「みぞれちゃん、年末に彼氏ができたらしいですわ。恋は女性を成長させるでしょう？」


    「えっ、初耳！　マジで!?」


    　そういうことはできれば本人の口から聞きたかったな。いや、異性には言いづらいのか。自分は付き合ってる人がいますからお前がアタックしてきても無駄ですからアピールみたいに聞こえるおそれがあるのか。


    　食堂での時のことで、本格的に幻滅されたかな。悲しいけど、ほっとした自分もいる。『天てん上じよう』はみぞれのコーチなんてできない。


    「そっか、そっか。いやあ、めでたいな。本当にリア充そのものだよな。ここまで人生謳おう歌かしてる奴やつもそうはいないよ」


    「謳歌って言っていいかはわからないですけど、一時期と比べると悩んでるような顔も見せなくなりましたし、いいことですわ」


    　前に会った時、あいつが大人になったとあらためて感じたが、あれも恋のおかげなのだろうか。恋、恐るべし。


    「あ～あ、わたくしもお相手見つけて、恋をしないといけませんわね」


    　ちょうど飲んでいたビールを吐きかけた。というか、舞花のやつ、俺がビールを飲んだタイミングを見計らって言っただろ……。


    「それ、言っちゃう……？」


    「二人で飲んでるんだから、かまいませんでしょう？」


    　降参だ。俺は手を合わせて、頭を下げた。


    　舞花にぽんと頭を叩たたかれた。


    「わたくしがふざけるのはいいですが、朱す雀ざくがふざけるのはナシですからね」


    　それ、不公平だろと言えない点も含めて不公平だ。


    「お前を……とことん利用しただけの結果になったことは、ごめんとしか言いようがない……俺はクズだ……」


    「自分がクズだとわかったうえでクズなことをするのも卑ひ怯きようなことですわよ。相手に卑怯だと言われるのを事前に回避しているんですもの」


    　舞まい花かは笑ってはいたが、その分、言葉の殺傷力が高くなっている。強い言葉は表情で緩和しつつ、使わないといけないのだ。


    「ごめん。ごめんじゃ、何も変わらないけど」


    「小こ手で毬まりちゃんが言っていましたわね。自分の幸せが誰だれかの不幸せになることもあるって。どうして、幸せってトレードオフになるようにできているんでしょうか」


    　小手毬が戻ってきて、俺と舞花の関係は明らかに変質してしまった。それは舞花にとって、望むものじゃなかったことぐらいはわかる。


    「朱雀のしたことは、試食のハムを全部食べて、ハムは買わないというようなことですからね」


    「秀逸なたとえだよ」


    　どれだけ舞花が笑ってみせてくれていても、俺は舞花の顔を見るのがつらかった。
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    　おそらく有史以前から起こっているような単純な問題に俺たちは巻きこまれたのだ。それを俺たちはいまだに解決できていない。


    　そういや、仔こ犬いぬ丸まるが貸してくれた同人誌にハーレム物がけっこうあったな。あれも多人数のフラグではあるはずだけど、一切現実の参考にはならんよな。過去にも三角関係の小説や漫画なんていくらでも読んだ経験があるはずだが、やっぱり参考にできそうにない。


    　現実が一番難しい。


    「ほんと、こんな尽くす女と一緒にならないの、もったいないですわよ」


    「サシ飲みだから言いたい放題だな」


    　舞まい花かは紹しよう興こう酒しゆをハイペースであおった。俺も青チン島タオビールを流しこむ。不老不死らしいからプリン体も怖こわくないぜ。


    「小こ手で毬まりちゃんとは仲良くやってますの？」


    　これ、どう答えるのが正解なんだろう。そもそも、正解・不正解という概念に縛られるのがダメなのか。


    「けっこう、ラブラブだと思う」


    「だったら許してあげますわ」


    　危うい会話だけど、隣の四人組が騒いでいるので、外部に漏もれることもないだろう。


    「あいつが戻ってきた時にキスして……それからキスはよくしてる」


    「え、キスだけですの……？」


    　あれ、いらんこと言った感じになったか？　事実は事実なので、首しゆ肯こうする。


    「それ、ちょっとよくないんじゃありませんこと……？　小手毬ちゃんが帰ってきて丸二か月以上経たってますわよ……？」


    「だって、普通の男女じゃないからさ……煌こう霊れいだからさ……。こう、完全に対等じゃないというか、主従関係みたいなのが背後にあるから……」


    「う～ん……数か月、キスだけというのは二人の間でトラブルになると思いますわ……。本当にその点は一度二人で話し合ったほうがいいですわよ……。不信感が芽め生ばえたり、知らないうちに愛が壊れていたりってことがありえますわよ……」


    「お前、やけに詳しいな……」


    「それぐらい、友達や知人の恋愛話とかいくつも聞いていれば、普遍化できますわよ」


    　そうなんだ……。俺の場合、小手毬がいたせいか、恋愛についてなんてほぼ考えたことなかったからな。多分、一般的な知識がない。


    　普通の二十代なかばの人間はこういうものなんだな……。


    「朱す雀ざくってどこか子供っぽいところがあると思ってましたけど、本当にそうですのね」


    　舞花に笑われたけど、何も言い返せん。


    「ちなみに、普通の男女のカップルだと、その……何か月ぐらいが限界なんだ？」


    「セックスレスが六か月続いたら、もうそのカップルは終わりだそうですが……。三か月も何もないとケンカが起こるとか」


    　酒を飲むどころじゃなくなった。俺は話題を強引に変えた。自分のことを話すのはあまりいいことじゃない。また酒が進みだして、知らないうちに二時間半が経たった。


    「それじゃ、ごはんはこれぐらいにしましょうか」


    　ぽんと舞まい花かは両手を叩たたいた。


    「あれ、まだ七時半だぞ。はじめたのが早かったのもあるけど」


    「八時に東口の大型ビジョンで滝たきヶが峰みねさんが何か発表するらしいですから、せっかくだし見に行きません？」


    　みんな、それなりに滝ヶ峰のことに関心あるんだな。


    　断る理由もない。腹ごなしに東口に行くか。


    



    　ビジョンの前は想像以上に人が多かった。このあたりは歌か舞ぶ伎き町ちようが近いせいか新しん宿じゆくの中でも一番人の波を強く感じるところだが、それにしても有う象ぞう無む象ぞうが集まっている。


    　ばれるわけがないとは思うが、薬の密売に関与してた連中の仲間がお礼参りに来たりしないだろうかと不安になった。歌舞伎町にいるかもと思うのも、ちょっと差別的かもしれないが、長野県のキャベツ畑とかよりはこういうところに関係者が多いだろう。


    　八はち王おう子じ駅前のムクドリの群れみたいに、群集はがやがやとうるさかったが、幸いビジョンははるか頭上だから、見えないだなんてことはなかった。


    　まさか、あいつ異能力者業界を引退するだなんてこと、言わないよな。


    　自分が『天てん上じよう』として宙ぶらりんなせいか、変に悪く考えてしまう。


    　今日も次の世代がどうとか言っていたし、後進に道を譲ゆずるなんて話にならなければいいが。あいつがいなかったら、業界はまたカオスなだけの状態になる。あいつの跡を継げる奴やつは現状、まったく育っていない。


    　群集の空気もそういう不安なものを感じているのが一定数いるのか、祭りのような狂騒とはまた違っていた。不吉な話をこんな形で告知したりなどしないだろうと自分の中の理性は言っているが、それでもなかなか落ち着かない。


    　時計を見る。そろそろ八時ちょうどだ。


    　なんでもいいから早く言ってくれ。


    　沈黙していた画面が、ぱっと明るくなる。


    　会見場らしきところに座っている滝ヶ峰が映し出される。


    　特徴的なのは、隣の席に仔こ犬いぬ丸まるが座っていることだ。


    　その並びにぞっとした。


    　どちらも『天上』を知ってる奴じゃないか。


    『天上』という存在をばらして、それと戦うだなんてことはしないでくれよ……。


    　あいつは『天てん上じよう』の実力も知ってるから、そんな無茶はしないと思うけど、何があるか知るまでは不安だ。


    　仔こ犬いぬ丸まるのほうがマイクを取った。俺は思わず唾つばを呑のむ。


    『お集まりいただきありがとうございます。白はく龍りゆうプロダクション所属の柏かしわ木ぎ仔犬丸です』


    　前置きはいい。お前の名前ぐらい知っている。本題に入ってくれ。


    『僕は同じ事務所所属の滝たきヶが峰みね万ばん理りさんと婚約することになりました』


    「えっ……。婚約……？」


    　今度は滝ヶ峰もマイクを取る。


    『私の体の中には彼の子供もいます。実は、前回のＫＣを辞退したのもそのせいです』


    　俺と舞まい花かは顔を見合わせた。


    　鏡に映ったように、あっけにとられた顔が二つ向き合っているだけだった。
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    ３話　NEW BORN BABY


    


    


    　新しん宿じゆくはさっき以上に奇妙な空気になっていた。一人ずつの受け止め方が違うのだ。おめでとうという声や、万ばん理りちゃん結婚するのか……という声や、あとは仔こ犬いぬ丸まるのファンの子が肩を落としたりしていた。


    　どうやら芸能リポーターもまったく情報がつかめていなかったらしく、二人は質問攻めを受けていた。


    「いつのまに愛を育はぐくんでいたんですか……。完全に不意打ちでした……」などと率直に聞く奴やつもいた。


    　仔犬丸は「異能力者を出し抜くことなんて無理ですよ。本気でこっちが隠そうとしたらどうしようもないんじゃないですかね」と答えていた。そりゃ、お前は隠おん密みつ行動が本職だからな。


    　滝たきヶが峰みねの家にあいつが出入りしてるのは知ってたけど、ああ、そういう仲だったのか。うん、おめでとう……。ちょっと俺も頭の整理がつかない。そのくせ、生まれてくる子供は親の美男美女の遺伝子を受け継いでさらに金持ちだから幸せだろうなとか、下世話なことを考えたりした。俺は何を羨うらやんでいるのだろう。


    「帰るか」


    「そうですわね……」


    　喧けん騒そうもいったん新宿の地下街に降りてしまえばウソのように引いてしまう。二人の結婚に関心のある人間は全人口から見れば知れているのだ。


    「私、素直に喜べませんでしたわ。呪のろいをかけようかと考えたぐらいですもの」


    「別に呪わなくてもいいだろ」


    「誰だれかが幸せになるのを見るのはつらいお年頃ですのよ」


    　墓穴を掘りそうなので、それには何も答えなかった。俺は自分が舞まい花かと結婚したらああいう発表をしたのだろうかと想像した。すぐに小こ手で毬まりの顔が思い浮かんで、想像を途中で止めた。


    　仔犬丸の顔を見たせいで、借りっぱなしの同人誌を具体的に思い出した。やっぱりそれもハーレム物だ。ストーリーが収束することなく、新しい女の子だけが増えていた。あんなことはありえないのだ。


    　ＪＲの中央東口を経由して京けい王おうの改札に入った。手を振っている舞花に俺も手を振り返した。


    　酒のせいか体がふらついていたので、一本あとの特急を待って、座って帰った。


    　帰宅すると、テレビがついていた。新宿で見たあの二人の会見の様子だった。


    　小手毬がテレビをじっと、なぜか立ったまま見ていた。


    「おかえりなさい、マスター。この件、知っていました？」


    「新宿で知った。二人が付き合ってることすら知らなかったよ。俺が鈍いのかな」


    「お祝いに何かお贈りしたほうがよいのでしょうか」


    「でも、あいつら金で買えるものはなんだって買えるからな。金で買えないものも今回手に入ったわけだし」


    　ちょっと上う手まいこと言えたつもりだったが、小こ手で毬まりにはまったくウケなかった。小手毬がゲラゲラ笑ったら、それはそれで怖こわいけど。


    「二年前から付き合ってたとテレビでは言ってましたが、本当なんですかね？」


    「さあな。真相は闇やみの中だ。確実なのは十一月の時点で、仔こ犬いぬ丸まるは滝たきヶが峰みねの家の寝具の場所まで知ってたってことかな」


    　仔犬丸にメールだけでも送ろうかと思って、やっぱり電話のほうに切り替えた。あいつは出なかった。出られる状態じゃないだろう。おめでとうと留守電に入れた。


    　みぞれにも大会の好成績おめでとうと電話するか悩んで、やめておいた。


    　讃さん辞じだって変に間まが空くと言いづらくなるもんだな。


    



    　なお、麻薬密売組織の下っ端が大量に倒れていたという報道は、滝ヶ峰の結婚に話題をさらわれて、いっこうに出てこなかった。コンビニで立ち読みした新聞に小さな記事が載ってたぐらいだ。明るみに出ないほうが安全なはずなんだけど、素直に喜べないな……。


    



    
      ★

    


    



    　時代は動いている。


    　わかったつもりでいたが、ここまで劇的だとは思っていなかった。


    　三月になって、白びやつ虎こから電話が来た。無事に東京の大学に合格したということだ。住む部屋を決めに東京に出てくるというから、それに付き合うことになった。仕事のない人間はこんな時、便利だ。小手毬はテレビの仕事で出ている。


    　高たか田だの馬ば場ばあたりで部屋を借りたいと言っていたので、高田馬場の駅で待ち合わせた。定刻の少し前に白虎は走って改札を抜けてきた。


    「お前、いつも走ってるな」


    「時は有限なんだよ」


    　目新しさのない警句めいたことを白虎は言った。


    　とりあえず早わ稲せ田だ通り沿いにあるチェーン店の仲介業者を当たってみた。予想していたが、こいつはネットで目星をつけるようなことはまったくしてない。行き当たりばったりだ。行き当たりばったりでそれを全力でこなそうとする。


    「ねえ、お兄ちゃん、どうして東京の部屋ってこんなに高いの？　こんなに高いのに、どうしてみんな食べていけるの？」


    「俺が八はち王おう子じに住んでる理由がわかったか。二十三区に住むということは、特別なことなのだ」


    「私、これまで無意識のうちに津つ山やまが世界の中心だって思ってたかもしれない」


    「津山は美みま作さかの中心でしかない」


    　美作から出なければ、美作が世界だと思いこんでもおかしくはないか。


    　問題があるとすれば、津山から東京だと変化が劇的すぎるということだ。柏かしわとか町まち田だとかで慣らしてから二十三区に踏みこむほうが精神的にいいんじゃないかと思うが、再度の引っ越しが面倒すぎるし、どうせ町田に住んでもなんやかんやで都内に出ていくだろう。


    　これでも商売人の娘なので、白びやつ虎こは高すぎる部屋を選ぶようなことはしなかった。むしろ、極端に安いところにしようとしたので、防犯上の問題もあるし、ある程度ちゃんとしたところにしろと言った。


    　夜もたいして暗くなさそうなところの三階を選んだ。


    　オートロックではないが、モニター付きインターホンだし、大丈夫だろう。案内された内覧でもとくに問題は感じなかった。ベランダもちゃんとある。月に七万三千円。親が影えい殺さつ師しと「ふゆかわでんき」で貯めた金でどうにかやれるだろう。厳しかったら姉の小こ手で毬まりから借りろ。


    　無事に部屋決めが終わったあと、高たか田だの馬ば場ばの駅前のコーヒー店に入った。そういえば、このチェーンも津山にはなかったはずだ。白虎は迷うこともなくケーキセットを注文した。


    「知らない人がインターホン鳴らしても絶対に出るなよ。宅配便の時だけ開けろ」


    「知らない人って言っても、せいぜい勧誘とかでしょ？　断ればいいだけじゃん」


    「いや、脅迫まがいの押し売りみたいなの、実在するからな。玄関にあがりこんだらあれこれ理由つけてまったく帰ろうとしないのとかもいた。帰れってちょっと押したら、絶対痛くないのに『痛い、痛い！』とか声あげたりしてな。あれで暴行だとか言い出すんだよ」


    「東京って怖こわいところなんだね」


    「東京が怖いんじゃなくて人間が怖いんだ。たくさん人間が集まると、一定数怖い奴やつも交じる」


    　さも東京のエキスパートのように語ってる自分がおかしかった。俺だって岡山の山中から出てきた田舎者だ。しかし、その田舎者も東京に来てから長い。多少は東京の作法を身につけた。東京の新人に心得を垂れるぐらいのことはできてしまう。


    「学生というのは、いいところが一つあるな」


    「何？　夏休みが長いこと？」


    　それもあるけど、それじゃない。


    「ほら、毎年四月になったら、立場が切り替わるだろ。一年生は二年生になり、二年生は三年生になる。たまに留年もあるけど」


    「そんなの、当たり前じゃん」


    　白虎はフォークについたモンブランのクリームをくちびるで丁てい寧ねいにぬぐった。


    「その当たり前なのがいいんだ。二年生になれば自分が先輩の仲間入りをするんだって気になる。三年生になれば受験とか就職が近づいてきたぞってわかる。社会人になると、そういう節目がどんどんわかりづらくなる」


    「わからないとダメなの？」


    　白びやつ虎ことみぞれに共通の部分がないか、俺は無意識に頭で追いかけていた。ぱっと見でわかるのは、きっとケーキを食べるのが好きだろうということぐらいだった。


    「わからないとな、上う手まく切り替えられずに出遅れるんだ。とくに大人は取り残されても誰だれも助けてくれないからな」


    　人間のほうが動く変化の場合はいい。だけど、たまに時代のほうが動くことがある。それに気づけなかったら、楽しいことにはならない。


    　それぞれの人間が次のフィールドに進もうとしていると最近強く感じる。


    　滝たきヶが峰みねは無事に子供を出産すれば一児の母になる。最低でも産んでしばらくの間は、ガチなバトルの座からは退しりぞく。


    　その立場はおそらく斎さい村むらたちが継ぐことになるのだろう。


    　みぞれは彼氏ができて、さらに大人っぽくなるんだろう。今年のＫＣには出られるかもな。


    　舞まい花かとも修しゆ羅ら場ばを昔の思い出として、しゃべれるようにはなっている。


    　仔こ犬いぬ丸まるは結婚したあと、変わるのかな。少なくとも大量のエロ本をどうするんだろう……？　あいつが父親になる図を想像できない。娘が生まれたら、ガチでコスプレさせそうだけど、大丈夫だろうか……？


    　俺も変わったんだろうかな、『天てん上じよう』になって。


    　その日の夜は、白虎と八はち王おう子じのアパートに帰った。小こ手で毬まりとどこかに食べに出てもいいなと思っていたが、白虎が小手毬の料理が食べたいと言ったのだ。気持ちはわからなくもない。


    　小手毬は肉じゃがを作った。甘いバージョンのほうだ。それとじゃがいもを蒸してつぶしてマヨネーズを入れて、ポテトサラダを作った。いもが余ってしまっていたらしい。あと、ミネストローネをぐつぐつ煮込んでいた。小手毬は野菜をたくさんとらせようとする。ミネストローネにもいもは入っていた。


    　ミネストローネには白虎が昔は食べられなかったセロリも交じっていた。それでも、白虎は残さずそのスープをたいらげた。いつ白虎がセロリを食べられるようになったのか自分は知らない。俺が津つ山やまを出てから十年近く経たっていた。


    「うん！　お姉ちゃんの料理、どれもおいしい！」


    「それはよかったです」


    　そう答える小手毬の顔はあまり楽しそうでもなかった。親族と会う時ぐらい笑っていればいいのにと思ったが、これが小手毬の素すなのかもしれない。素が出せているとしたら、やっぱり親族と会っている効果なんだろうか。


    「お姉ちゃん、何かつらいことあるの？」


    　そして、妹はちゃんと姉の不調に気づく。


    「悪いところはないですよ」


    「つらいことは？」


    　白びやつ虎この言葉はさくりさくりと相手の心に刺さりこんでくる。こういうのを食い気味というのだろうか。


    「たいしたことないですよ」


    　そこで小こ手で毬まりが笑った。それはタイミングとしては最悪だった。何かを繕つくろうためにしか見えないからだ。笑顔というものを誤ご魔ま化かしだけに使うんじゃ、白虎が引き下がるわけがない。


    「つらいことがあったら連絡してね。私、お姉ちゃんの悩みだったら、お兄ちゃんよりわかるはずだから。お兄ちゃん、デリカシーはまったくないもん」


    　白虎はすぐ具体的に行動に移そうとする。その点は本当に俺より立派だと思う。


    「大会出られなくて、不満か？」


    　白虎のおかげで俺も素直に尋ねることができた。


    　実のところ、小手毬が何かを気にしているという意識はあったのだ。


    　自分の仕事はちゃんとこなしている。もしかすると復活前よりも忙しいかもしれない。それでも、何かに満足しきっていない。


    　つまり、人生を楽しみきれてない。


    「むしろ、白虎さんは新生活での悩みや不安はないんですか？」


    「う～んとね、満員電車？」


    　白虎は小手毬が触れてほしくないのに気づいたのか、電車の話を延々と話しはじめた。津つ山やま基準で考えると東京の鉄道路線網は迷路と変わりがない。


    「乗り換え探索で調べたら、複数の選択肢が出てくるんだよ？　どれを選ぶのが一番いいのかよくわかんないよ。あれ、一番上が最善ってことでもないんだよね？」


    　そんな言葉の間、俺は小手毬の悩みについて予想をめぐらせていた。


    　目標のない生活のせいかな。


    



    
      ★

    


    



    　今年も桜が咲いた。


    　例年より一週間ほど早いとニュースキャスターは言っていた。毎年、例年より早いと聞いているような気がするけれど、地球温暖化のせいだろうか。


    　俺は南みなみ高たか尾おの山中にこもるようになった。考えてみれば、『天てん上じよう』になったからといって自主的に体を鍛きたえてはいけない決まりなんてないのだ。誰だれにも見られないようなところでの練習なら天て児こ奈なも問題視しないだろう。


    　今日は小こ手で毬まりもそばにいて俺の練習相手をつとめてくれている。いや、実験の手伝いをしてくれていると言ったほうがいいのかな。


    「行きますよ！　〈針化した柔糸シルク・ニードル〉！」


    　小手毬が地面から鋼鉄のように硬くした糸を突き上げる。手は抜いていない。何もしなければ、足から串くし刺ざしになって、炭火で焼かれた鮎あゆみたいな姿になる。


    「〈異能侵害インタラプト〉！」


    　俺は思いつきの英単語を叫ぶ。


    　名前はどうでもいい。言わずもがな、問題は中身だ。


    　小手毬の糸はふにゃりと俺の靴くつ底ぞこすら貫けずに横に曲がる。


    　靴が硬くなったのではなく、糸のほうが柔らかくなったのだ。


    　俺の二つ目の異能力。その名も【世界最強の邪魔者テリブル・ミラーマン】のせいだ。


    　意識を集中させるだけで相手の異能力をコントロールできる。霧きり雨さめと戦った時に異様な集中力を発揮した。その副産物だ。


    「まだまだ終わりませんよ！」


    　今度は小手毬が糸をしならせて鞭むちのように振るう。


    　悪い攻撃じゃない。糸にもちゃんと殺気がこもっている。


    　俺は気を張って、右手を差し出す。


    「──沈め」


    　糸が地面に這はいつくばって、そのまま失速する。


    　すぐに攻撃に転じることもできるが、安全を優先した。糸の動きを止めてから、攻めればいい。


    「──戻れ」


    　力を失っていた糸がＵターンして、小手毬を狙ねらった。


    「きゃっ！」


    　戦闘ではめったに聞かない小手毬の弱々しい声がした。しかも小手毬は目までつぶっていた。


    　そこに糸がぶつかって、はじき飛ばされた。


    　特訓を一度中断する。小手毬が尻しり餅もちをついていたからだ。


    「前よりは反応速度がよくなってるかな。成長と言えば成長か」


    『天てん上じよう』の力も次第に体になじんできている。実戦経験は数回しかないが、小手毬の糸を扱うのはかなり上う手まくなってきた。


    「マスター、その力はずるいです……。念じるだけでいいんじゃ、隙すきを突きようもないじゃないですか」


    「ずるいぐらいの力だから『天上』なんだろ。まあ、戦って負ける気はしないかな」


    　パートナー相手に得意になってもしょうがないのだけど、無力なのよりはいいだろう。あと、集中力を必要とするので、相手の攻撃を知っているほうがはるかにやりやすい。なので、小こ手で毬まりの糸を操作しやすいのは当然と言えば当然なのだ。


    　しかも小手毬の異能力は常に糸に力を加えるので、どのタイミングでも俺がコントロールできる。これが銃弾のように撃ちっぱなしにする能力とかなら、撃つ瞬間しか干渉の機会はない。撃たれた糸を消すだなんてことは、この力ではできない。


    『天てん上じよう』の仕事は相変わらず、大半が子供のケンカの仲裁だとか、その次元だ。そういうのが九件あったら一件ぐらいは異能力者との戦いが入る。


    　一週間前、空気の振動を起こして敵を切り裂さく異能力者と戦った。


    　俺は敵の力で軽くその服を引き裂いた。それからドスの利いた声で「俺はお前の力を自在に使える」と言ってやった。


    　ぶっちゃけ悪役の言葉であり能力だ。ザコではないが、正義のヒーローの奇抜な策によってついに攻略される悪役だ。念じるだけで敵をいいように扱う正義のヒーローなんてものには誰だれも感情移入ができない。


    　かなうはずのない敵と遭遇したと思ったのか、相手の男は両手を挙げて降伏した。その直前に異能力が使えないように念じていたのだ。俺はわずかばかりの勝利の可能性も奪ってやったわけだ。


    　なお、その日も小手毬は仕事でいなかった。『天上』は俺なんだから、俺一人で出向けばいいのだ。小手毬が来たところで姿は見せられないので、ついてきただけという結果になりがちだし。


    　天て児こ奈なには褒ほめられた。態度もサマになってきたとも言われた。おだて半分とはいえ、何割かは本心なのだろう。


    　俺も悪い気はしない。戦闘は不良を脅おどすのよりはやりがいもある。


    　でも、そんな仕事は廃パチンコ店での抗争と一週間前のと、あと二件しかない。それに一件につき、数分だ。


    　ちなみに数分のバトルのあとに、天児奈に十分くらい説教されたりする。


    　前回は「そういや、どうして滝たきヶが峰みねさんに『天上』になったって言ったの？」と苦言を呈された。


    「お前から言ってたみたいだし、いいだろ……」


    「それでも自主的な判断はしちゃダメ！　警告がないとやるって、ただのダメな子でしょ！」


    　天児奈にしては珍しくむすっとした顔をしていた。あの天児奈がむすっとするぐらいなのだから、相当腹立たしいことだったのだろう。俺に非があるのも事実なので、素直に反省した。


    　まだ半年も立っていないが、『天上』の生活はあまり楽しくない。マジで何か趣味でも持とうかな。できれば体を動かすやつ。流は行やりのサイクリングとか。


    　俺は空き時間のやり過ごし方に途方に暮れだしていた。最初は給料が出ないことに腹を立てていたが、今なら無償でもいいから働かせてくれと思っている自分がいる。暇ひまよりはいい。


    　その暇つぶしの一環で小こ手で毬まりに特訓に付き合ってもらっているのだ。


    　小手毬も異能力者として戦う場が奪われたことを苦々しく感じているはずだし、体を動かして、その鬱うつ憤ぷんを少しでも晴らしてやれればよかった。


    　ただ、俺が圧勝しちゃうんじゃ、あまり意味がないかな。


    「もう、今日はやめにしましょう」


    　小手毬は立ち上がると、土のついた尻しりをぱんぱんとはたいた。違いがよくわからないのだが、練習時に着る廉れん価か版ゴスロリ服らしい。


    「気を悪くさせたら、ごめんな。これが俺の異能力なんだ。こうやって戦うしかない」


    　小手毬みたいに糸を極めていく道もあったが、それで糸に関してまで小手毬を凌りよう駕がしたら、いよいよイヤガラセのようだ。


    「その力を見せられると自信がなくなってくるんですよ。私の糸の能力がものすごくつまらなく感じます。マスターの足手まといになるんじゃ、煌こう霊れいとして生きていたとしても、煌霊失格ですね」


    　覇は気きのない声で小手毬が言う。これ、かえってストレスをためてしまっているだろうか。そりゃ、ヒーローごっこでずっと怪獣役をやらされる側がわをしてるようなもんだもんな。


    「今になって戦う異能力者として活躍できない人の悲哀が少しわかりました。マスターのために何かしようと思っても、こんな練習台ぐらいにしかなれません」


    　最近、小手毬の自嘲的な言葉が増えてきた気がする。


    　そっか、俺だけじゃなく、小手毬も生きがいを必要としてるんだ。以前のような年末の目標ＫＣもないし。


    「あのさ、天て児こ奈なは『天てん上じよう』の大会参加だけを禁じてるんだ」


    　俺は手近な木にもたれかかる。


    「だから、お前だけが大会に出るなら服務規定上、問題はな──」


    「お客さんが怒り出しますよ」


    　俺の言動は全部裏目に出る。ただし想像もしてなかったってわけじゃない。おおかたそんなことになるだろうとは思っていた。


    「マスターは私の負担を減らすために大会に出ないことにしたんでしょう？　それなのに私だけで参加しますだなんて話が通用するわけがありません。マスターはウソをついていて煌霊の私だけに働かせている、そう言われることになりますよ。私も煌霊としてマスターの顔に泥を塗る手伝いはできないです」


    「もちろん、それも覚悟してさ。俺の世間的評価はこの際どうでもいい」


    「私はどうでもよくありません」


    「わかった。この話はもうしない」


    　どうせ俺にメリットのある話じゃないのだ。怒られるなら撤回するだけだし、小こ手で毬まりは一人で大会に出るだなんて認めるわけがない。


    　なら、どうしてこんなわかりきったことを聞いたかと言えば、次のことを聞くための前座だ。


    「けど、お前は戦う異能力者でいたいんだろ？　アイドルというだけじゃつまらないんだろ？　白びやつ虎こじゃなくてもわかるぞ」


    　白虎という言葉を出した途端、小手毬の顔が曇った。


    　あの日の違和感はまだ俺にも残ってるからな。


    「お前は、白虎と飯を食ってた時、『たいしたことない』って言ったよな。つまり、理由はあるってことだ。しかも、大会のことかって聞いたら答えずに流しやがった」


    　無視されたり、放置されたり、こういうのはされた側がわだけがはっきり覚えているものなのだ。


    「煌こう霊れいの苦しみに気づかないんじゃ、煌霊遣い失格だ。どうやってお前の悩みを解消するか一緒に考えようぜ」


    　自じ画が自じ賛さんだけど、俺は理解力のあるいい煌霊遣いだと思う。


    　それに舞まい花かにも前に言われたのだ。ちゃんと話し合えと。一緒に住んでるからって、こういうのをなあなあですませていると必ずしっぺ返しが来る。だから、俺は向き合う。


    　しかし、小手毬はがっくりと眠りに落ちたようにうつむいている。


    　顔はやけに赤い。熱でもあるんだろうか。


    「ち、違うんです……。たしかに大会に出られないことは悲しいですが、あの時、考えていたのはそれとは違うんです……」


    「じゃあ、何だよ？　俺とお前の仲なんだから隠し事するなよ。こんな山中で聞いてる奴やつなんていないし、恥ずかしがることなんてないだろ」


    「デリカシーがないです！」


    　小手毬に糸で顔を叩たたかれた。無防備だったので、無力化できずにバチンと叩かれた。下へ手たをすると、ミミズ腫ばれになるだろう。


    　そのくせ、危害を加えてきた側は両手で顔を覆おおっている。むしろ、叩かれたこっちが腫れた顔を覆いたいんだが。


    　デリカシーというと、まさに舞花が言っていたような問題だろうか。


    　だとしたら恥ずかしがるに決まってる。二人きりだとしてもかなり難易度が高いだろう。まして女子からは言いづらいはずだ。


    　そういえば、舞花の言っていたケースだと、そろそろ不信感とかが芽め生ばえてきてもいいような期間かもしれないのだ。お互いに、好意を抱いていますと伝えているのに、何もやってないのだから。


    　かといって、まったく見当違いなことだったら、状況が悪化するおそれもある。今時、セックスレスのカップルだって多数存在するのだ。こういうのは二人の間の問題だから、一般論でくくってもしょうがないし……。


    「と、とにかく、教えてもらえないとわからないし、パートナーの悩みは共有しないといけない！　俺は間違ったことを言ってるつもりはない！」


    　うやむやにはしないぞ。過去にも誤解で嫌いやな思いをしてきたのだ。俺は鈍感かもしれんが、気づいたからにははっきりとさせるぞ。


    「悩みといっても、白びやつ虎こさんには電話で相談しましたし、もうこの件は……」


    「ああ、白虎のやつ、しっかり見抜いてたもんな。けど、俺にも言えよ。でなきゃ、またデリカシーがないこと言い出すぞ」


    「わ、わかりました……。言えばいいんでしょう！」


    　捨て鉢のように小こ手で毬まりが言った。やっと、顔を覆おおう手がどいた。


    「あの……先日の、滝たきヶが峰みねさんと柏かしわ木ぎさんの婚約会見は覚えてますか？」


    「忘れるわけないだろ」


    　あっ、結婚式を挙げたいとか？　当たり前だけど、特別なイベントなんて一切行ってないからな。カップルですらないから、好きですと告白したはじまりの日みたいなのもあいまいだし。


    　あるいは内縁みたいな状況じゃなくて、ちゃんと籍を入れろとか？　法的にできるのだろうか。いや、できなくはないだろう。


    　どちらにしろ、やりようはある。うん、どんとこい。
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    「それで、私も……あ、あっ……」


    　えらく長いタメだな。待つ側がわのハードルも高くなっていく。


    　それでも俺は乗り越えてみせるぞ。不可能なんてない！


    「赤ちゃんがほしいなと思ったんです！」


    　斜め上だった。


    「え～と……煌こう霊れいって子供産めるのかな……？」


    「マスターが知らないなら私が知るわけないじゃないですか！」


    　質問したら、やけに怒られる。こういうことは女子に尋ねてはいけないのだ。


    　出産か。


    　煌霊について津つ山やまで調べた時に、そんなこと書いてあったかな……？　多分書いてなかったよな。というか、今の小こ手で毬まりって煌霊なのか？　煌霊ですらない特例だったような……。


    　わからないことは見て盗め。昔かたぎの職人ならそう言うかもしれんが、見ようがない。


    　わからないことは聞こう。


    　考えても無駄だ。


    



    　俺と小手毬は八はち王おう子じ駅の反対側にできた餃ギヨ子ウザ居酒屋に出かけた。


    　気味の悪い偶然だが、小手毬が倒れた日からちょうど一年後だった。


    　それは不吉な日ではあるけれど、同時に俺と小手毬が自分の気持ちを確かめ合った日でもあった。つまるところ、縁起のいい悪いなんてことは気持ちの問題で、誰だれかの命日はほかの誰かの誕生日でもあるのだ。


    　にぎわっている店の一角で、すでに天て児こ奈なと霧きり雨さめがサラダをつついていた。


    「はい、そっち側に並んで座って」


    「いらっしゃいましたね。八王子は駅前がきれいになりましたね。以前に仕事で来たことがあります」


    　霧雨の目は笑っていなかったが、俺がやった仕打ちを考えればやむをえまい。小手毬ともども、深々と礼をした。


    「けど、天児奈、あの野原で話すんじゃダメだったのかよ……？　周りに話を聞かれたらどうするんだ？」


    　ただでさえウサ耳カチューシャだから、こいつ目立つんだけど。こういうのもバニーガールと言うのだろうか？


    「おなかすいてたの」


    　欲望に忠実な奴やつめ。


    「あの異空間が僕は好きじゃないんです。あくまで僕は人間として生きていきたいですから」


    　霧雨のほうも身勝手な理由だった。とはいえ、こっちが話を聞かせてもらう立場なので下した手てに出るしかない。


    「のどかでいい場所だと思うけど、そこは個人の感想を尊重する」


    「のどかすぎます。もっと、人間の世界というのはごちゃごちゃしているものです。あそこは、とても不自然な空間なんです」


    「誰だれもいなくても聞こえないし、うるさくても聞こえないよね」


    　天て児こ奈なが上司らしくまとめた。


    　たしかに店は、へべれけな連中でむせ返るようになっている。メガネをかけていたら曇るかもしれない。座席の一部は店舗の外側にはみ出すように突き出ていて、台タイ湾ワンの飲食店のようだった。


    　俺と小こ手で毬まりは肉にく餃ギヨ子ウザと水餃子を注文した。あと、馬刺しとおつまみメンマも頼んだ。酔いながら聞くのも失礼だから、とりあえずウーロン茶にする。


    「最近、仕事どうですか？」


    　とてつもなくベタなことを聞いた。言うまでもなく、霧きり雨さめの仕事がどうかなんて興味もない。ボーナスが増えようが、解雇されようが、知ったことじゃない。


    「可もなく不可もなくです。いい点があるとしたら、営業畑なので、各地に出張に行けるんで空き時間にいろいろ楽しめるってことですかね」


    　霧雨はやっぱり律りち儀ぎに答えた。


    　おもしろみのない奴やつだが、今になって思えばこのクソ真ま面じ目めさに親おや父じは惚ほれこんで煌こう霊れいにしたのだろう。


    　自分を主あるじとして尽くしてくれると思ったわけだ。だとしたら、真面目であるがゆえに霧雨は自分の運命を切り開いたことになる。


    　そんなところに肉餃子と水餃子が運ばれてきた。味がしっかりついているので、まずは何もつけずにお召し上がりください。そう女の店員さんが言った。おかげで話にちょうどインターバルができた。


    　言われたとおりに肉餃子をそのまま口に放りこむ。餡あんがかなりしっかりしている。


    　次に水餃子。ぷりぷりした餃子がそのまま皿の上に載っている。スープ的なものにつかったりはしていない。これもびっくりするぐらい味が濃い。水餃子というと、味は薄めで醤しよう油ゆやポン酢につけるものだというイメージがあったが、まったく別のバージョンだ。酒にも合うがむしろ白米に合う。


    「そいじゃ、あらためて聞いていいかな？　煌霊とか人間とかそういう細かい部分は霧雨君のほうが詳しいからね。霧雨君に聞こえるようにお願いするね」


    　天児奈は霧雨がいる時は霧雨君と呼ぶし、いない時は新しん条じよう君と苗みよう字じで呼ぶ。


    　小手毬が恥ずかしげに赤ちゃんがほしいと説明をする。


    「なるほど。悩みはよくわかりました」


    　霧きり雨さめはすっと同情するような顔を見せた。お前、産んだことないんだから悩みがわかるわけじゃないだろと思ったが、ケンカを売ることにしかならないから黙っていた。


    「まず、煌こう霊れいの話をします。煌霊はそもそも出産できません。小こ手で毬まりさんもずっと生理はなかったはずです」


    　小手毬が小さくうなずく。


    　そういや、あいつが生理用品を買ったことなど一度もない。あまり教えたいことじゃないとしても、月のものは隠し通せるものでもないだろう。


    「大昔には、煌霊に子供を産ませる研究もしていたようですがね。現代より子孫を残すことに価値が求められた時代、そして人権なんて考えもなかった時代です。あまり気持ちのいいものでもないから文字の記録には残ってないと黄こう龍りゆうさんが話していたのを覚えています」


    　俺は顔をしかめた。煌霊という存在が生まれた時期は知らないが、そういうことは誰だれかがやっただろう。それにしても飯がまずくなるような話だ。


    「実験をしたけど失敗だった、そういうことでいいんだな？」


    「はい。そのとおりです」


    「けど、小手毬はそもそも今、煌霊なのか？」


    　霧雨がほんのわずかにうなずいた。


    「小手毬さんは人間でも煌霊でもない状態、もっと詳しく言うと煌霊よりは汎はん用よう性の高い状態です。やはり、これでは妊娠ができません」


    「わかりました……」


    　残念そうに小手毬がうつむきかけた時だった。


    「なので、小手毬さんが人間になればいいわけです」


    　また小手毬が顔を上げる。


    　霧雨め、可能性があるなら、まずそれを話せよ。渋しぶ谷やで会った時もそうだったけど、こいつ、落としてから持ち上げるパターン多くないか？


    「人間になればって、人にん魚ぎよ姫ひめじゃないんだぞ。どうやって人間にするんだよ」


    「僕らは『天てん上じよう』ですので。やり口はあります」


    　不敵に霧雨は言った。たしかに、常識なんてものは意味のない連中だよな。


    「俺も『天上』なんだけどな。で、どうするんだよ？」


    「僕もそうですが、煌霊というのはフランケンシュタインじゃない。過去は人間だったわけです。つまり、肉体の時間だけを人間である時まで巻き戻せばいい」


    　さらりと言ってくれるな。そんな力があれば、原理上は誰だって不死身になるぞ。『天上』が秘密主義な理由もわかってきた。


    　悪用しようと考える奴やつが出てきてもおかしくない。


    「ちなみに病気はどうなるんだ？　またそっちがぶり返したら小手毬が生きられなくなる」


    　小こ手で毬まりは病気で死にかけているところを煌こう霊れいにして生き延びたのだ。


    　俺としては小手毬が産む子供のことより、小手毬の体のことが心配だった。極論、自分の子供でなくたっていい。養子でもいいし、かわいがるだけならペットでもいい。ただ、こういうことは知識のない奴やつ同士で話しても、らちがあかない。だから『天てん上じよう』の二人を呼んだ。


    「そこは心配ありません。巻き戻すといっても、本当に過去に行くわけではありませんから」


    　なら、俺のほうの心配はない。あとは小手毬の気持ち次第だ。


    「もし、それができるのなら、お願いしたいですね」


    　小手毬は笑いこそしなかったが、希望を得ただろう。


    「だけどデメリットもあります」


    　天て児こ奈なが横にいるのだし、霧きり雨さめは事実しか言わないはずだ。そこは安心していい。俺は話を聞きながら、肉にく餃ギヨ子ウザをもう一つ口に入れた。


    「肉体の時間を戻すと、肉体が積んだ経験もゼロになります。つまり、異能力者ではなくなります。もちろん、記憶は残りますから再度厳しい修行を積めば、まったくの初心者よりはずっと速く力を開花できるとは思いますが、かなりの期間、異能力者として活躍することはできなくなるでしょう」


    　小手毬は両肘ひじをテーブルについて、その手を組んだ。神に祈っている巫み女このような仕草に見えた。


    「煌霊でも、異能力者でもない、『私』になるのですね」


    　手の奥に隠れて、小手毬の表情はまったく見えない。それでも小手毬がかなりの葛かつ藤とうを抱えこんでいるのは、なんとなくわかった。


    　とくに人間の少女であった時代になんら価値を見み出いだしていなかった小手毬にとって、それは築いてきたすべてを捨てていくことと大差ないだろう。


    　少なくとも、子供のためならそれぐらい、いといませんとすぐに言い出したりはしなかった。


    　そこに馬刺しと、なぜか時間のかかったおつまみメンマが来た。店員は話が重いと感じたのか、すぐに引っこんでいった。


    「それとね、善意で気軽にこんな力は使えないからね。いくら『天上』の冬ふゆ川かわ君の煌霊ちゃんといえどもね」


    　天児奈は俺たちにやさしくも厳しくもない。『天上』にとってみれば、小手毬を救ってやったわけであって、『天上』になってもらうよう頼みこんだわけではないのだ。


    「しかも、煌霊ちゃんが人間になったら冬川君が『天上』にとどまる意味もなくなっちゃうかもしれないし」


    「『天上』を抜けたところで、ＫＣに出ようとしたら、『天上』クラスが妨害に来るんだろ？　割りに合わないっての」


    「でも、リタイヤされるかもしれないのは本当だしね、そうだね、『天上』としてそれなりに働いてもらったら、人間にしてあげてもいいかな」


    「それなりっていうのはどれぐらいなんだよ。あんたらの基準がわからん」


    「プロジェクトと言っていい規模の仕事かな」


    「とにかく、そうは簡単にはいかないということですね」


    　小こ手で毬まりは予想がついていたのか、声はしっかりしていた。けれど、それは小手毬が諦あきらめなれた半生を送ってきたからかもしれなかった。


    「そんな意地悪しようとは思わないよ。私は煌こう霊れいちゃんに意地悪する理由がないもん」


    　天て児こ奈なの表情は思ったよりも陽性だった。少なくとも血の通っていないものではなかった。


    「それに、赤ちゃんがほしいっていうのは、私利私欲の中では最もピュアなものの一つだからね」


    　話は終わったとばかりに、ウサ耳少女は馬刺しを食べだした。それから店員の目を盗んで子供にしか見えない体に霧きり雨さめの注文していたビールを流しこんだ。


    「いや～、雑居ビルで飲むビールはうまいね、なんちゃって」


    　親おや父じギャグを言ったら、成人とみなされるわけじゃないぞ。


    「お前、結局何歳なんだよ。二十歳未満なら飲むなよ」


    「君たちよりだいぶ上だよ」


    



    　深刻な話の割りには、それなりに食べてしまったので、俺たちは甲こう州しゆう街道まで出て、ぶらぶらと歩いた。霧雨は電車に乗って、天児奈は店内にあるトイレのドアを開けて、そこから帰っていった。ドアならなんでもいいらしい。


    　夜の甲州街道はほとんど人ひと気けがなくて、サラリーマンを一人追い抜いていった先にはまったく人影が見当たらないほどだった。駅から離れているせいか、飲み屋のようなものもほとんどなく、全体的にうらさびれている。だからこそ、腹ごなしの散歩にはよかった。


    　俺の家は駅から近すぎる。


    　つめこんだ知識の整理には仮眠が有効であるように、気持ちが散ってしまっている心を落ち着けるためにただ、ただ歩く時間が必要なのだ。


    「白びやつ虎こさんはぜひとも産んだらいいとおっしゃっていました。自分も応援するからと」


    「応援ってあいつ、どうせ気軽に言ったんだろ。チアガールでもやる気か」


    　なんでもすぐに実行する奴やつは内省的な人間の深いためらいを理解できない。良くも悪くも楽天的なのだ。あいつは小手毬が子供を作ることはいいことだと思って、それ以上何も考えなかったのだろう。


    　もちろん、白虎の行動力が大事な時もあるけれど、たいていの物事はそんなに単純じゃないから、停滞しているのだ。


    「徒あだ花ばなさんのところにも相談しにいこうか、迷っていたんです。結局、行かないままになったんですけれど。それを未婚の方に尋ねるのはとても失礼なことのような気がして」


    　ぶっちゃけ、それ、ファインプレーだ。舞まい花かに小こ手で毬まりが聞きに行ったら、あてつけみたいになる。詳しいことは小手毬にも言えないが。


    「子供のできた滝たきヶが峰みねさんに聞くことも考えましたが、まだ出産前ですし、あの人の価値観も特殊でしょうし、やめておきました」


    　うん、親身にはなってくれなさそう。


    「あの、マスター、私はどうすればいいでしょうか……？」


    　小手毬は俺とまったく同じ歩幅で歩いているから表情が読み取れない。


    　ずっと昔、初めて会った頃ころは俺の歩く速度のほうがずっと上だった。


    　いつのまにか、小手毬は俺に自分をすっかり合わせたのだ。俺に合わせることが小手毬にとっての正しさだった。


    「煌こう霊れいのことは煌霊遣いが決めるべきことかもしれないけどさ、これはお前自身で決めてくれよ」


    　どこまで歩いこう。行けば行くほど、家からは遠くなる。でも、立ち止まるにはまだ早い。


    　世の中には椅い子すに座らないとしゃべれないこともあれば、だらだらと歩きながらでなければしゃべれないこともあるのだ。


    「お前が幸せになる選択を俺も選びたいんだ。バジルの時もお前、すごく苦しんで決めてただろ。あんな顔で選んだらまた後悔されそうで怖こわいんだよ」


    　あれなら選択肢なんてなかったほうがよかったと思った。そしたら、小手毬の悩みも一つ減ったのかもしれない。


    「私もわからないんですよ。子供を産んだほうが生きる意味になるのか、煌霊をやめないことのほうがいいのか……」


    　わずかに歩くペースが速くなる。俺が急いだのか、小手毬が急いだのか。ペースがぴたりと同じなせいでよくわからない。


    　もし自分に子供ができても小手毬ほどに愛せるのだろうか。まったく想像ができなかった。きっと産まれてこないことにはわからないのだろうな。


    「それに私は怖いんです」


    　お前が何かを怖がっていることぐらい、わかるさ。ずっと近くにいるんだから。違うな。ずっとお前のことを考えていたんだから。


    「今の私の力は、マスターと比べて劣っていますよね」


    　どうして小手毬が力の話を持ち出したのか、わからなかった。


    「お前が劣ってるんじゃない。俺が強くなったんだ」


    『天てん上じよう』に勝てないことの理由は自分の弱さなんかじゃない。そんなところで否定から入るな。


    「私が取り残されている点では同じことです」


    　小こ手で毬まりは手を握り締めていた。そうやっていれば、手の内に逃げこんだ弱さというものを握りつぶせると信じているみたいだった。


    「私はこれ以上マスターから離れたくないんです。子供ができたら、子供のことしか考えられなくなって、もっとマスターから離れることになるかもしれない。私にはわからないんです……」


    　頑張らなくていい、と俺は言ってやるべきなのだろうか。


    　ずっと、小手毬に頑張れと尻しりを叩たたかれて、ここまでやってこられた俺だけど、ここは頑張るなと言うほうが正解に近いだろうか。


    　小手毬の頭に手を載せた。


    　言葉に頼るのは危ういと思った。一方で、体に触れて安心させるのもずるいのかなとも思った。


    「母親にはなりたいですが、それでマスターの力になることができないなら、本末転倒です……。私はマスターのために生きないといけないんです……子供がほしいというのはたぶん、自分勝手なわがままなんです……」


    　小手毬の言葉はずっと一定だった。もう、俺たちは少しのことでケンカしたり家出したりするようなことはない。そういう子供じみたことをやるには長く一緒でありすぎた。


    「お前は煌こう霊れいにもほどがある」


    「煌霊なんですから」


    　狭い脇わき道みちが甲こう州しゆう街道を横切っているが、俺たちは車の確認もせずに通過する。


    　くしゃくしゃと小手毬の髪の毛をもんで、手を離す。手のやり場をどうしようかと思って、小手毬の左手を握った。


    「無責任かもしれないけど、産んでみないと絶対にわからないのかもな」


    「おなかを痛めない人は言葉に重みがないですね」


    　そう言われてしまえば返す言葉もない。たしかに腹から人間が出てくるだなんて、冷静に考えたら相当なホラーだ。それをやってのけられる女は強い。


    　アーケードが切れたところで、ぴたりと小手毬が立ち止まった。


    　振り向くと、いつもどおりの、つまり小手毬らしい落ち着いた顔の小手毬がいた。母親の顔でも恋人の顔でもなく、小手毬は昔からよく知っている小手毬の顔だった。


    「ひとまず今は私の仕事に集中することにします。いずれ心が決まるかもしれませんから」


    「だな。焦あせる意味は何もないもんな」


    　俺たちはゆっくり、ゆっくりと引き返した。


    　それなりに歩いたおかげで、腹もいい案配になってきていた。歩いたせいで、気分もどっちかというと高揚していた。


    　もしかすると今日は一線を越えるのにちょうどいいのかもしれないと思った。ずっと子供の話をしていたのだし、どうせいつかは通る道なのなら、今日が最も自然にやれるんじゃないか。


    　自分の中にこもっている熱が冷えてしまわないように俺は気をつけた。


    　途中にある商店街、ＪＲ八はち王おう子じの連絡通路、南口にせり出したデッキと花壇、飽きるほどに見てきた街が特別、輝いて見えた。


    



    　しかし、俺の計画は邪魔者が入ってこないことが前提だった。


    「どもー。さっきはおいしかったねー」


    　ウサギがまた家の前にいたのだ。


    　もう、お前、わざとやってるんじゃないか？　男女で同どう棲せいしてる家に夜九時以降に来るな。


    「そこにいると目立つから、違うところで待ってろよ。俺の部屋の中、入れるだろ」


    「隣に住んでる学生、もう帰宅してるから今日は出てこないよ。サークルの新歓チラシ、作ってる。四月頭であんまり人が入らなくて焦あせってるみたい。なので、声も聞こえません」


    「学生の個人情報はいらねえよ。霧きり雨さめ抜きで今度は何だ？」


    「君の仕事だよ」


    「正義の味方として、暴力を振るうのか。それとも、悪人を軽くビビらせて抑止力にするのか。どっちだ？」


    「今回は戦うほう。それも、かなりスケールが大きいかな」


    「わかった。仕事だからやるよ、仕事だからな」


    　嫌いや々いやながら、俺は言った。


    　扉の奥は俺たちの部屋じゃなくて、あの野原だ。最初はすがすがしくも見えた景色も、今では八王子の駅前とたいして変わらない。


    　そりゃ、誰だれも田舎に住もうとしないわけだ。旅行者目線なら棚たな田だの景色を美しいと言えるが、それは一いち見げんさんだからだ。耕す側がわになったら、収穫についても考えないといけない。


    「状況の説明もしたいから、ここに来てもらったよ。煌こう霊れいちゃんは聞かなくてもいいけど、どうする？　もう一回ドアを開けたら部屋に帰れるけど」


    「マスターが戦うとわかっているなら、参加したいです」


    　意地でも、という感じで小こ手で毬まりは俺の横に来た。


    　俺は正直むすっとしていた。あまり戦闘のことも考えていられなかった。


    　天て児こ奈なにいいところを邪魔されたからだ。


    　帰宅前にこんなテンションになったんじゃ、今日も小手毬を抱くことはできないだろう。俺の決意は外部的要因のせいで、いつもいつも先送りになる。


    　舞まい花かじゃなくても変に思われるよな……。


    　おそらく小手毬と出会ったタイミングが悪かったのだ。


    　これがデビュー直後ぐらいの時なら、もっと自然に、そういうのが当たり前なように、いけたはずなのだ。中学の後期から高校の初期というのは、こう、一番自意識が高いから、せめぎあいのすえに宙ちゆう吊づりになって、小こ手で毬まりはどう見ても年下なので俺がリードしないといけないわけだが、そんな知識など当然ないわけで。


    　早い話が、今は愛とか恋とかどうでもいいから、先に交尾がしたいのだ。


    「マスター、話を聞く前からつらそうですね」


    　今は小手毬に心までは読まれたくない。男の心は女には正確にはわからないだろう。


    「そうだな、大音量で何か聴きたいような気分だ」


    「君、あんまり働く気がないでしょ。気もそぞろだよ」


    　天て児こ奈なも勤務態度の悪さがわかったらしい。


    「常に働く気分なわけないだろ。夜は休む時間なんだよ」


    　文句があるなら事前に連絡しといてくれ。


    



    
      ★

    


    



    　椅い子すとテーブルが用意されていたので、野原でも会議はできるようになっていた。


    　天児奈は椅子に座って、缶ジュースを飲んでいた──と思ったら、缶タイプの振るゼリーを飲んでいた。それ、夏場に飲んだら、飲む前以上にノドが渇くやつだろ。


    「すでに知ってるかもしれないけど、最近、異能力者による犯罪集団が暗躍しててね」


    「はっきりとは聞いてない。俺が『天てん上じよう』でなければ、滝たきヶが峰みねが教えてくれてそうだけど」


    　異能力者の評判を貶おとしめるような存在を滝ヶ峰は許さないからな。


    　斎さい村むらあたりと制裁を加えに動くだろう。もっとも、滝ヶ峰本人は身み重おもだから指示に徹するだろうが。


    「犯罪集団っていっても、やってることは危険な薬の取引とかそういう次元だけどね」


    「ああ、あれか！　あの廃業したパチンコ店で戦った連中だな！」


    「あの人たちは末端も末端の実行部隊だけどね。あの組織が拡大しつつあるの。シンプルに言うとその組織をぶっつぶしてほしいんだよ。当然これまでと違う規模になるし、危険もともなう。トップがやり手でね、『御おん大たい』ぐらいの勢力に育つかもしれなくなってきたんだ。ほかにも社会に大きな害悪になるおそれがあるの」


    　天児奈は注意喚起のつもりだったかもしれないが、俺にとってはむしろ朗報だった。


    　これまでで最大級の案件じゃないか。いよいよ俺も実績を認めてもらえてきたのだろうか。


    「いきなりトップのところに案内してくれていいぜ。今日中に心を入れ替えさせてやる」


    「せかさないで。それなりに大きなプロジェクトだからすぐには動かないの」


    　珍しく天児奈も慎重だ。


    「どこまでを『天上』でつぶすか悩んでるのさ。『御大』の時もそうだったけど、トップ一人だけをやっつけるべきか、幹部までは全部倒しておくべきなのか、大規模になればなるほど悩みどころなんだよ。だから、とりあえず一時しのぎで前回みたいに行きすぎたところをはじいてたの」


    　まあ、個人の犯罪と比べられないぐらい、集団の犯罪は不確定要素が多いよな。たとえば学校で一クラス全員の考えてることを把握しきるのは、すごく大変そうだ。


    「未来が見える異能力者がいるんなら、組織になる前に止めればよかったんじゃないか？」


    「組織の主宰者となると、未来を読むのもすごく大変なの。個人の小悪党とはかかる労力が桁けたはずれなんだよ」


    「まあ、賢さのレベルが違うよな。組織なら一人倒して即解散ってなるかも怪しいし」


    「それに組織全員を片っ端から倒していくのも、『天てん上じよう』の主義には反するんだよね。神様だと勘違いしてるみたいだし。『御おん大たい』倒す時もトップしかやらなかったでしょ？」


    　言いたいことはわかる。未来が見えるというのは、言ってみれば個人の異能力者の都合でしかなくて、それ以外の人間にとってみれば事実でもなんでもない。


    　いきなり、目の前に「お前は数年後大事件を起こすからここでぶん殴なぐる」という奴やつが出てきたら、犯罪者は数年後に何かする側がわではなくて殴りに来た奴の側だ。しょっぴくだけの何かをしてもらえないことには『天上』も動きづらい。


    「とはいえ、もっと早くこっちも動くべきだったけどね。組織が大きくなりすぎちゃった」


    　反省しているのか、天て児こ奈なはウサギの耳を寝かせた。材質が気になるので、一度あれに触ってみたい。以前にも思ったが、カチューシャに見えて、本物の耳だったりするのだろうか？


    「『御大』の時は、変な話だけど、才能のある子が大量に参加してたから、個々人がその才能を発揮して、社会復帰できる可能性が高かったわけ。当時は表側に所属してない異能力者もたくさんいたからね。だけどその波も一度ひいて、現在裏社会に残っているのは、以前と比べれば小者かな」


    　斎さい村むらも表側でのうのうと飯を食ってるからな。


    「なので、今回は構成員を含めて、片っ端から指導していくつもり。だから一網打尽にできるタイミングまで、ちょっと待っててね」


    「こっちは実働部隊だからな。上の判断を仰ぐよ。ある程度、泳がせておいてから一斉につぶすってのはあまり趣味がいいとは言えないけどな」


    「今、つぶしてもまた不ふ穏おん分子が別の核を作って結集するだけだからね。非効率なわけ」


    　理由はどうでもいい。


    　確かなのは俺がまだ動く権利を持ってないってことだけだ。


    『天上』にも序列はあるだろうが、せめて自分が序列のどのあたりにいるのかぐらい教えてくれたって罰ばちは当たらないだろうにな。天児奈に聞いてもウサギの耳に念仏だ。


    　ただ、諜報機関というのは一人が捕まって拷問されても組織のことがバレないように、構成員には必要最低限のことしか話さないものらしい。親おや父じが昔そんなことを言ってた。


    『天てん上じよう』なんて一般に知られると最もまずい組織の一つだ。だから、俺はまさに構成員の一人にすぎなくて、序列でいえば底の底ってことなんだろう。


    「そんなわけで組織つぶし、やってもらってもいいかな？　いいともー」


    「お前が両方言うのかよ」


    「あ、そうだ、組織のトップとその名前ぐらいは教えておくね」


    　ずいと天て児こ奈なは写真とＡ４の紙を一枚、こっちに差し出した。


    　学生起業家のような、髪を軽く染めたチョビひげの若い男だ。紙のほうには藤ふじ白しろ透とおる（26歳）、異能力は瞬間移動に関するものか？　透とう明めい会かいのトップとだけ書いてあった。


    「そんなに悪そうな顔にも見えないけどな。どっちかというと意識高い系だ」


    「だから厄やつ介かいでね、犯罪と合法のスレスレみたいなところでお金を集めてる。メインは脱法ドラッグとかそういうの。直接的な麻薬はもうやってないみたい」


    　法的に規制できないことをしながら規模をデカくしてるのか。となると、『天上』もやりづらいかもな。


    『天上』は人間の世界に介入するが、その介入自体は必要悪という立場だ。病気の時の強い薬に副作用があるようなもので飲まずにすむならそれに越したことはない。


    「異能力者の力を行使して悪事を働いてるのとは違うからタチが悪いかな。そのくせ、ヤクザみたいな既得権益持ってる連中に狙ねらわれても異能力で逃げ出してる」


    「頭を使った悪党はいつの世も出てくるな」


    「君にこんな大仕事を任すつもりはなかったんだけどね。────あっ、そうだ」


    　なんか一休さんみたいにひらめいたらしい。


    「うん、これが終わったらでいいかな」


    「裏技でも思いついたのか？」


    「透明会の仕事が終わったら、煌こう霊れいちゃんを人間にしてあげてもいいよ」


    　それはきっと交換条件としては破格であったはずだ。狂喜乱舞してもいいぐらいかもしれない。それでも、小こ手で毬まりはおしとやかで通っているから──


    「どうか、よろしくお願いいたします」


    　誠意を示すことに意味があるように、深々と小手毬はおじぎをした。


    　小手毬にとって、これは恩典なのだ。


    　よほど、うれしかったんだろうな。小手毬は涙を浮かべていたのだ。小手毬が顔を上げた時に知った。


    　小手毬の中で結論が出ていたわけではないだろう。煌霊としての自分か、母親としての自分か、すぐには優劣もつけられないだろう。


    　それでも、夢を見ることだけは小手毬はできるようになった。青写真だった生きがいが実体をもった。ただの可能性だとしても、可能性のために生きられるようになった。


    　俺にも新しい目標ができた。


    　小こ手で毬まりのこの涙が無駄にならないようにしよう。


    　ただし、素直に前向きな気持ちになりきれない要素もあった。


    「なあ、もしかしてこの仕事、それだけヤバいってことか？」


    　こいつがあっさりと特例を用意するからには、それなりのリスクがあるはずだ。


    「大きな仕事とだけ言っておくよ」


    　天て児こ奈なは具体的なことは何も言わなかった。


    　もっとも『天てん上じよう』の俺が負けることなんて万に一つもないと思ってるけどな。
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    ４話　神経が割れる寒い日


    


    


    　天て児こ奈なから透とう明めい会かいというものの存在を教えられてからしばらく経たった頃ころ、ちょうどＧＷゴールデンウイークの直前、つまり俺が二十八になる直前に、滝たきヶが峰みねに呼び出された。それも、自じ由ゆうが丘おかにある滝ヶ峰の屋敷だった。


    　その場に仔こ犬いぬ丸まるがいた。もう、これは意外なことでもなんでもないんだよな。


    「結婚おめでとうございます」とまず言っておいた。


    「ありがとうございます、先輩。いやあ、気軽に恋愛できない立場同士、馬があったというか利害が一致したというか、ちょっと抜き差しならない関係になっちゃいましたよ」


    　仔犬丸は人の悪い笑みを浮かべていた。それに反比例するように、滝ヶ峰の顔が険けわしくなった。


    「余計なことは言わなくていい」


    　滝ヶ峰のおなかは見た限りだと、まだふくらんではいなかった。


    　俺はどうしてこの女が産む決心をしたのだろうかと、純粋に疑問に感じた。


    　発表などせず、産まないという道だってあったはずだ。多忙な中でさらに子供に割けるほどの時間があるだろうか。というか、子供とかあまり興味なさそうな気がしてた。


    　人のデリケートな価値観の部分だし、相手が滝ヶ峰じゃなくても、とても聞けやしない。俺には、滝ヶ峰が数か月先に第一子を産んでいるだろうことしかわからない。


    「滝ヶ峰先輩は立場上、孤独でしたからね。でも、人間は鋼鉄でできてるんじゃない。僕みたいなのにまで慰なぐさめてほしくなる時だってあるってことですよ」


    「だから余計なことは言うな。殺すぞ」


    　滝ヶ峰がガンを飛ばしていた。しかし、夫となる人間に「殺すぞ」と言う女もいろいろとすごいな。


    「いいじゃないですか。まだメンバーが揃そろってないんですし、男は猥わい談だんが好きなんですよ」


    「お前のそういう声は鼻につくんだ。夜の態度は全部芝居か」


    「人を騙だますのが僕の仕事みたいなものですよ。それに、僕らテレビに出てる人間は表と裏だけじゃなく、何種類も顔を使い分けてるじゃないですか」


    　ちょっと聞いていられないので、さりげなく視線を横にずらした。でも、小こ手で毬まりがいじられないだけマシなのかもしれない。


    「品性下劣な方ですね」


    　小手毬がさらりと人格否定の一言を放った。


    　そこにさらに仔犬丸が「あの人、夜は従順なんですよ」と俺に言ってきた。本気で滝ヶ峰が殴なぐりにいったのと、斎さい村むらが入ってきたのがほぼ同時だった。ケンカが続いていたら、小手毬も滝たきヶが峰みねサイドで参戦したかもしれない。


    「何？　次に倒さないといけないのは柏かしわ木ぎ仔こ犬いぬ丸まるなわけ？」


    　斎さい村むらの横には今日も燧のろしがひっついている。この二人は永久にケンカなど無縁のように思えた。人間関係もいろいろだ。


    「来る前にインターホンぐらい鳴らせよな。いや、鳴らさないほうがよかったか。このメンバーが集まる時点で、後ろ暗いことだしな」


    　これで誰だれかのお誕生日会だったら逆に怖こわいぞ。


    「もしかして、透とう明めい会かいのこと？」


    　と斎村が尋ねると、滝ヶ峰は「惜おしいな」と返した。


    「透明会というのは、藤ふじ白しろ透とおるの非合法活動の組織だ。あいつは表の顔でも複数の企業を運営している。その一つに、新しい異能力者の事務所がある。黒こく白びやくエンターテイメントという会社だ。まだ会社規模も所属異能力者の数も少ない。弱小企業だな」


    「それがどうまずいんですか？」


    　母体が暴力団である企業なんて、おそらく数えるのも嫌いやになるぐらいあるだろうが、表向き真ま面じ目めにやっているなら、つぶすわけにはいかないだろう。今回もそれに似ている。


    「黒白エンターテイメントの異能力者の中に、藤白が裏で流通させている危険ドラッグが蔓まん延えんしている。というより、ほぼジャンキーになっている異能力者を所属させていると言ったほうが実情に近い」


    「想像以上に悪質ですね……」


    「連中の真意はよくわからん。ただ、こんな事務所が摘発されたら、業界にとって深刻なイメージダウンになる。我われ々われで叩たたきつぶす」


    　滝ヶ峰の話の最中、斎村は別の資料を見ていた。どうやら構成員のプロフィールらしい。


    「たいした異能力者はいないわ。一気に叩きつぶすぐらいのことはできるんじゃない？　私レベルが三人いれば一日で終わるわよ」


    　視線を感じた。斎村と燧が揃そろって俺のほうに目をやっていた。


    「一人は私、一人は燧、もう一人はあなたのつもりなんだけど」


    「悪いけど、俺は出られない……」


    「幸せが人を弱くするなら、幸せになどならないほうがいいわ」


    　吐き捨てるように斎村が言った。


    　俺が戦わなくなった本当の理由をこいつらは知らない。だから、大会を放棄した俺のことが理解できないのだろう。


    　もっとも、その表情は非難というよりも哀れみに近く思えた。とくに燧のほうはその瞳ひとみから涙がこぼれ落ちても違和感がないぐらいのものだった。


    「心配するな。お前を頭数には考えていない」


    　滝たきヶが峰みねは落胆するそぶりも見せずに言う。


    「じゃあ、なんで俺が呼ばれたんですか？」


    「私の元では働かなくても、勝手に動きそうだったからな。透とう明めい会かいのすることを教えてやった」


    　まさか『天てん上じよう』が動くってばれてるのか？　滝ヶ峰なら『天上』とのルートもあるかもしれんが……。


    「敵が敵だし、余計なお世話をしようと思ったまでだ。文句があるならあとで言え」


    　引っかかる言葉だ。


    　そして、滝ヶ峰はただの思わせぶりな言葉なんて絶対に言わない。何かがある。


    「ねえ、この関係者のリストは全員が敵ということでいいわけ？」


    　斎さい村むらが低血圧そうな顔を滝ヶ峰のほうに向けた。


    「いや、黒こく白びやくエンターテイメント所属の奴やつを除けば、トップの藤ふじ白しろとかかわりがある者を列挙しただけだ。罪状が明らかな者とはページを別にしてある」


    「そう。少し安心したかも。ところで、このリスト、まだ冬ふゆ川かわには見せてないわよね？」


    　ぞわぞわと寒気がした。


    　なんで俺の名前がそこで出る？


    「隠すつもりはない」


    「じゃあ、私から見せるわよ」


    「なんなんだよ！　変にじらすのはやめてくれよ！」


    　思わず俺は立ち上がる。


    　それと同時に斎村が俺のほうにその資料をまわしてきた。


    　よく見知った名前だからすぐに目が留まった。ただし、それが何を意味するのか頭で理解するのにはもう少し時間がかかった。


    「マスター、何を固まっているんですか？」


    　小こ手で毬まりもその資料に目を落として、


    「えっ……！」


    　思わず手で口を覆おおって、表情をなくす。


    　その程度の破壊力はあった。そこには、こう書いてあったのだ。


    



    　霧きり原はらみぞれ──藤白透とおるの恋人。


    



    「繰り返すけど、まだ彼女がクロと決まったわけじゃないですからね。どんな悪人だって恋人ぐらい作るし、カタギじゃないからこそカタギの恋人がほしくなる奴もいますよ。黒い部分を隠して昵じつ懇こんになれるなら、仕事だって偽いつわるでしょう」


    　仔こ犬いぬ丸まるがフォローを入れてきた。これはフォローぐらいは入れないとまずい案件だと思われているってことだ。


    「そういや、恋人ができたって話は舞まい花かから聞いたんだよ。俺以外に頼れる奴やつができたのかなとも思った。でも、よりにもよって……」


    　なんでこんな問題のある奴と付き合ってるんだよ。グレた中学生と不良のカップルじゃないんだぞ。せっかく大会の調子も上がってきたらしいのに……。


    　やめろ。


    　疑心暗鬼になっても真相から遠のくだけだ。犯罪者だと知ってたら、舞花にも言わないはずだ。みぞれは何も知らないんだ。そうに決まってる。


    「私とて鬼ではない。疑わしいだけで排除したりはしない。それに私は警察でもないから、平等に悪を裁さばかねばならないわけでもない。表おもて沙ざ汰たにならないようにすますつもりだから、そう気をもむな。私は霧きり原はらにふくむところはない」


    「警察沙汰にはしないんですね」


    「業界のマイナスイメージになるからな。それに霧原みぞれが無実なら、醜しゆう聞ぶんに巻きこまれるのは気の毒だろう」


    　靄もやの中に飛びこんだような頭で、スマホを取り出していた。


    「みぞれに電話します。彼氏と別れろって……」


    　すぐに斎さい村むらに取り上げられた。『天てん上じよう』になったって言うのに、あっさり奪われた。
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    「落ち着きなさい。そんなことして、その子が彼氏に監視されてるぞってチクったらどうするのよ！　連中が雲隠れしたら責任とれるの？」


    「それって、みぞれが犯人の側がわって前提じゃないか。みぞれはこんな裏世界の人間と付き合うような奴やつじゃ──」


    「あなたは霧きり原はらみぞれの何なの？」


    　斎さい村むらの言葉にはこう答えるしかない。


    　──何でもないと。


    　だから、俺は口をつぐむ。


    　まったくだ。俺はみぞれの何なんだ。あいつの期待には何一つこたえていないし、練習だって見てやってない。成績が上がったことを褒ほめもしなかった。この数か月、みぞれとまともな接点はない。


    　これでみぞれのことをよく知っていると言ったらお笑い草だ。


    「仲のいい異能力者だ。不安になるのはわかる。私も霧原が関与してないなら悪いようにはしない。だが、余計なことだけはするな。邪魔をするなら、お前がどれだけ強くなっていようとこの手で叩たたき折る。お前が霧原に引導を渡したいなら止めはしない」


    　言葉の強さの割りに滝たきヶが峰みねは落ち着いていた。


    「あんた、俺に釘くぎを刺すためにここに呼んだんだな……」


    「お前の勝手で多数の人間が危ない目に遭いかねんからな。少なくとも、何も知らずに霧原の味方をしたという言い訳だけは封じたわけだ」


    　腹は立っていた。だが、何に腹が立っているのかよくわからなかった。滝ヶ峰に憤いきどおっているのか、みぞれに憤っているのか、それとも俺自身になのか。


    「ちなみに、もし万ばん理りが戦わないといけない時は僕が代わりに冬ふゆ川かわ先輩の相手をしますから」


    　初めて仔こ犬いぬ丸まるは万理と下の名前で滝ヶ峰を呼んだ。それから、男冥みよう利りに尽きるとばかりに歯を見せてにやりと笑った。


    「先輩にとってみぞれちゃんはただの友達ですけど、こちとら妻と子供なんでね」


    「俺は野蛮人じゃない。安心してくれ」


    　そう言って俺はもう一度席についた。


    　小こ手で毬まりが俺の背中をさすってくれた。酔って、蒼そう白はくな顔になっている人間にするように。


    



    
      ★

    


    



    　滝ヶ峰はすぐに動くつもりもなかったようだし、それは天て児こ奈なたち『天てん上じよう』も同じだった。


    　敵が組織である以上、正面突破を図るわけにもいかないらしいし、敵も誰だれかと戦いたいという意図はないだろうから事を荒立てない。表面上はどうということもない日常が続いた。


    　俺は俺で、『天てん上じよう』として悪あく因いん悪あつ果かを断ち切るために戦った。といっても、敵の異能力を操る俺にとったら戦うというほどの意識のことでもなかったが。


    　少しばかり念をこめるだけで、敵の異能力は不発になり、逆流し、暴発する。


    　そこから白旗をあげるか、さらに無駄な抵抗を示すかはそれぞれだが、どのみちさらに絶望してもらうために恐怖を植えつけることが多い。謝罪すればその場を逃れられると思われては困るのだ。


    「お前、みぞれのこと、知ってただろ」


    　一度、農村地帯での仕事が終わったあとに天て児こ奈なに聞いた。


    「ぶっちゃけると、知ってた」


    　天児奈はあっさりと白状した。


    「『天上』には公平性がいるからね。自分の仲間だけ優遇されまくるというのは困るしさ。新しん条じよう君が君の煌こう霊れいちゃんを全然生き返らせようとしなかったのでもわかるでしょ？　戦わされるぐらいなら生き返らせる方法を探しそうなものだけど、そうはしなかった」


    　たしかに霧きり雨さめが戦いに勝ったところで恨まれるわけだし、霧雨としては何も楽しくはない。


    「今回に関しては、君がどれだけ『天上』の職務に耐えられるかの簡単な試練かな。逆に言えば、それがしんどいなら普通の人間に戻って一生を終えるというのもアリなんだよね。みんなそっちを選ぶと『天上』が崩壊するから、あまりうれしくないんだけど」


    　天児奈に仕事で連れてこられた何県かもわからない田舎の空は雲がやけに勢いよく流れていた。あの高いところで、どんなに強く風が吹いているのだろうと思った。


    　風は地上にまでは届いていない。来ているのかもしれないが、ほとんど感じない。別の時間が流れていると言われても、ことさらに驚いたりはしないだろう。


    「時代は動いてるんだな」


    「何それ？」


    「お前は長生きしてそうだから麻ま痺ひしてるかもしれないけど、時代には節目ってものがあるんだよ。その時に人間も大きく変わるんだ。さなぎが体破って蝶ちようになるようなもんだ」


    「クサいね。シュールストレミングくらい」


    　クサすぎるにもほどがあるだろ。


    「けど、変態に失敗して死ぬ奴やつもいるし、なぜかさなぎのままで死ぬ奴もきっといるんだ。節っていうのは出っ張りだからな。引っかかる奴もいる」


    　みぞれはもしかすると節に引っかかったのかもしれない。大人になるところで変になったのかもしれない。


    「韓かん国こくのエイを発酵させた食べ物ぐらいクサい」


    　ホンオフェかよ。だから、それもクサすぎる料理だから。


    「透とう明めい会かいのほうは泳がせておいていいのか？」


    「泳がせる？　エイだけに？」


    「かぶせてねえよ！」


    　俺はウサ耳の動きで解答を得ようとした。天て児こ奈なの考えていることがなんとなくわかるようになってきた気がする。


    「思ったより統制がとれててね、今は内部でこつこつやってるみたい。そのうち外に向けて大々的に薬を展開しようとするだろうから、その時を叩たたくよ」


    　羽目をはずすまでは悪の組織でも見逃してやるってわけか。まあ、『天てん上じよう』はあらゆる悪を根絶する機関じゃないからな。


    「君のプラスになる情報だから言っておくと、別にみぞれちゃんが組織の女幹部だとか、そんなことはないよ。彼女が一切無関係だとしても、この仕事は『天上』の君がやらないといけなかった」


    「そこは疑ったりしてない。お前らは縁故でズルはしないようだからな」


    「むしろ人間関係の問題があったから、煌こう霊れいちゃんの便宜を図ってあげようって思ったわけだよ。悪魔の取引じゃないからね。誤解しないでね」


    「だから、わかってるよ」


    　今日の天児奈は焦あせっているところがあるように見えた。俺に嫌われても痛くもかゆくもないだろうと思ったけど、わざわざ嫌われたい奴やつはいないか。


    「気になるならさ、その子と一緒にごはんでも食べたら？」


    　軽く天児奈が言った。もし聞き逃したら、きっと二度目を聞くことはなかっただろう。だけど、そういうところに大事な要素は入っている。


    「天児奈」


    「何？　無責任なこと言った？　腹が立った？」


    「お前、それ、ファインプレーだ」


    



    　六月の湿度の高い日、小こ手で毬まりの復活を祝ってもらったメンバーで飲んだ。店は新しん宿じゆく御ぎよ苑えん前まえの駅前にある大衆居酒屋だ。デカい寿す司しが名物らしい。この際場所はどうでもいいし、メンバーもみぞれがいればほかはどうでもよかった。


    　なぜか、川かわ匂わがはじまる前から酔っていた。〇ゼロ次じ会かいを自主的にやっていたらしい。


    「ああ！　あのプロデューサーのバカ野郎！　あんなアイドルよりこっちのほうが数字取れるのに！　事務所がプッシュしてるだなんて知りませんよ！　事務所じゃなくて視聴者のことを考えて番組作ってくださいよ！　局地的な豪雨でお前の家だけ水没しろ！　最近買った車も桃もも太た郎ろうの桃みたいにどんぶらこって擬音とともに流出しろ！」


    　番組一つ降板になった恨みつらみが激しいな……。


    「蟠ばん龍りゆう院いんさん、あなた、水を飲んだほうがいいと思いますわ……」


    「水なら間に合ってまーす！」


    　手から水を出して川かわ匂わは自分の口に注いでいた。自分で出した水って、あまりきれいじゃない気がするが……。


    「みぞれちゃん、氷をお願いできますか？」


    　舞まい花かが黙らすことに決めたらしい。


    「わかりました！」


    　ビニール袋にロックアイスを送りこむと、それを舞花は川匂の首筋に当てた。そのまま、川匂は「冷たい……。世間の荒波ぐらい冷たい……」と沈黙した。居酒屋が少し静かになった。


    「霧きり原はらさん、氷を生み出す力、強くなりましたね」


    　隅で淡々と刺身を食べていた小こ手で毬まりが言った。


    「あっ、わかります？　以前はおおざっぱに氷柱つららを出したり、ブリザードにするぐらいしかできなかったんですけど、汎はん用よう性が高くなってきたんですよ～」


    　褒ほめられてうれしいのか、みぞれが頭をかいた。


    「少し前も福岡の大会にわざわざ出て優勝してましたよね」


    「ありがとうね！　有名な人はいないから、そんなにすごくないんだけど、今は場数を踏んでおきたいんだよね」


    　みぞれが実力派の異能力者になりつつあるのは事実みたいだな。去年なら地方のイベントでも結果は出せなかっただろう。そもそも地方のイベントまで出るような意欲まではなかった。


    「もしかして恋の力でしょうか。恋人がいると、徒あだ花ばなさんからお聞きしましたが」


    　小手毬が彼氏の話に誘導しようとしていた。


    　俺もこれを確かめないといけないのだ。


    　みぞれのためというより、みぞれが無関係だと知って安心したかった。


    「そう言われると照れちゃいますね。はい、付き合ってます。ベンチャー企業の社長さんなんですけどね、かなりイケメンなんですよ～」


    　普通にみぞれはのろけた笑みを浮かべた。とくにその表情に陰みたいなものはなかった。どうでもいいけど、よく女優が芸能界と関係なさそうな企業の若手社長と結婚したりするけど、あれってどこで知り合ってるんだろう。年収三千万以上しか行けない合コンみたいなのがあるのかな。


    　むしろ、舞花が彼氏の話になって真顔になってるのが怖こわい。


    「あ～、わたくしもそろそろどうにかしないといけませんわね。朱す雀ざく、誰だれかいい人、紹介してくれませんこと？」


    「先日、飯はん能のうに行ってうどん食べたけど、けっこうおいしかったぞ」


    　まったく関係ない話題で誤ご魔ま化かす作戦。舞花に詰め寄られると、まったく頭が上がらん。


    「ねえ、朱雀、誰か紹介してくれませんこと？」


    「埼玉のうどんの店なら紹介するぞ」


    　ここは全力で逃げる。みぞれのこともあるし、それどころじゃない。


    「霧きり原はらさんは彼氏ができて変わったことなどはあるのですか？」


    「自分じゃない誰だれかのために頑張ることの気持ちよさがわかったかな」


    　みぞれは時折、ふっと悟ったような顔をするが、その時もそうだった。


    「これまで、みぞれは自分のために生きることしか考えてなかったんです。みぞれに足りてないところがたくさんあったからしょうがないとは思うんですけどね。けど、自分以外に大切な人ができて、その人のことも考えられるようになったっていうか、視野が二人分になったっていうか」


    「ご立派ですね」


    　小こ手で毬まりは自分の表情が寂しげなものになるのを隠しきれなかったように思えた。


    「それに、彼氏のほうもみぞれが異能力者として頑張ることを応援してくれてるんです。ＫＣにも出場しようねって！　みぞれ、二人でなら夢をつかめるかもしれないです！」


    「予選、突破できそうなのか？」


    「彼氏の──フジさんの応援があれば、突破できます！」


    　恋人のニックネームが飛び出した。


    　みぞれは胸を張って、ウーロン茶を一杯飲んだ。その豪快さには、恋人がいるんだぜ、というドヤ感がある。


    　人の幸せを素直に喜べないというのは、なかなか厄やつ介かいなものだ。


    　仮にみぞれが本気の恋をしているとしても、その男は悪人で、近いうちに罰せられるのだ。


    　まず異能力者の事務所黒白エンターテイメントが、仔こ犬いぬ丸まるや斎さい村むらたちにつぶされるだろう。


    　仔犬丸から追加で情報を聞いたが、藤ふじ白しろが事務所で流は行やらせている危険ドラッグは類例のないまったくの新種だという話だ。


    　そんなものが世間に拡散すると大問題なので、近いうちに制裁を加えるらしい。


    　藤白という異能力者の実力のほどは知らないが、滝たきヶが峰みねの側がわに勝てるわけはない。


    　表の顔がつぶれた時点で裏の顔を持つ藤白が消滅しはしないが、それで裏の仕事に力を注げば、天て児こ奈なは俺に退治を命じるだろう。


    　その時にみぞれは最低でも恋破れることになるのか。


    　まったく、ままならないものだ。


    　全員を幸せにする道がどうしてどこにもないんだろう。なんで子供向けアニメみたいに大団円が訪れないのだろう。


    　もし、神様がいたとしたら、何か重大なミスをしたとしか思えないな。


    「彼氏は異能力者の事務所も立ち上げたんですよ。いつかはＫＣの優勝者もそこから出したいってはりきってました」


    　だったら合法的に取り組んでくれよ。斎さい村むらその他がリングの上で相手してくれるだろう。


    　みぞれの彼氏の話はそこで終わり、みぞれの大学の話になった。二年生のみぞれは学業をサボったりせずに、むしろ積極的に勉強しているように思われる。ぶっちゃけ俺に学がなさすぎるので、よくわからん。


    「あなたはいい子ですねぇ、いい子ですよ！　いい子だ！」


    　かなり酒の入っている川かわ匂わが妙な褒ほめ方をした。


    　ただのいい子であってくれればいいんだけどな。騙だまされてるのかどうかはわからないままだった。


    　ああ、みぞれは俺からしたらまぶしいぐらいにいい子だよ。


    　俺は顔を上にして、日本酒を一気に煽あおった。酔ったせいにしたかった。


    「なあ、みぞれ、らしくないかもしれないけど、先輩として一言言わせてくれ」


    　みぞれと上う手まく目が合わないのは、俺が酔っているからだ。みぞれの顔を見るのが怖こわいからじゃない。


    「先輩の言葉ならみぞれはなんだってありがたいですよ」


    「お前、もうすぐ二十歳だろ。自分が正しいと思うことをやれ。後悔なんてしないようにしろ。俺は二十歳の頃ころ、完全に腐ってたからな」


    　あの時から、自分の力を磨みがくことに徹していれば、もっとまともになれたかもしれない。少なくとも日々に空むなしさを感じて過ごすことにはならなかったはずだ。


    「大学生はまだ何者にだってなれる。間違ったことをするなよ。間違ってると心のどこかで思ってることをするなよ」


    「先輩って、本当に先輩ですね」


    　トートロジーなことを言って、みぞれは笑った。


    　酒が入っていないから、みぞれの笑顔が一番純真であるに違いなかった。


    



    　小こ手で毬まりと帰宅すると、部屋の中に天て児こ奈ながいた。


    　電気をつけたら、普通に立っていたので、かなりびびったが。


    「お前は幽霊か！　真っ暗なところに立つな！」


    「前に部屋の中で待てって言ってたから、そのとおりにしたのに」


    　こいつ、絶望的に常識がないな。ある意味、さすが『天てん上じよう』という気もするが。


    「それで何の用なんですか？」


    　小手毬はとっとと話を聞いて、お引き取り願いたいらしい。俺も同じ気持ちだ。ただし小手毬は、天児奈がウサギを連れている場合はかわいがっているが。


    「組織が動いたみたいだよ。黒こく白びやくエンターテイメントの中での実験も終わったってことかな」


    　この場合の組織は、特定の一つのものしか指さない。


    「危険ドラッグを一気に売りさばくつもりだね。別名義でやってる物流会社の小お田だ原わらの倉庫に保管して、後日商品チェックに来るらしい」


    「そこを襲撃しろってことか」


    　天て児こ奈なの耳が前後に動いた。


    「この件が終われば人間になる権利をいただけるんですね？」


    　小こ手で毬まりが詰問するように尋ねた。


    「イエス。でも、その前に権利を行使するかどうか決めてから聞いたら？」


    「権利というのは所有することに意味があるんですよ」


    　小手毬はすぐに人間になるなんてことは、まったく言わなかった。


    　まずは目の前の戦いだ。


    「ちなみに煌こう霊れいちゃんは参加しなくてもいいんだからね。働くのは冬ふゆ川かわ君だけだよ」


    『天てん上じよう』は俺だけだ。だから、その言葉は小手毬が楽をしてもいいということを教えてくれただけのことのはずだ。


    　ただし、小手毬にとっては侮ぶ辱じよくに聞こえただろうが。


    「私は足手まといになどなりません」


    　糸を両手でぴんと張って、小手毬が言った。


    



    
      ★

    


    



    　東とう海かい道どう沿いから少しそれた山沿いにその物流倉庫群はあった。


    　閉まっている倉庫もあれば、開けっ放しのものもある。閑散としているのは日曜で営業をしていないからだろう。奥のほうに大型トラックが並んでいた。休日のトラックはなぜか見た目よりも軽く見える。


    　俺と小手毬は二人でその倉庫群の中を歩いている。わざと人の目につくように。働いている部外者がいるかどうかチェックするためだ。


    　今日はウサギの姿はしていない。ここまで後ろ暗いことしてたら、こちらの正体を暴あばくも何もないだろう。


    　それに、俺の知り合いが交じっているかもしれないしな。


    　天児奈はついてきてはいない。


    　俺をここに連れてきてから、どこかに行ってしまった。いつもあいつは事が終わったあとにひょっこり出てくる。あくまでもこれは俺の業務なのだ。


    「この倉庫の一番奥が藤ふじ白しろが借りているやつらしい」


    「誰だれもいなかったらどうします？　危険ドラッグをダメにして帰りますか？」


    「連中を警戒させちゃうしな。隠れるところぐらい、いくらでもあるだろうし、その場合はしばらく潜伏しとく」


    　今日はおひらきと天て児こ奈なが判断すればあいつがやってくるだろう。


    　例の倉庫は、人一人がかがめばくぐれるぐらいにだけ、シャッターが開いていた。


    　内部は薄暗いが、高い窓から日の光が入ってくるから、まったくの闇やみというほどでもない。心なしか、外より空気が冷たい。


    　あとはダンボールがずらりと背が隠れるほどの高さまで積んである。何用かはわからないが、とくにうさんくさいもののようには思えない。


    　ダンボールのせいで碁ご盤ばん目め状になった中を俺と小こ手で毬まりはゆっくりと歩く。


    　そして隅にほかと違う雰囲気の、白い箱の集まりを見かけた。


    　おそらく、たいして重いものではないのだろう。強度の低そうな箱が空気の詰まったぷちぷちの梱こん包ぽうシートでくるまれている。数はくるまれている箱でせいぜい二十箱。ここに来るまでに見たダンボールと比べると微々たる量だ。


    「ほぼ、確実にこれだろうな。いかにも怪しい薬が入ってるって感じがする」


    「少量の粉を高値で売りさばけるなら、この箱だけでも相当な収入になるでしょうね」


    　さて、適当なダンボールで身を隠すかと考えた時──


    　殺気を頭上から感じた。


    「ちっ！」


    　言葉を交わすまでもなかった。俺も小手毬も左右に散りダンボール群から抜けた。


    　自分たちがいたコンクリートに、無数の氷柱つららが突き刺さっていた。突っ立っていたら、焼き鳥みたいに真ん中に穴が空くところだった。


    「天井か。となると、最初からばれてたか」


    　見上げると、そこに一人の女の異能力者がいた。


    　コウモリのように壁に足ではりついている。最初の一撃がはずれたからか、重力を無視して、壁を伝ってこっちに降りてきた。


    　ああ、最悪のケースだ。


    　運命の神様は意地が悪すぎる。


    「ひんやりしてると思ったら、お前が壁と天井を凍らせてたせいか」


    「誰だれかが邪魔しに来るとは考えていたんですが、先輩でしたか」


    　最初のうち、みぞれは呆ぼう然ぜんとした顔で俺たちを見つめていたが、やがて得とく心しんがいったという顔になって、


    「そっか、先輩が戦う異能力者を引退しただなんておかしいと思ったんですよ。裏社会と戦う立場になったんですね！」


    　こんな場所なのに、まるで寿ことほぐようにみぞれの言葉は響いた。


    　けれど、そのみぞれの表情に寂しげなものが交じる。


    「こんな形では会いたくなかったなあ。これもみぞれが悪いせいなのかなあ」


    「無駄だとは思うけど、一応、断っておくぞ。俺たちは泥棒じゃない。その危険ドラッグだかなんだかを流通させるのを止めにきただけだ。お前が何も知らされてないなら、全部不問にできる」


    「みぞれが何も知らないだなんてことがあると信じているんですか？」


    　悲しそうにみぞれが笑った。


    　これでみぞれはクロになった。俺が『天てん上じよう』として倒さないといけない相手になった。


    　とはいえ、斎さい村むらなんかにやらせるよりはマシか。あいつじゃ平然と命を奪いかねない。少なくとも、みぞれの命が危ういとやきもきしなくてすむ。


    「お前がどこまで関与してるかわからないけど、すぐに手を引け。透とう明めい会かいも藤ふじ白しろのやってる企業もいずれ壊滅する。黒こく白びやくエンターテイメントも俺以外のルートで攻撃を受けるぞ」


    「お断りします」


    　みぞれが右手をさっと払うように振る。氷の飛礫つぶてが俺と小こ手で毬まりの足下に刺さる。


    　これまでのみぞれと比べると、戦い方が異なっている。


    　みぞれはせいぜい相手を氷づけにするのがやっとだった。けど、この飛礫は刺し殺すためのものだ。純粋な戦闘のための異能力利用。


    「フジさんがリスクの高い計画を考えてることは付き合ってから知らされましたよ。でも、フジさんが一生懸命にやってるんだったら手伝ってあげるのが彼女というものでしょう？」


    「フジさんって言うのは藤白のことでいいんだよな？」


    「そうですよ。真ま面じ目めな異能力者です」


    　皮肉でもなんでもなく、みぞれは藤白を真面目と評した。


    　真面目な奴やつは危険ドラッグの扱いなんてやらねえんだよ。


    　みぞれが最初から藤白の正体を知らなかったことにわずかな安あん堵どを覚えた。


    　とはいえ、それで何が解決したわけでもなかった。みぞれは藤白と同じ色に染まることを選んだのだから。


    「霧きり原はらさん、あなたは愚おろかです。彼氏のことを考えるなら、止めてあげるべきだった」


    「小手毬ちゃんも同じことをすると思うよ。強い異能力者を彼氏が望んでたらね」


    　小手毬の顔がこわばった。


    　きっとそのとおりだと感じてしまったのだろう。小手毬は俺が戦う異能力者であるようにとずっと願っていた。安穏とした生活のために戦うことを放棄するようなことは認めなかった。『御おん大たい』の本拠地にだって乗りこめと小手毬は言ったのだ。


    　それは冬ふゆ川かわ朱す雀ざくという煌こう霊れい遣いが戦うことでしかその価値を見み出いだせないから。


    　藤白透とおるにどんな思想があるかは知らないが、仮にそいつが強い異能力者にあこがれたとしたら、みぞれもひたむきに強くなろうとするだろう。


    　ただでさえ、強い異能力者になることはみぞれの長年の夢なのだ。


    「わかってくれたみたいだね。そしたら、みぞれのためにもここは退ひいてくれないかな？　みぞれも小こ手で毬まりちゃんを傷つけるのは嫌いやなんだよ」


    　みぞれの態度にも顔にも、戸惑いのようなものはない。


    　大人の、敵の異能力者一人がそこに立っているだけだ。


    「先輩もみぞれと戦うのが怖こわいなら逃げてください。みぞれの目的はここを守ることだけですから。追いかけて攻撃するようなことは絶対にしません」


    「お前こそ、降伏しろ。俺と戦って勝てるわけないだろ」


    「勝てるわけないなら戦わないんですか、先輩は？」


    　そうだ、とはいえなかった。


    　絶対に勝てないと思い知らされても俺は霧きり雨さめに向かっていった。それとどう違うのかと言われれば、答えられない。


    　なぜか、みぞれは昔のような子供っぽい笑みを浮かべた。


    「みぞれ、ここで先輩と出会えて、ちょっとうれしいです」


    「どこに喜ぶ要素があるんだよ？」


    「やっぱり、先輩は戦う異能力者ってことじゃないですか。大会に出なくなっても、それは表だけのことだったんですね。先輩は声援のないところでも、ずっと戦っていたんですね。まさに正義の味方じゃないですか！」


    　ああ、俺はずっとみぞれに目標にされていたんだ。


    「先輩はみぞれに希望を与えてくれました。力ですべてを切り開いていく、そんな生き方ができるんだって。そのお礼も兼ねて、ここで先輩を倒します」


    　みぞれから自信がみなぎっている。この言葉は不ふ遜そんな物言いじゃない。


    「新しい【空間凍結アイス・エイジ】の力を見てください。みぞれも本当に強くなったんですよ」


    　烈風が俺と小手毬のほうに吹きつけてくる！


    　しかもただ、風が強いだけじゃない。体に霜しもが付着する。これは吹雪ふぶきだ！


    「気を抜くと、凍死しますよ！」


    　さらに先ほどのような無数の氷柱つららが横になって、ナイフのように一斉に飛んでくる。


    　すでに飛んできたものは【世界最強の邪魔者テリブル・ミラーマン】でも止められない。


    「小手毬、自分の身を守れ！　俺も自分だけなら防げる！」


    「はい！」


    　俺は糸を出して、しならせる。


    　バシィン！　バシィィィィン！


    　鞭むちになった糸でどうにか自分の体に刺さる氷柱だけを破壊した。


    　小手毬も当然、同じように糸を使っていたが──


    　壊しきれなかった氷柱つららが一本腕を貫通していた。


    「くぅっ！　間に合いませんでした！」


    　小こ手で毬まりが苦痛に顔を歪ゆがませる。


    　おい、どうなっているんだ？


    　明らかにおかしい。


    　小手毬がみぞれに押されるだなんてことがあるか？　みぞれの調子がいいことは聞いていたが、だからって小手毬が押されるわけがない。


    「また足手まといだなんて……そんなの嫌いやです……」


    　今はそんなことを言うなよ。傷まで受けて、どうして負い目を感じるんだ。


    「みぞれが強いのがそんなに不思議ですか？　不本意ではありますが、しょうがないですね。この世は弱肉強食ですから」


    　俺にはみぞれがとても楽しそうに見えた。悲しいけど、小手毬を傷つけたことに対する悔くいのようなものも顔には浮かんでいない。


    　これがみぞれの本望なのか。強くなって戦うことこそ悲願だったから、小手毬のことなんてどうでもいいのか？


    「お前はみぞれなんかじゃない」


    　こんなのは顔のよく似た別人だ。


    「いいえ。みぞれはみぞれです。だって、みぞれは何もぶれてはいませんよ。みぞれは強くなろうとして、手を尽くして、手を尽くして、尽くしきって、ここに至ったんです。その手段がちょっと異質だっただけです」


    　たしかに、影えい殺さつ師しがまっとうな手段で強くなれなんて言えた義理じゃないか。


    「先輩はみぞれが正しいと思うことをやれと言いました。これがみぞれの決断なんです！」


    　みぞれが取り出したのは顆か粒りゆう状の薬一袋。


    　ただ、そのパッケージはどこかで見たような気がした。


    　梱こん包ぽうされていた箱のロゴと袋のロゴが同じだ。


    「先ほど、危険ドラッグとおっしゃったかもしれませんが、それはちょっとずれてますね。この薬は快感を得るものではありませんからね。かといって、病気に効くわけでもなんでもないです。その代わり、異能力者のセンスをとことん引き出してくれるんですよ」


    　その言葉にどこか心当たりがあると思った。


    　パチンコ店の廃はい墟きよで戦ったあの連中だ。


    『天てん上じよう』になったはずの俺が思った以上に苦戦した。そんなに強い異能力者が薬物の引き渡しに何人も固まっているだなんて、妙だと思った。


    　あれが組織内で出回っている薬物でなされたものだとしたら？


    　自分のところの薬を使うのだからばれるリスクは小さい。


    　それに一時的にドーピングのように能力を上昇させられるなら、戦う異能力者として表に出すこともできる。まして大会なら戦闘は短時間と決まっている。いつはじまるかもわかるから、ドーピングも行いやすい。


    　これまで頭の中にぼんやりとあったものが突然一つの糸で結びついた気がした。


    「やっぱり、そんなタネがあったんだな。お前、すでにそいつを使って……」


    「そういうことです！」


    　みぞれは場違いなほどに明るく答えた。


    　戦闘が楽しくて仕方ないような状態になっているんだろう。小こ手で毬まりが不覚をとったのもそのせいだ。


    「もう一袋使えば、先輩にだって勝てるんじゃないですか？」


    　みぞれがその封を開けた。


    「やめろ、みぞれ！　そんなのは間違ってる！」


    「間違ってないことを先輩は知ってるじゃないですか！」


    　逆に怒鳴り返された。


    　みぞれは涙目になっていた。怒りがはっきりと俺に向けられていた。


    　感情がむきだしになっている。間違いなく、あの薬のせいだ。


    　しかし、言葉まで支し離り滅めつ裂れつということはなかった。


    「目的のためにあらゆることをやって、先輩はここまでたどりついたんでしょう？　道徳的に真ま面じ目めに生活していただけで今の先輩はないでしょう？　他人にだけ真面目に生きることを強しいるのはわがままじゃないですか！　先輩の生き方は立派ですけど、今みたいに間違ってると言ったって、何もこたえませんよ。何も響きませんよ！　結局、先輩は何も一貫してないんですから！」


    　俺が答えられない間に、みぞれの言葉は増殖していく。


    「みぞれは後悔しないように生きています！　強くなる手段がないなら薬だって使います！」


    　目の前にいるみぞれは力のない俺だった。


    　強くなりたい。


    　だが、才能がないから、強くなることができない。


    　だったら才能以外の方法を試してやればいい。


    　ごくごく、自然な考えからみぞれは薬にすがった。


    　けど、これでみぞれを肯定していいのか？　それが先輩としてあるべき姿なのか？


    　俺は幸い強くなることだけは簡単にできた。素質もあったし教育者も近くにいた。だから、みぞれのような悩みにぶつかったことはなかった。自分の人生を思い返しても、みぞれの生き方と重ねることはできなかった。


    「やっぱり、あなたは間違っていますよ」


    　傷口を押さえながら、小こ手で毬まりが言った。


    「大学生になっても、まだまだ頭は幼稚ですね。もう一度小学校からやりなおしたらどうです？」


    「何も間違ってなんてないよ。でなきゃ、先輩も間違った生き方をしてたことになっちゃうよ」


    　小手毬は遠くへ行ってしまった友達を見つめるような目をした。


    「霧きり原はらさん、ドラッグ一つで急に大会でいい成績がおさめられると信じているんですか？」


    「どういうこと？」


    　奇妙な質問と思ったのか、みぞれの気がわずかに殺そがれた。


    「それなりの特訓はしたはずですよね。よく見ると、腕や手に傷やアザのようなものが見えます。さっきの動きだって素人しろうとが薬の服用一つで身につくものではないはずです」


    「そ、そうだけど、文字通り血のにじむ努力もしてきたつもりだけど……それでどうしてみぞれが間違ってるって話になるの!?」


    「着実に強くなっていたのに、成長していたのに、どうしてそこで薬を使ったんですか？　その年で何を焦あせっていたんですか？　何を生き急いでいるんですか？」


    　みぞれの表情に不安のようなものが宿った。


    「先輩に早く追いついたり、ＫＣで勝ったりしたかったから……。フジさんに認めてもらいたかったから……」


    「赤の他人の生き方を教科書なんかにして、あなたは生き方を決めようとした。それが失敗だったんです。友達だろうと、恋人だろうと、尊敬する人物だろうと、それは霧原さん自身ではないでしょう？　あなたは自分だけで生き方を決めるべきだった」


    　責めるというより教え諭さとすように小手毬は言った。


    「あなたは自分を認めることができなかった。だからまだ伸びてもいたのに薬なんかに頼ってしまった。その薬に副作用でもあったら、あなたは自分の可能性を自分で縮めてしまうんですよ。だから、あなたは間違っているんです！」


    　──チッ。


    　みぞれは舌打ちで返す。


    「持たざる者の気持ちはきっとわかってもらえないよね。けど、ないならないで、戦いようはあるんですよ。この身を削ればいいんです！」


    　粉薬をノドに流しこんだ。今更、立ち止まるだなんて道はなかった。


    「マスター、とっとと終わらせます！　それであの薬を吐き出させましょう！」


    　小手毬は俺の許可を得る前から糸と鉄線を同時に打ち出した。


    　たしかに、みぞれはおそらく最初からあの薬を服用している。まさかと思うが、致死量にでも至ったらシャレにならない。


    「氷結しちゃえ！」


    　しかし、糸に雪のようなものが噴きつけられると、小こ手で毬まりの糸は途端に伸びなくなる。


    　みぞれが触ふれると、ぽきぽきと簡単に折れた。糸が凍らされたのだ。


    「さあ、こちらの番！　〈雪の結晶の刃陣アイス・ダガー〉！」


    　また氷柱つららが連射される。先ほどより範囲が広い。


    　体が本能的に逃げようとする。逃げ場などない。


    「くそっ！」


    　死ぬ気で糸を振るって、氷の刃やいばを叩たたき落す。もし、糸が使える前だったら、止めきれなかった。広範囲を攻撃された時の対処策はほとんどないのだ。


    　わずかでも気を抜いたら、撃ち抜かれる。


    　糸で足りない部分はナイフを出して防ぐ。


    　追加で撃ってくるものに関しては、「落ちろ！」と念じて、飛んでくる前に手を打った。


    　俺の命令を受けたものは地面に叩きつけられるようにして、先に地面に落ちた。


    【世界最強の邪魔者テリブル・ミラーマン】も機能はしている。


    　機能はしているが、さっきよりもはるかに強く疲労感を覚えた。


    　これは敵をコントロールする異能力だから、相手の精神力が強くなれば、その分こちらの力も消耗するんだ。霧きり雨さめと争った時もそうだった。


    　しかも、聖しよう徳とく太たい子しじゃないんだからこんな複数の命令系統を使いこなすのには限度があるぞ。それでも、できないと言っていたら死にかねない。


    　ギリギリのラインで防御する。滝たきヶが峰みねみたいに熱を扱うことができれば、それで溶かすようなこともできただろうにな……。


    　もし『天てん上じよう』になっていなかったら、ここまで複雑なことはできなかった。


    　そりゃ、氷の異能力者と戦うなら、こんな攻撃を受けることぐらいはあるだろうが、まさかみぞれに追いこまれるだなんて……。


    　そして、『天上』の俺がギリギリなら小手毬がしのげるわけがないのだ。


    　今度は小手毬の足に氷柱が刺さっていた。


    「うっ……またですか……。私の糸は遅すぎます……」


    　血がじわじわと白いゴスロリ服を染めていく。


    　やめてくれよ。二度と動かない小手毬なんて見たくはない。それに今の小手毬は煌こう霊れいじゃない。本当に死んでしまうかもしれない。


    　しかも、その相手がみぞれだなんて悪夢にしてもできすぎてるだろ。


    「マスター……、あの異能力を使ってください！　このままでは保もたないかもしれません！」


    　小手毬の声はあまりに悲痛だった。自分の身を守ることにしか意識を向けられていない声だ。みぞれの体を案じる余裕なんて、この戦いにはない。


    「わかってる！　だけど、この【世界最強の邪魔者テリブル・ミラーマン】って能力は……今のみぞれとは相性が悪すぎる……」


    　撃つ前の氷柱つららなら飛んでくる場所を操作することはできる。


    　だが、以前までの『天てん上じよう』の仕事とは比べ物にならないほど精神力を消費するんだ。


    　とても、相手の攻撃を完全に無効化するなんて芸当はできそうにない。


    「みぞれは薬のせいで異様に集中してる……。おかげでコントロールも容易じゃない……」


    　みぞれには薬のせいで雑念も何もない。本能的な恐怖すら払ふつ拭しよくしている。そんな心に対抗しないといけないのだから、効き目も弱くなる。


    　最悪なことに、最も戦ってはいけない敵と俺は戦っているのだ。


    　みぞれは俺にとっての弱点そのもの。


    「いつものみぞれなら、俺の力で異能力を止めてやれば、その間に小こ手で毬まりが縛り上げでもして、一秒で終わってるはずなんだけどな……。作れるはずの隙すきが作れない……」


    「そんな！　どうするんですか！　このままじゃジリ貧ですよ！」


    「どうすればいいかは考える！　ちょっとだけ待ってくれ！」


    　小手毬は落ち着きを取り戻したようにわずかにうなずいた。


    「マスターを信じます。待ちましょう」


    「ありがと。さすが、俺とお前の関係だ」


    「ですが、あまり時間はないですからね」


    　俺だってわかってる。


    　まずは時間稼ぎができるような状態を作り出さないと。


    「これが異能力者のガチな勝負なんですね。みぞれ、ぞくぞくしちゃいます。ああ、寒いからじゃないですよ？　倉庫の温度もかなり下げてますけど」


    「そういや、やけに冷えるな……」


    　壁に昔の冷蔵庫のような白い霜しもがついている。


    　周囲の温度をみぞれが大幅に下げているのだ。


    「アイス・エイジというのは氷河期ということですからね。やっと登録異能力名にふさわしい力が発揮できましたよ！　──さあ、命いのち懸がけで戦いましょう、先輩」


    　正面のみぞれとは違うところから何かが迫ってくるのを感じた。


    　からくもその場から飛んだ。


    　敵は頭上から来た。知らないうちに天井にはとがった氷柱が大量にできていた。それが落ちてきたのだ。


    「当たったら、即死するトラップか……」


    「氷柱はちゃんと上から落とさないといけませんよね。横から来るのは邪道ですもんね」


    　吹雪ふぶきも強くなっている。ダンボールも白くなって雪のブロックみたいだ。


    「そっか。ダンボールか」


    　ここはすべてがだだっ広い戦場ってわけじゃない。すぐそばでは大量のダンボールの山が碁ご盤ばん目め状の通路を作っている。


    　影えい殺さつ師しは市街戦に近いほうが得意だ。


    　俺はダンボール箱の山の区画に逃げこむ。途中で、たたん、と床に近いダンボールの箱を音を鳴らすように軽く蹴けって進む。


    　さらに場所によってはコンクリートもたたん、と蹴った。


    「何ですか？　落とし穴でも掘ったんですか？」


    　みぞれの氷の刃やいばが飛ぶ。


    　けれど、それはダンボールに刺さって止まる。


    「コンクリートだから落とし穴は無理だな」


    「先輩が逃げてばかり！　戦いでリードするってこんなにおもしろいんですね！」


    　みぞれが碁盤目状のダンボールの通路に突っこんでくる。


    　壁のせいでみぞれの遠距離からの攻撃は決まらない。


    　至近距離からとどめを刺す算段らしい。


    「くそっ！　〈二足歩行の蜘蛛マツド・ウイーヴアー〉！」


    　みぞれに容赦なく糸を伸ばす。


    　友達だと思うな。敵だ。


    　沈黙させることだけを考えろ。余計な感情は動きを弱くする。


    「無駄ですよ！」


    　糸がみぞれに近づいたところで遅くなる。また凍らされた。


    「誰だれも前からだけだなんて言ってないぞ！」


    　糸は背後からも忍びこませている。一度でも足をとれば、こちらに勝機がある。


    　策は成功した。一本の糸がみぞれの左足にまで到達した。


    「先輩に勝つことがみぞれの恩返しです！　これがＫＣならもっとよかったんですけどね！」


    　その糸がみぞれの側がわから急速に凍結していく。


    　こいつ、自分の体温までコントロールしてるのか！


    　凍った糸はすごい勢いで俺の手のほうまで迫ってくる。まずい！


    「──止まれ！」


    　念じて、途中で凍結を止めた。


    　そこで自分で凍った糸を折り取る。


    「化け物かよ……。薬だけで強くなりすぎだろ……」


    「そうですよ。この薬の名称はＭＵＴＡＮＴミユータント──突然変異としか言えないぐらい力を引き出す薬なんです！　これがあれば誰だって最強を目指せるんです！」


    　天て児こ奈なも滝たきヶが峰みねも藤ふじ白しろの組織を危険視するわけだ。


    　これは中途半端につぶしていい組織じゃない。根絶させないとまずい。第二第三の藤ふじ白しろが出てきたら、その都度悲劇の危機が迫る。


    　無む能のう力りよく者しやガールズが得た力は、たいしたものじゃなかった。かりそめのものと言ってもいい。ちょっとした異能力まがいのものを一般人に与えるだけだった。


    　今度のはそれとは違う。異能力者自体を凶暴な、戦闘特化の化け物にまで変へん貌ぼうさせる。


    　もし、ＫＣ本戦出場を勝ち取れるレベルの奴やつらに一斉にこんなものを服用させたら相当ヤバい。俺だけでとどめるのはほぼ不可能。


    　天て児こ奈なたち、ほかの『天てん上じよう』の助けは必須になるだろう。


    　闇やみで流通する前に止めきらないとろくでもないことになる！


    「ここに荷物の山があって本当によかったぜ！」


    　碁ご盤ばん目め状のダンボールの隙すき間まを走り回る。


    　みぞれに鉢合わせさえしなければ氷柱つららの恐怖を軽減できる。それにダンボールを貫通させて攻撃するほどの突破力はないようだから、ダンボールは貴重な壁になる。


    　しかし、逃げ続けてばかりだな。


    「小こ手で毬まり、できたら協力を頼む！　足手まといだなんて思ってる暇ひまはないぞ！」


    　離れたところから「わかっています！」という声がする。俺はそれを信じて、ダンボールの間を移動しながら、箱を手でばんばん叩たたく。


    「楽勝で勝つつもりだったでしょう？　それで情の一つでもかけるつもりだったでしょう？　そんなものいらないです」


    　全部、みぞれに見透かされているようだった。


    　一分も経たたないうちに勝つ見こみだった。


    　せいぜいみぞれの善戦を讃たたえて終わりぐらいの気持ちでいた。


    「みぞれは異能力者として戦いたかった。どんなにアイドルの概念が広がっても、殴なぐり合いも、殺し合いもしないじゃないですか。今日は心おきなく戦います！」


    　弱い者の苦しみを俺は知らなかった。


    　人間は共感という力を持っている。他人の気持ちを思い描くことができる。


    　けど、想像できるだけだ。


    　他人の苦しみをそのまま味わうことはできない。まして違う立場の人間の苦しみなんてわからない。


    　いつのまにか俺はみぞれを傷つけていた。悪意がないからこそ、一層傷つけた。


    　みぞれが俺になろうとしたのだとしたら、苦しみはきっとそのせいなんだ。


    「みぞれはアイドルなんかじゃない。バーサーカーです。戦ってこそ、輝くんです！　こんな異能力者にずっとなりたかった！」


    　おしとやかなお嬢様は、性格もおとなしいとは限らない。暴力的になるには力がないだけなのかもしれない。もしも、一撃で男を殴なぐり殺せるような力を手にしたら、おしとやかなお嬢様は乱暴者に変わるかもしれない。


    　みぞれには力がなかっただけなんだ。


    　力がないという理由で、「かわいい」と評されたら、どう思う？


    　腹が立つに決まってる。


    　みぞれは静かに、静かに長らく腹を立ててきたのだ。


    　ここに来たのが俺じゃなかったとしても、みぞれは嬉き々きとして戦っただろう。ＭＵＴＡＮＴミユータントという薬を服用しただろう。


    　力を純粋にぶつけ合うというこの場が、みぞれにとっての最高の舞台なんだ。


    　俺はダンボールの通路を逃げ続ける。


    　みぞれは追いかけ続ける。


    　ダンッ！


    　大きな音が離れたダンボールから聞こえた。


    　そんな音がしたのとちょうど同じタイミングで──


    　ダンボールの通路での鬼ごっこは唐突に終わりになった。


    　俺が出ていったすぐ前に、みぞれが出てきたのだ。鉢合わせだった。


    　というか、むしろみぞれのいるところに自分から入っていったと言うべきかもしれない。


    　目の前だ。これじゃ通路に逃げこむ時間も足りない。


    　一歩、後ろに下がる。


    　つかつかとみぞれが前に歩を進める。


    「ごめん」


    　俺は舐なめていた。異能力者としてのみぞれを。


    「謝らなくてもいいですよ。ただ、このまま戦ってくれればみぞれは納得します」


    　みぞれの目は爛らん々らんと輝いている。一種の躁状態だろうか。頭に浮かんだ言葉がすべて吐き出されているようだ。


    「さあ、みぞれの攻撃を受け──」


    「俺は煌こう霊れい遣いなんだ」


    「そんなことは昔から知ってますよ。時間稼ぎですか？」


    「もう稼ぎ終わった」


    「まさか。先輩、逃げる場所はないですよ！」


    「なあ、さっきの大きな音、なんだと思う？」


    「先輩が糸で箱でも叩たたいたんじゃないですか？」


    「半分正解だ。俺の糸じゃない」


    　あれが合図だった。


    　ダンボールが一斉に傾いた。


    　それがみぞれの体のほうに影を作る。


    「煌こう霊れい遣いっていうのは、一対一じゃなくて、二対一で戦うものなんだよ」


    　小こ手で毬まりが地面から糸を出して、ダンボールの片側だけを押し上げていたのだ。


    　そのダンボールがみぞれの側あたりに集まっていたので、俺から死地に近づいた。作戦は無難に成功した。


    　俺は一人で戦っているように見えたかもしれないが、ずっと小手毬と一緒に戦っていた。ダンボールを叩たたいて、地面を蹴けって、指示を出していたのだ。


    「みぞれ、お前がどんだけ瞬間最大風速で強くなっても過去の経験までは手に入らないよな」


    　ダンボールが上からすべって、落下をはじめる。


    「あっ……いったん回避──」


    　みぞれの足は動かない。


    　もう、その時には地面から突き出た糸がそうっと靴を縛っている。


    「古いコンクリートですね。時間がかかりましたが、どうにか突き破れましたよ」


    　ダンボールの横から小手毬が顔を出した。


    「気づかれては凍らされるので、気づかれないように縛りつけておきました。具体的に言うと、マスターの時間稼ぎの間にですが」


    「わっ……ダンボール……ダメ……凍らせても防げない……あっ……」


    　みぞれの異能力ではそのダンボールの山を吹き飛ばすことはできない。障害物を使うという発想もみぞれにはなかっただろう。


    　ダンボールをいくつも受けて、みぞれはその場に転倒した。


    　多少のケガをさせちゃったかもしれないが、それでも多少ですむだろう。


    「ありがと、小手毬。機転を利かせてくれて助かった」


    「ダンボールを叩いていたので、何かに使えということは読めました。どのみち、使えるものはダンボールしかなかったので、崩すことを考えました」


    「ほら、やっぱりお前がいてくれないとダメなんだよ。俺は煌霊遣いなんだからさ」


    　小手毬もこんな時に場違いな笑みをこぼした。きっと、長い煩はん悶もんから解放されたのだろうなと思った。


    「私も煌霊らしい仕事ができてほっとしました」


    　どんなに俺が強くなっても、俺は小手毬と一緒じゃなきゃダメなんだ。それが俺たちの長年のやり方なんだから。


    　キャリアのおかげで勝ちは拾えたな。まあ、『天てん上じよう』がなす術すべなく負けたら恥ずかしいところだけど。


    「【世界最強の邪魔者テリブル・ミラーマン】──この異能力、正常な精神状態じゃない奴やつにはあまり効き目がないな。相手に干渉する難易度が一気に跳ね上がる……」


    　どんな異能力者に対しても強いと思っていたけど、そんなことはなかった。相手に影響を与える異能力だから、苦手なタイプも存在するらしい。


    「さてと、この薬は危なっかしいから、とっとと廃棄処分だな。けど、その前にみぞれを──」


    「みぞれちゃん！」


    　倉庫の中に声が反響した。


    　走ってきたのか、少し息も切れている。


    　写真では目にしたことがあるが、本物のご尊顔を拝するのは初めてだ。


    「藤ふじ白しろ透とおる──透とう明めい会かいのトップだな」


    　その男は、ただ、ただ、こちらをにらみつけてきた。


    「よくも、みぞれちゃんを……」


    　よかった。これで「あの女は捨て駒ごまだった」なんてことを言われたら、半殺しですます自信がなくなるところだった。


    「そんなに彼女想いなんだったら、最初から彼女に戦わせないでほしかったけどな」


    「みぞれちゃんに何度もお願いされたんです。ＭＵＴＡＮＴこの薬を使ってＫＣに出る、そのための前ぜん哨しよう戦せんにしたいから、ここで見張りをさせてくれ、きっと強敵が来るだろうからと。ですが、まさかみぞれちゃんが負けるとは考えてませんでした」


    　やっぱりＫＣか。みぞれの奴やつ、本当にＫＣに執着してたんだな。


    「冬ふゆ川かわ朱す雀ざくさん、あなたがみぞれちゃんのあこがれだった方ですね。こんなところでお会いするとは想定外でしたが」


    「しまったな、みぞれと戦ってたから顔も隠してなかった。ちょっとばかし、記憶でも失ってくれるか？」


    「あなたがこのまま黙って帰ってくれるならいいですが」


    「これでも正義の味方なんで、その悪魔のアイテムみたいなのは処分してもらえるかな？」


    　みぞれが使っていた危険ドラッグが入っているだろう箱を指して言った。


    「できませんよ、どうせ、もう謝っても遅いでしょうし」


    　話し合いで終わるつもりのない者同士の話し合いっていうのも不毛だな。


    　俺たちの話の間に、小こ手で毬まりはみぞれをダンボールから助け出していた。ケガの手当ては小手毬に任せよう。


    　本当は小手毬のケガのほうが重いのだけど、小手毬は自分よりもみぞれを優先するだろう。小手毬がそうしたいのだからしょうがない。


    「せっかくだし、動機を教えてくれるか？　俺をつぶすつもりなら別にどうってことはないだろ？」


    「力がほしい人に力を貸す手伝いをする、それだけです。オレも力は昔からほしいなって思っていたんで。冬ふゆ川かわさんのＫＣもオレ、リアルタイムで見ていましたよ。勇気をたくさんもらいました」


    　もしかすると、この俺の生き方は被害者をたくさん生み出していたのだろうか。


    　強さを追い求めることがかっこいいと俺はメッセージを送った。


    　だけど、どうやってその力を手にするかについては口にしなかった。


    　藤ふじ白しろはファイティングポーズをとる。


    「タイマンでやりましょう。オレが負けたらどんな罰でも受けます」


    「お前、勝つつもりもないだろ。まあ、それでも制裁を与えるつもりだったからいいけどさ」


    　素しろ人うとってほどじゃないが、構えからしても隙すきが多い。戦闘は不得手なのだろう。


    「こんな仕事をしたおかげで、冬川朱す雀ざくと戦える。悪い選択じゃなかったです」


    「お前をすぐにぶん殴なぐって、みぞれの介抱をするさ」


    　俺たちが動き出す瞬間、空気が凍りついた。


    　否いな。さすがに空気までは凍らない。それでも、そう感じるほどに強い冷気だった。


    「みぞれは……まだ負けたと言っていませんよ……」


    　突然立ち上がったみぞれに驚いて、小こ手で毬まりは尻しり餅もちをつく。傷を受けた足が痛々しかった。


    　おいおい……素直に気絶でもしておいてくれよ……。


    「みぞれちゃん、まさか何度も服用したんじゃ……」


    　藤白の顔が青ざめている。


    　それで気づいた。みぞれの足下には三つほど、例の危険ドラッグの袋が落ちている。


    　みぞれは気絶していたわけじゃなかった。薬を追加する時間が手に入ったとばかりに、さらなるオーバードーズをやっていたのだ。


    　お前の力を求める執念、小手毬のために戦った俺に並ぶかもな。


    　客観的に見て正義である奴やつだけが、努力を忘れないだなんて根拠はどこにもないのだ。戦隊物の悪役みたいな立場の奴が、ヒーローの側がわより努力を重ねていることだって、可能性としてはいくらでもありえる。


    　諦あきらめないこと自体を美徳にしたら、こういう悲劇が生まれる。


    「致死量を超えてます！　早く吐き出させないとまずいです！　せめて水を大量に飲ませて薄めないと！」


    「そのラインはどこなんだ!?　俺と戦ってた時から二袋は飲んでたぞ！」


    　藤白の表情がゆがんだ。


    「いつ死んでもおかしくないです！　お願いです！　止めてください！」


    「頼まれなくたって止めるさ」


    　問題は本人のほうに一切止まるつもりがないってことだ。


    「まだやれます！」


    　冷気だけで思わず数歩引き下がった。


    　これまでよりさらに力が濃くなってると感じた。もう、俺と戦うことだけしか頭にない。やけに猫背で、手もだらんとしていて、とても女子大生がかもしだす空気とは違う。


    　なのに、目だけは怖こわいほどに輝いている。


    　本当に発光しているんじゃないかと思うほどに。


    　俺はそのみぞれが誰だれかによく似ていると感じた。


    　何が誰かだ。


    　自分にそっくりだ。


    　霧きり雨さめと戦っていた時の俺は、まさしくこんな調子じゃなかったか。


    　勝つためにあらゆるものを捨てて、特別な力を行使しようとした。


    　今のみぞれは人間の限界をとっくに超えている。


    　その点だけなら、『天てん上じよう』と同じだ。


    　本気で殺しにいかないと逆に殺される。


    「敵の攻撃が……ヒントになりますよね……」


    　足がやけに冷たいなと思った。足下を見た時には、もう氷で足下を固められていた。


    　いつの間にこんなことをやったんだよ……。


    「先輩、命いのち懸がけですよ。自分のことを省かえりみてちゃ、勝てるものも勝てませんよ……」


    　みぞれの周囲に無数の氷柱つららが浮かぶ。


    　あれを一斉にぶつけられたら──助からないだろう。


    　攻撃を撃ちこまれる前に軌道をそらそうとしたが──【世界最強の邪魔者テリブル・ミラーマン】が上う手まく機能しない……。集中力がもう保もたない。さすがにこの能力に頼りすぎたか。


    　もう、今のみぞれにまともな理性はない。俺を倒すという気持ちしかない。


    　人間は普段、その力のわずかな部分しか引き出せない。あまりに極端な力を出せば、体に害を与えるかもしれないからだ。だから、ゆっくりとトレーニングをして、体を鍛きたえながら、その引き出せる量を増やしていく。


    　みぞれはドーピングでその量を無理矢理マックスにまで上げた。今がよければ明日がなくてもいいというような発想で。


    　不幸中の幸いなのは、俺を倒すということしか頭にないことだ。小こ手で毬まりも藤ふじ白しろも見えてすらいない。だからこそ、これだけのポテンシャルを引き出せるのかもしれないが……。


    「みぞれは、先輩に勝っ……最強に、なる……」


    「みぞれちゃん、目を覚ませ！　命にかかわる！　ここまでするだなんて聞いてない！」


    　藤白が言葉をかけるがきっと聞こえてもいない。


    「先輩と……今、戦わないと……戦えない……」


    「みぞれちゃん、死んでまで勝っても意味がないだろ！　今は負けていい！　生きてたら、また次に戦える！　やめてくれ！」


    　みぞれは藤ふじ白しろのほうに視線すら向けなかった。


    　声は届いてない。


    「ＫＣの決勝……先輩、みぞれはここまで来られましたよ……」


    　まさか、みぞれのやつ、ＫＣの決勝で俺と戦ってるつもりなのか。


    　みぞれにとって、ここはＫＣのリングなのだ。だとしたら、よそから違う敵が乱入することなんてない。


    「マスター、やむをえません！　〈針化した柔糸シルク・ニードル〉で霧きり原はらさんの全身を貫きます！　今ならまだ間に合うかもしれません！」


    　つまり、みぞれの生命活動を止めて、強引にこの攻撃を防ぐということだ。


    「バカ！　そんなことしたら、みぞれが死──」


    「放っておいたらマスターが死にます！」


    　小こ手で毬まりが泣きそうな顔で叫んだ。


    　ほかに選択肢はない。


    　俺も思いつかない。


    　──自分が死ぬか、みぞれが死ぬか。


    　そんなの、すぐに選びようがない。


    　そして、俺が選ぶことなんて最初から待ってもくれない。


    「あとで恨んでくれてけっこうです！　マスターのためだったら、霧原さんだろうと殺します！」


    　小手毬は力をこめて、一撃必殺の〈針化した柔糸シルク・ニードル〉を放とうとする。


    「先輩……これがみぞれの最高の攻撃です！」


    　みぞれも、氷柱つららで俺を蜂はちの巣にしようとする。


    　ああ、もう、本当にどうしようもないんだな。


    『天てん上じよう』の力を見せてやる。


    　足の氷を砕いて、脱出した。


    　みぞれの氷柱を間一髪でかわす。


    　同時にみぞれも小手毬の糸を跳んでかわしていた。


    「これは『天上』でないと止められないよな」


    　わかった、俺が殺してやるよ。


    　けど、もし、生きてたら、まともになれよ。


    　二度とこんなことするなよ。命ってのは人生で何度も懸かけちゃダメなんだ。


    　右手でナイフをつかむ。


    　俺の異能力じゃ無理だ。


    　影えい殺さつ師しとしてやる。やってやる。


    「うおおおおっ！」


    　相討ち覚悟で突っこむ。


    　これが俺なりのけじめのつけ方だ。


    「負けませんからねえぇぇぇぇ！」


    　みぞれも眼前に氷柱つららをセットして、放つ。


    　これをかわしきったら俺の勝ちだ。かわせないならそれまでだ。


    　けれど──


    　俺の横から何かが飛び出した。


    　糸？　違う、もっと大きな何かだ。


    　小こ手で毬まりか？　バカ！　こんな至近距離で間に入ったら死ぬぞ！


    　いや。


    　藤ふじ白しろだった。


    「みぞれちゃん！」


    　そして、みぞれの氷柱に正面から突っこんで──


    　両手を広げてみぞれを押し倒す。


    　氷柱が刺さって、血が飛び散る。腕にも胸にも足にも。槍やりのような氷柱が刺さっている。


    　即死か……？　いや、まだ藤白の顔には表情が宿っている。


    「み……ぞれ……ちゃ……だいじょ……」


    　口から血を垂らしながら、藤白がつぶやいた。


    「えっ……？　フジさん……？」


    　尻しりから倒れていたみぞれも、あまりに凄せい惨さんな様子に正気を取り戻したように見えた。


    「君は……いの……りょくしゃ……には向いて……ないな……」


    　藤白は無理矢理に言葉を紡つむいでいた。どうせ何をしても助からないということは藤白自身が一番よく知っていた。


    「だって……こんな。みじめ……死にかた……似合わな……いから……」


    　凄惨な光景を見たせいか、みぞれは激しく嘔おう吐とした。


    　オーバードーズしていた分もきっと含まれていただろう。


    　だとしたら、藤白はみぞれを助けたわけだ。


    　口をぬぐったあと、みぞれは力のない手で自分に倒れこんでいる藤白の体を包むようにした。


    「みじめなんかじゃありませんよ。みぞれがこうやって看み取とってあげるんですから……」


    「そうだね……」


    　藤白は目を閉じて、言った。


    　最後に、ゆっくりとその手を握り締めた。


    　藤ふじ白しろの体も流れている血も、すべてが見えなくなった。


    　まさか、藤白は実体のない架空の存在か何かだったのかと一瞬、勘違いしそうになった。


    「フジさんの異能力です。体を見えないようにできるんです……」


    　透とう明めい会かいって名前はそこからとってきたんだな。


    　けれど、それは透明というよりは消失といったほうがよかった。


    　藤白の死体はまったく見つからなかった。
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    エピローグ


    


    


    　そのあとのことは、それまでと比べれば淡々と過ぎた。


    　天て児こ奈なが顔を出したので、藤ふじ白しろ透とおるの死体を捜してもらった。それでも死体は出てこず、天児奈はこう結論を出した。


    「彼の能力って透明になるものじゃなくて、肉体自体を分解できるものだったみたいだね。おそらく細胞レベルまで分解して力尽きたから、見つからないんだ」


    「どうして、そんなことをしようとしたんだよ……？」


    「彼女が犯罪者にならないようにじゃないのかな」


    　死体も何も存在しないのでは、その罪を云うん々ぬんするのも難しい。少なくとも司法機関では裁さばきづらいだろう。小さな血のシミも少し離れたところには、もう落ちていなかった。


    　死者を使って美談に仕立て上げるのはあまりよいことではないかもしれないが、藤白の態度を見ていたら、ありえないことではないかもしれなかった。


    　藤白の話が落ち着いたあと、みぞれは地面にへたりこんだ体勢から、何度も土下座をした。


    「ごめんなさい！　ごめんなさい！」


    　ほかにどうしていいのかもわからなかったのだろう。俺もそれを止めたところで、みぞれの心のやり場をほかに与えてやる方法が思いつかなかった。


    「みぞれ、死んでもいいですか……？」


    　俺は自分の右手を見つめてから、その手でみぞれの頬ほおを叩たたいた。


    「彼氏の死が無駄になるけどいいのか？　ここで死んだら、お前、完全な人間のクズだぞ」


    　みぞれは黙りこんだ。


    　それから泣きながら「生きます」と言った。


    　俺はひとまずあの野原に連れていってくれと天児奈に頼んだ。


    「その子は、『天てん上じよう』とは何の関係もないよね．無関係な人は連れていけない」


    「小こ手で毬まりがケガしてる。このまま、交通機関で帰れるわけねえだろ。間違いなくニュースになるぞ」


    　天児奈もそれ以上意地の悪いことは言わなかった。俺たちは宙に浮いたドアからあの野原に入った。みぞれは念のため、目をつぶらせて、その間に野原に入れた。焼け石に水だが、天児奈の秘密も守れる範囲で守ってやろう。


    　小手毬の治療用の包帯やらは天児奈からもらった。ゴスロリ服は肌の露出も少ないから、傷が見えないようにテレビに出演すればよいだろう。


    　その間、みぞれはずっと頭を下げていた。もしかすると、薬のせいでまだ気分が悪いのだろうか。


    　自分がひやひやさせられるほどの異能力者がそこにいるようにはまったく感じなかった。五秒で殺せるような、いつもと同じみぞれだ。


    「お前の本心はさんざん聞いたから確認する必要もないけど、そんなに強くなりたかったんだな」


    　みぞれは重い頭を上げてから、もう一度眠けに負けたように下げた。それでうなずいているつもりなのだろう。


    「フジさんとは、最初、事務所主催のパーティーで知り合ったんです。強い異能力者を目指してるって言ったら、フジさんが自分もそうなんだって。あの薬のことを知らされたのはもっとあとでしたけど」


    　同じ悩みを抱える二人が出会ってしまったってことか。


    　それだけならよかった。問題は男のほうが表と違う顔を持つような奴やつだったってことだ。


    　藤ふじ白しろは危険ドラッグを使って、最強の異能力者事務所を作りたかったんだろう。薬にしても、資金集めのためだけのものにしては効果が実利的すぎる。


    「さっき聞いたけど、仕事のことはあとで教えられたんだよな？」


    「はい、付き合って二か月目ぐらいのことだったと思います。隠し事はしたくないから全部話すって……」


    「本当はその時に別れているべきだったんです」


    　小こ手で毬まりが諭さとすように言った。


    「もっと二人でほかの選択肢を探すべきでしたね」


    　儚はかなげに、みぞれは苦笑した。


    「彼は悪いことをしてはいましたが、すごく真剣でした。薬ももともと弱い異能力者がいかに強くなるかを考えて作ったものだったはずです」


    　どこまでも純真な人だったんです、とみぞれは言った。


    「みぞれのことも好きで、好きでたまらなかったんだと思います。みぞれはそこに惹ひかれちゃったんです」


    　あとは一緒に堕おちていったってことか。


    「二人でＫＣを目指そうって約束しました。あの薬を使えば、ＫＣの予選も楽に突破できるぐらい強くなれるからって」


    「目的のために手段を選ぶなって教えちゃったのは俺なのかな」


    「マスター、たとえ死力を尽くしたとしても、違法な手段が露見してしまえば罰せられることに変わりはありません」


    　そうだな、影えい殺さつ師しが暗殺者としてやってこられたのも、それがばれないようにやれていたからだ。犯人ということが知れてしまえば許されはしない。


    「あの薬でＫＣに出るのは認めないからな。誰だれもが薬で戦う世界になったら業界が保もたなくなる」


    　最低限の慣習やモラルを守らない奴やつが一度出てくると、そのシステムは必ず崩壊に向かう。とくに誰だれもが模倣できるような簡単なことは本当に危険だ。


    　全員が薬を飲んでパワーアップして戦うような大会はおもしろくもなんともない。どっちみち、早晩体に悪いということでストップが入るだろうが。得をするのは最初のうちにモラルの破壊をやった奴らだけだ。


    「もう、あの薬はいりません。必要がなくなりましたから」


    　みぞれは、ふらつきながら立ち上がると、俺を見つめて、こう言った。


    「みぞれ、異能力者、辞めます」


    　引きとめるべきかと思った。二年前なら止めていたかもしれなかった。


    「みぞれ、今、何歳だっけ？」


    「もうすぐで二十歳です」


    「それはもう大人だな」


    「はい、子供じゃないです」


    「わかった。もう辞めろ」


    　それにもしもまたやりなおしたいと思ったら、戻ってきたらいいのだ。生きているというのはそういうことなのだから。上う手まくいくかどうかは別として、挑戦する権利までは失わない。それがみぞれと藤ふじ白しろの違いだ。


    「業界を抜けても達者でやれよ」


    「いえ、業界じゃなく、異能力者であることを辞めようと思うんです」


    　言葉の意味がよくわからなくて、俺はぽかんとした。


    「みぞれ、大学で生命科学を自主的に勉強してるんです。目的は異能力者が生まれるメカニズムについて学ぶことなんですけど」


    「お前、実は頭良かったのか……」


    　みぞれは、頭が良くないから苦労してますと付け足した。


    「その詳しい発生理由がわかれば、異能力者から異能力を抜き取る技術も開発できるかもなって考えてるんです」


    　目から鱗うろこだった。


    　異能力者というのは、それを見せびらかそうが、韜とう晦かいしようが、異能力者であることだけは変わらない──と信じていた。


    　そんな現実自体を変えていこうって発想もあるんだ。


    「どうしてそんなことを考えたんですか？」


    　後天的に異能力者になった小こ手で毬まりにはみずから視覚を消し去るようなことをする意味がよくわからないらしかった。


    「みぞれが悩んでいたのは異能力者だからなんです。もし、異能力者ですらなかったら、ＫＣに出ようだなんて思いませんよね。きっと、異能力者であること自体に苦しんでいる人は世界にもっといるはずなんです。異能力者である自分はどう生きたらいいんだろう？　異能力なんてもうたくさんだ。そう思ってる人はたくさんいるはずなんです。そんな人のために頑張ることにします」


    「お前の決意、確かに聞いた」


    　心からそう思った。みぞれはこんな絶望の直後にでも未来を見ている。それは並大抵のことじゃない。


    　強きよう靭じんな意志がなければ、人間はすぐに後ろを向いてしまう。そのほうがはるかに楽だから。本のカバーについた折れ曲がった痕あとのように、すぐにその方向に逸それる。


    「フジさんも同じように悩んで、いつのまにか悪い仕事もするようになっていたんです。最初から異能力者じゃなかったら、異能力者を気楽に辞めることができたら違う生き方ができたんじゃないかなって」


    　みぞれの藤ふじ白しろへの想いを推し量ろうとして、止めた。二人の世界には踏み入らないでおこう。無粋も無粋じゃないか。


    「来年、理系の学部へ移る試験を受けるつもりです。理り転てんって言うらしいですけど。研究の道はハードだと思いますが、幸い、みぞれは普通の学生が絶対に持ってないような額の貯金がありますからね。タメがあるんですよ、タメが」


    「たくさんの人の救いになってくださいね」


    　小こ手で毬まりなりの激励に、


    「はい！」


    　みぞれも全力の笑みで応じた。


    　天て児こ奈なが遠くからこっちを見ていた。いいかげん、出ていけということを意味しているようだった。『天てん上じよう』と関係のない異能力者を入れたくないらしい。ここが天児奈の部屋の感覚だとしたら、知らない奴やつが入ってくるのは抵抗があるのか。


    「みぞれ、そろそろ東京に帰ろうか」


    「あっ、最後に一つだけ言わせてください」


    　みぞれがもう一度あらたまったように、背伸びをして、また肩をだらんと落とした。


    「告白させてください」


    「告白？」


    「みぞれ、先輩にあこがれてただけじゃなくて、先輩のこと、好きでした。ラヴでした！」


    　俺はみぞれと戦闘していた時くらい困惑した。


    「俺なんかのどこがいいんだよ……!?」


    　光栄ではあるが、素すで理由がわからん。


    「ただし、今はフジさんの次にですけどね」


    　みぞれの元気はまだ持続していたから、笑顔は残っていた。


    「二番目でも嬉しいよ」


    　あの時、藤ふじ白しろはみぞれに向かって、すべてを投げ出した。


    　本当に、すべてをだ。


    「フジさんを天国では幸せにしますよ。幸せにするまでお祈りします」


    　みぞれは胸の前で小さく手を合わせて、目を閉じた。


    　俺はみぞれが目を開くまで、みぞれがこれから幸せになれるように、祈った。


    



    
      ★

    


    



    「まだだ。まだ目を開けるなよ。よし、そのまま前に歩け。出っ張ってるところあるからな、引っかかるなよ。そうそう、出っ張りは越えた。そのまま、前に歩け。──よし、もういいぞ」


    「あれ？　ここ、どこですか？」


    　みぞれはアパートの廊下から、八はち王おう子じの駅前を見ていた。


    「八王子の南口だ」


    「人を飛ばす異能力ですか……？　あのウサ耳の子の力ですよね？」
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    「それは秘密だ。駅まで送ってってやろう。あっというまに着くけど」


    　みぞれの足は生まれたての仔こ鹿じかみたいにまだぎこちないところが残っていたが、意識のほうははっきりとしていた。


    　俺と小こ手で毬まりはみぞれが駅の階段を降りていったのを確認して、すぐに引き返した。これだけ近い我わが家をやけに遠く感じる。


    　天て児こ奈なは南口にある屋外の花壇横に置かれた椅い子すに座っていた。


    「アパートの部屋で待たれるよりはマシだな。目立つと言えば目立つけど」


    「お仕事お疲れ様。君たちにとっては、過去最高難易度の仕事だったよね」


    　俺は座っている天児奈の真ん前に立った。小学生をカツアゲする高校生のような構図だった。天児奈の体が俺の陰にすっぽりと隠れる。


    「なあ、一つ聞いていいか？」


    「ダメって言っても聞くでしょ？」


    　たしかにそれもそうだ。質問をさえぎられる覚えなどないのだ。相手が回答するかどうかは別として、俺には質問する権利というものがある。


    「もしも、あのまま、みぞれが俺までやっつけたとしよう。それって、『天てん上じよう』の仲間入りできるほど強くなってたってことか？」


    　俺は『天上』の霧きり雨さめと相討ちになることで『天上』と認められた。


    　もしもだが、『天上』の加入規則に『天上』と引き分け以上に持ちこむことだなんてものがあったとしたら、意外とあいつは力で未来を切り拓ひらく寸前までいっていたのではないだろうか。


    　もちろん、すべては仮定での話だ。


    　ウサ耳が強引に左右に動いた。


    「違うってことか」


    「あくまでも、『天上』になるには『天上』にたる、異能力が必要だよ。彼女の力は不正と言っていいし、これまでの異能力とは違うものを持っていたわけでもないからね」


    「夢がないな」


    　それが俺の本音だった。


    「所しよ詮せん、夢じゃん。私たちの仕事は現実のために戦うことだよ」


    　天児奈はドヤ顔をするみたいに口の端はをゆるめた。


    　最初はこいつ、感情が顔に出ないタイプだと解釈していたが、そうじゃないらしい。


    　天児奈に俺を恐れる理由などはないから、物もの怖おじもしないだけだ。


    　早い話が、俺は舐なめられているのだ。


    　いつかお前から感情を引き出してやるからな。


    「俺たちがみぞれに勝つってお前は読めてたか？」


    「個別の仕事がどうなるかなんて、わざわざ確認しないよ。それに極限状態の中じゃ、結果も常に変わってくるしね」


    　おそらく本当のことだろう。天て児こ奈なが俺を絶望させるメリットはどこにもない。


    「私はてっきり煌こう霊れいちゃんが霧きり原はらって子を殺すのかなと思ってた。でも、煌霊ちゃんの攻撃ははずれた。じゃあ、君がやるのかなって思ったけど、藤ふじ白しろって人のほうが死んだ。こんな調子で何が起こるかは難しいんだよ」


    「お前、本当に人の神経を逆さか撫なでするの、得意だな」


    　まさにそうなりかけていたのだ。おかげで小こ手で毬まりが嫌いやなことを思い出して、泣きそうなほどに顔をしかめてしまった。


    「世の中とはかくも無情なものなの」


    　ちっこい体で天児奈はわかったようなことを言う。


    「確かなのは、あの薬が出回れば副作用で死ぬ人がたくさん現れただろうってこと。その何十倍も薬による暴力事件も頻ひん発ぱつしただろうね。いくら、あの二人がしっかりと愛し合ってたとしても、何の助けにもならないんだよ。そして、『天てん上じよう』は人が何人も死んでいくことのほうを止めることにした、それだけ」


    　わかってるさ。わかってるつもりだったさ。


    　これまでの仕事と質的には何の違いもなかった。今回は、偶然知り合いが絡んできたってことだ。それは俺にとっての特別でしかないのだ。


    「大変だけど、やりがいのある仕事でしょ？」


    「人に褒ほめられない仕事って、あまりやりがいがないな」


    「褒めてあげようか？」


    　天児奈はベンチの上に立つと、俺の頭に手を置いて、撫なでた。


    「バカにしてんのか」


    「バカにしてんじゃなくて褒めてるんだよ。冬ふゆ川かわ君がつらかったことぐらいわかるんだから」


    　ウサ耳が前に寝ていた。


    「あなた、あまりくだらないことをしないでくだ──」


    　小手毬の声が途中で止まる。


    　天児奈が叱しかられた子供のように、顔まで歪ゆがませていた。こいつの表情がこんなに変わることがあるとは思わなかった。


    「ごめんなさい……。ここまでハードになるとは思ってなかったよ……。苦しかったよね、つらかったよね……」


    「お前でも反省するんだな」


    　本当に泣きたいぐらいだ。後輩に殺されかけるし、その後輩は業界を去っていくんだぞ。


    「『天上』の仕事ってこんなふうに心をチクチク刺されるんだよ。苦しいことがこれからもあるだろうけど、頑張って……。私も何百回もこんなこと辞めて、とっとと死のうと思ったよ……。仲の良かった友達もみんな先に死んでいったよ……」


    　そういや、こいつ、おそらく相当な長命なんだろうな。その間に不老不死じゃない連中は次から次へとあの世にいったんだろう。


    「なあ……ここにいると目立つし、俺の部屋に移動しないか……？」


    「マスター、様子がおかしいです！」


    　小こ手で毬まりが横から声をあげた。


    　周囲を見回す。ベンチの周りには人が誰だれもいない。


    　ベンチ周辺だけならまだ偶然そうだったと言えるかもしれない。しかし、ちょっとした人の波ができていた駅への通路すら人の姿がないのだ。


    　これは意図的に何かが行われた証拠だ。


    「うるさくしちゃったから、別の世界に移動したの……」


    　悲しげな表情のまま、天て児こ奈なが言った。


    　ああ、そうだ。こいつの力は破格なのだ。


    　天児奈は空間を操る異能力者だ。


    　あの野原とやらも天児奈の異能力の一部だったはずだ。


    　戦闘の能力としてのレベルはわからないが、異能力としてはとてつもない。やっぱり、こいつは『天てん上じよう』だ。何もない空間に送られたら、それで終わりだ。


    　俺たちがその実力を感じて、薄ら寒くなっている間に、どうやら天児奈もいつもの調子に戻ったらしい。元気よく椅い子すからジャンプした。


    「取り乱して悪かったね。メンゴ、メンゴ」


    「お前、さっき、ごめんってちゃんと言ってただろ……」


    　せめて一時間ぐらい、かわいげのあるキャラでいればいいのに。また、イライラさせてくるのか。


    「すごくいろいろあったと思うけど、これで透とう明めい会かいのお仕事は『天上』としては完了したことにします。表側の黒こく白びやくエンターテイメントとかは、なんか滝たきヶが峰みねって人たちがつぶしてくれそうだし、ボスが死んじゃってたいしたこともできないだろうし、様子見でいいかな」


    　その言葉を聞くと、藤ふじ白しろが勝ち目のないケンカをしちゃったんだなと再度感じた。


    　悪いことをすれば、どこからか誰かがやってくる。それが公権力か闇やみの存在か超越者的な存在かの違いこそあれ。


    「というわけで、特典をプレゼントするね」


    「特典？」


    　天児奈は小手毬の前で、両手を広げた。


    　なんだ、それ。ハグしてきていいよって合図か？　小手毬にはうれしくないだろ。


    「今度はどういうギャグなんですか？」


    　小こ手で毬まりも扱いが冷たい。


    「煌こう霊れいちゃんが人間に戻れる権利をあげました」


    　さらりと天て児こ奈なが言った。


    「人間になると決めたら、教えてね。そのための異能力者を紹介するから」
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    　あとがき


    



    　お久しぶりです、森もり田た季き節せつです！


    　このあとがきを皆さんが見ているということは、多分出版に間に合ったということかと思います。よかったです、本当によかった。


    　さて、六巻です。小こ手で毬まり意識不明編（五巻を今、勝手に命名）が終わり、新章突入といった感じになりました。『天てん上じよう』という立場になった朱す雀ざく、生き延びたもののこれまでの朱雀との関係性が変わってしまった小手毬、二人の行く末はどうなる？　また、二人の周辺の人物の行く末はどうなる？　けっこう周囲もみんな状況が激変してるぞ！　──といった巻です。


    　このシリーズは冗談抜きで毎回大変なのですが、今回もまた大変でした。


    　巻が進むにつれて、キャラクターの葛藤が抽象的なものになってきて、それをいかに伝えるか悩みながらやっております。それが上う手まく読者の皆様にまで届いていれば幸いです。


    　それと、シリーズが進むにつれて、朱雀の年齢がだんだんアラサーになってきました。安定の二十代後半です。腐ってもライトノベルなので、もうちょっと中高生が共感できるもののほうがいい気もするのですが、しょうがないのでこのまま行きます。もし中高生の方が読んでらっしゃる場合は十年後や十五年後の自分を想像しながら読んでいただければと思います。小説なのでフィクションではありますが、このシリーズでは極力事実を元に書いてますので、もしかしたら人生のなんらかの役に立つかもしれません。役に立たなくても怒らないでください。


    



    　さて、謝しや辞じを。にぃとさん、いつもイラストありがとうございます！


    　当初、こんなに長く続くと思っていなかったのでイラストつくと考えてなかったキャラにイラストがつくケースが何度か起きていますが、すごく作者冥みよう利りに尽きます。今回イラストのついた天て児こ奈なも、初出はかなりのちょい役なので、まさかこんな活躍をするとは……。


    　皆様の応援でここまで続けることができました。幸運なことにまだ続きます。次の巻が最終巻になります。


    　朱雀や小手毬たちの人生、最後まで見届けてやってください。僕も全身全霊でやりきりたいと思います。普通のライトノベルシリーズだともうちょっと先を見通しながらやっていくもののはずなのですが、割りとマジでどういう結末にいきつくのか森田も書いてみるまでわかりません。むしろ、自分が朱雀と小手毬が選んだ結末に連れていってもらいたいと思っています。


    　では、七巻でお会いいたしましょう！

  


  
    森田季節


    Kisetsu Morita


    



    またもや新章突入しました。朱雀の人生はずっとままなりません！　朱雀のままならなさをお楽しみください！　人生は苦しいぜ！
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